
発表日 所属   タイトル

2026/2/2

2026/2/2
教育委員会掛川東高校教育委員会 掛川東高等学
校 教諭 市川 大介

第37回静岡県青少年読書感想画コンクール  高等学校の部 表彰式を開催します！

2026/2/2 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 大場 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の中間状況（第1回：令和8年2月1日終了時点）

2026/2/2
企業局水道企画課水道水：水道企画課、農業用
水：農地計画課

太田川水系の取水制限（第２報：強化）

2026/2/2
交通基盤部建設経済局公共用地課,道路局道路整
備課用地班、県市町道班

土地収用法に基づく事業認定申請について

2026/2/2
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノ
ベーション推進班

静岡の未来を創るスタートアップが一堂に集結！「Update SHIZUOKA ～総勢18社のスタートアップによ
るPITCH SHOWER～」開催！

2026/2/2 経済産業部産業イノベーション推進課研究調整班
～地域の「イノベーションの拠点」を目指して～ 「静岡県の試験研究機関に係る基本戦略」に関する県民
意見提出手続の実施

2026/2/2 スポーツ・文化観光部空港振興課西垣 高橋 【取材依頼】エアプサン代表が副知事を表敬！ 静岡－釜山線の新規就航を報告します

2026/2/2 スポーツ・文化観光部観光政策課施設班
【取材希望】奥浜名湖展望台の再建を記念して、アニメ『ゆるキャン△』とコラボしたウォーキングイベン
トを開催します

2026/2/2 くらし・環境部生活環境課環境影響評価班 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議第23回地質構造・水資源部会専門部会の開催

2026/2/2
くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保
全班

「アサヒ十六茶」、「静岡麦酒」の売上金の一部と「カレンダー販売」の売上金が、南アルプスの環境保全
のために寄附されます

2026/2/2 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班 「静岡県ドライブレコーダーを活用した見守りパトロール」の協力事業所・団体を募集します！

2026/2/2 危機管理部危機対策課対策班 【中止】令和７年度 第２回風水害合同対処訓練

2026/2/2 危機管理部危機情報課情報班 渡邊 第９回、第10回被災者支援コーディネーター育成研修を対面で開催！

2026/2/2
総務部市町行財政課静岡県選挙管理委員会速報担
当 （総務部市町行財政課）

第51回衆議院議員総選挙及び第27回最高裁判所裁判官国民審査投票・開票速報事務リハーサル

2026/2/2 総務部広聴広報課県民のこえ班 【参加者募集】令和８年度 県政インターネットモニター募集！！

2026/2/2
企画部統計活用課管理・普及班、人口就業班、商
工・経済班

令和８年２月公表予定の統計データ

2026/2/3

2026/2/3 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和８年２月定例会の開催に係る議会運営委員会の開催

2026/2/3 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 「静岡県エネルギー戦略（案）」について県民意見提出手続（パブリックコメント）を実施します

2026/2/3
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノ
ベーション推進班

高校生が新規事業を提案！アントレプレナーシップ育成プログラム「FuJI」成果報告会を開催します

2026/2/3 健康福祉部健康政策課健康企画班 富士山の日健康福祉交流プラザまつり。2/22健康福祉交流プラザにて「県民健康講座」（無料）を開催！

2026/2/3 健康福祉部こども政策課こども政策班 しずおかマリッジ 「成婚者」をお招きしたオンラインセミナーを開催！！

2026/2/3
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラ
スポーツ班

パラリンピック金メダリストも参加！みんなでスポーツ教室を袋井特別支援学校で開催します

2026/2/3 企画部総合教育課総合教育班 第２回産学官連携推進会議を開催します

2026/2/3

2026/2/4 教育委員会新図書館整備課運営企画班 はごろも教育研究奨励会 県立特別支援学校への大型絵本寄付事業

2026/2/4 教育委員会高校教育課指導第１班
いずれも県立焼津中央高等学校の生徒で、 「第69回日本学生科学賞」において内閣 総理大臣賞を受賞した
生徒と、海浜清掃の 参加者を募集する取組で「ギネス世界記録 達成」した生徒が、教育長を表敬訪問しま 
す。

2026/2/4 交通基盤部都市計画課都市行政班 第192回静岡県都市計画審議会の開催

2026/2/4
経済産業部富士農林事務所、森林・林業局森林整
備課富士農林事務所森林整備課、森林・林業局森
林整備課

林道工事の立木補償契約の誤り
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2026/2/4
経済産業部農業戦略課先端農業推進室先端農業推
進室

【参加者募集】ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会

2026/2/4
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノ
ベーション推進班

TECH BEAT Shizuoka 2025 AFTER BURNER＃3 製造業×オープンイノベーション 自動車部品メーカー・
製造業の新たな挑戦 開催

2026/2/4 健康福祉部こども政策課こども政策班
「静岡県こども・若者意見提案実現プロジェクト」の提案を実現！ 子育て応援ＤＡＹ－ゴチトキ－でリフ
レッシュしませんか？ 

2026/2/4 健康福祉部地域福祉課生活保護班 喫茶ぴあ～（県庁東館２階）で遠隔操作ロボット（ｓｏｔａ君）がお出迎え

2026/2/4 総務部東部地域局地域課地域課 【変更】「駿河湾フェリー×航路さんぽ」日本一を巡る伊豆・静岡旅ラリー」を実施します！

2026/2/5

2026/2/5 教育委員会高校教育課指導第２班 山口 亮祐 知事褒賞受賞者の高校生が決定

2026/2/5 教育委員会高校教育課指導第２班
第13回高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて優秀賞に選ばれた県立沼津商業高等学校が知事を表敬訪
問します！

2026/2/5 人事委員会事務局職員課職員班 令和８年度静岡県職員・警察官採用試験の実施予定

2026/2/5 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 山口 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙に係る当選証書の付与

2026/2/5
経済産業部食と農の振興課静岡県経済産業部農業
局食と農の振興課

【当日取材希望】捕獲だけでは終わらせない！食・農・観光と連携したジビエ利活用の可能性を探る！

2026/2/5 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品が全国の食品コンクールで入賞！

2026/2/5 経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
マリンオープンイノベーションプロジェクト戦略推進委員会の開催～静岡から始まる！駿河湾を中心とした
実証フィールドなど、海洋の未来を拓く活動を報告～

2026/2/5 健康福祉部薬事課薬物対策班 第62回静岡県公衆衛生研究会の開催

2026/2/5 健康福祉部こども政策課こども政策班
しずおかマリッジ 男性向けイベント参加者募集中～プロフィール作成セミナー＋プロフィール写真撮影会
～

2026/2/5 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班
インバウンドにおける課題をスタートアップと一緒に解決するプログラム 「SHIZUOKA INBOUND 
TOURISM INNOVATION2025」の進捗報告

2026/2/5 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します

2026/2/5 スポーツ・文化観光部文化政策課政策調整班 令和７年度 第３回 静岡県文化政策審議会の開催

2026/2/5
スポーツ・文化観光部スポーツ政策課スポーツコ
ミッション班

プロボディボーダー山田幸久選手による副知事表敬訪問

2026/2/5
くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企
画班

【取材依頼、参加者募集】 地域おこし協力隊が広げる交流の場！ 静岡地域おこし博覧会を開催します

2026/2/6

2026/2/6 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 山口 第51回衆議院議員総選挙の投票日に当たっての談話

2026/2/6 交通基盤部河川企画課海岸企画班 「第９回静岡県津波防災地域づくり推進連絡会」を開催します

2026/2/6 交通基盤部建設業課鈴木 令和７年度第２回 静岡県建設業審議会を開催します。

2026/2/6 経済産業部地域産業課地域産業班 勝俣
アニメ監督・万博プロデューサー河森 正治が語る 「創る喜び」と「プラモデル開発現場」に迫る講演会を
開催します！

2026/2/6 経済産業部企業立地推進課企業立地班 アニメ・ゲーム業界関係者が集う「静岡県Creators MeetUp」都内で初開催！

2026/2/6 経済産業部産業政策課産業政策班 第３回森の力再生事業評価委員会を開催します

2026/2/6 経済産業部産業政策課 令和７年度 第２回静岡県産業成長戦略会議の開催

2026/2/6 健康福祉部感染症対策課感染症管理センター インフルエンザの流行が再度警報レベルとなりました！
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2026/2/6 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 【訂正】障害福祉サービス事業所の令和６年度平均工賃（賃金）月額実績を公表します。

2026/2/6
スポーツ・文化観光部観光振興課静岡県スポー
ツ・文化観光部 観光振興課

駿河湾フェリー リニューアル就航記念イベントを開催！ 新しくなった駿河湾フェリーの見どころを、ち
びまる子ちゃんがお伝えします！

2026/2/6 危機管理部危機政策課調整班 Ｊアラートの全国一斉情報伝達試験（第４回）の結果

2026/2/6 企画部地域外交課地域外交戦略班 【参加者募集・要申込】「シリコンバレー・ビジネスウェブセミナー」の開催

2026/2/6 企画部統計活用課管理・普及班 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数（令和７年11月分）

2026/2/7

2026/2/7 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 大場 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の中間状況（第2回：令和8年2月6日終了時点）

2026/2/8

2026/2/8 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 大場 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の最終結果（令和8年2月7日終了時点）

2026/2/9

2026/2/9 静岡県農林技術研究所 大村花き生産技術科 【当日取材希望】最新の研究成果を紹介！トルコギキョウ技術研修会の開催

2026/2/9 教育委員会浜名特別支援学校副校長 山本 恭子 浜名特別支援学校高等部生徒が合同販売会・ 清掃活動を行います！

2026/2/9
教育委員会高校教育課指導第２班 担当 霧生尚
央

令和７年度高等学校文化連盟特別表彰式の開催

2026/2/9 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 中澤 「めいすいくんと学ぼう！選挙クイズチャレンジ」を開催します！

2026/2/9
経済産業部農技研茶業研セ新商品開発科研究統括
官

【取材依頼】－最新の研究成果が目白押し－ 茶業研究センター研究成果発表会を開催します

2026/2/9 経済産業部工科短期大学校学務課 今年度最後の開催！県立工科短期大学校令和７年度オープンキャンパス

2026/2/9 経済産業部森林整備課森林経営班 山火事予防街頭キャンペーンを実施します ～２月１日から３月31日は山火事予防運動期間～

2026/2/9
経済産業部農地計画課農業用水：農地計画課、工
業用水：水道企画課

豊川水系の取水制限（第５報：強化）

2026/2/9 経済産業部地域産業課地域産業班 勝俣 静岡県の地場産業を知るイベント「バイク×プラモで体感する世界ブランド 」を開催します！

2026/2/9 健康福祉部こども政策課健康福祉部こども政策課 しず恋(こい)プロジェクト2026 しずおかハッピーコネクト ～若手社会人の出会いを応援～

2026/2/9 健康福祉部介護保険課施設整備班 特別養護老人ホームの入居希望者の状況

2026/2/9
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラ
スポーツ班

パラアスリートが富士特別支援学校 富士東分校を訪問

2026/2/9
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラ
スポーツ班

チームパラスポしずおか交流会2026を開催します！

2026/2/9
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラ
スポーツ班

早瀨憲太郎選手が講演！デフリンピック 特別授業を実施します！

2026/2/9 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 アジア・アジアパラ競技大会 静岡県を含む６都府県限定でチケット先行販売が行われます！

2026/2/9 くらし・環境部廃リサイクル課産業廃棄物班 産業廃棄物処理業許可の取消し

2026/2/9 くらし・環境部住まいづくり課企画班 新設住宅着工統計 令和７年計及び令和７年12月の主な動向

2026/2/9
くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企
画班

【取材依頼】静岡県最大規模の移住相談会「静岡まるごと移住フェア」を開催します！

2026/2/9 企画部地域外交課地域外交戦略班 本県の「日印友好交流促進全国知事ネットワーク」への参加

2026/2/10
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2026/2/10 教育委員会特別支援教育課特別支援教育課 静岡県立静岡南部特別支援学校の閉校

2026/2/10 教育委員会特別支援教育課企画班 令和９年４月開校予定の県立特別支援学校の校名案

2026/2/10 議会事務局議事課議会事務局 議事課 【変更】静岡県議会令和８年２月定例会の開会日における常任委員会の開催

2026/2/10 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和８年２月定例会議事日程

2026/2/10 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会全員協議会の開催

2026/2/10
がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 
医療広報担当

患者さん向け小冊子“学びの広場シリーズ” 『がん患者さんへの運動のススメ』初版を発行

2026/2/10 交通基盤部静岡土木事務所総務課建設業班 【建設業×福祉】障害のある人達が麻機遊水地の堤防除草に挑戦します！（取材依頼）

2026/2/10 交通基盤部公園緑地課公園緑地班 第４回遠州灘海浜公園（篠原地区）利活用推進協議会

2026/2/10 交通基盤部道路企画課企画班 無電柱化事業における包括委託方式に関する協定の締結式を開催します。

2026/2/10 経済産業部地域産業課地域産業班
プレゼン・展示、講演等による家具・木工産業の連携促進イベント「Shizuoka-Products Forum 2026」を
開催！

2026/2/10 経済産業部職業能力開発課技能振興班 第14回静岡県ものづくり競技大会の開催結果～県下No.1若手技能者決定！～

2026/2/10 経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
静岡ウェルネスプロジェクトアドバイザリーボード会議の初開催～県民幸福度日本一へ！テクノロジーと共
創が拓く未来の食と健康の創出～

2026/2/10 健康福祉部健康政策課健康企画班 令和７年度第３回公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会を開催します。

2026/2/10 健康福祉部感染症対策課感染症管理センター インフルエンザの流行が再度警報レベルとなりました！

2026/2/10 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 障害福祉サービス事業所の県平均工賃月額の状況及び福産品一人一品運動「ウィンターフェア」の開催

2026/2/10 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 県内最高齢者のご逝去

2026/2/10
スポーツ・文化観光部観光振興課静岡県スポー
ツ・文化観光部 観光振興課

＜駿河湾フェリー＞「ちびまる子ちゃん」の装飾で彩られ、リニューアルした船内のお披露目と、土肥港に
登場した電動トゥクトゥクを体験するプレス向け内覧会を開催！

2026/2/10 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 静岡インバウンドガイド研修 専門研修を開催します

2026/2/10 スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班 「観光の力で文化財を活かす研修会」を湖西市で開催！

2026/2/10 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ながさきピース文化祭「全国子供大正琴コンクール」 文部科学大臣賞受賞グループが副知事を表敬訪問

2026/2/10 スポーツ・文化観光部企画経理課企画経理班 しずGo！で春のお出かけ

2026/2/10
くらし・環境部環境局、自然保護課環境局、自然
保護課

リニア準備工事(ヤード用地造成等)に係る 自然環境保全協定を締結します

2026/2/10 くらし・環境部環境政策課地球環境班 静岡県地球温暖化防止県民会議を開催します

2026/2/12

2026/2/12 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 かつて静岡にこんな出版文化が！「あそび」 展開催

2026/2/12 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の報告書の議長への提出（取材案内）

2026/2/12
がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 
医療広報担当

静岡がん会議2025 第１部「がん医療の均てん化・集約化の諸課題」第２部「地域活力の向上を目指す医
療田園都市構想」

2026/2/12
交通基盤部技術調査課静岡県建設技術監理セン
ター

R8.3.10(火)開催「どぼフェス」参加者募集

2026/2/12 経済産業部農産振興課野菜振興班 全国各地のご当地いちごが集結！横浜赤レンガ倉庫でイベント開催



発表日 所属   タイトル

2026/2/12
経済産業部地域産業課経済産業部 商工業局地域
産業課

【取材依頼】伊東市でリノベーションスクール開催 ～商店街再生に向け、空き店舗を活用した事業案を若
者たちが考える３日間～

2026/2/12 経済産業部産業人材課雇用対策班 静岡県雇用対策審議会の開催

2026/2/12
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

ファン拡大とブランド定着を目指す第二弾！ ２月も「ヤオコー」で「頂」フェア開催

2026/2/12 経済産業部新産業集積課新産業集積第１班 「ファルマバレープロジェクト第５次戦略計画」(案)への県民意見を募集します

2026/2/12 経済産業部新産業集積課技術振興班
現場が変わる！自動車産業×生成AI等活用最前線 ～設計・開発・製造で活用できる実証事業成果発表会の
開催～

2026/2/12 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和７年度第２回静岡県へき地医療支援計画推進会議の開催

2026/2/12
スポーツ・文化観光部富士山世界遺産センタ企画
総務課静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

企画展｢第６回 絶景・秀景 富士山世界遺産写真コンテスト入賞作品展｣を開催します！

2026/2/12
スポーツ・文化観光部ふじのくに地球環境史
ミュージアム企画総務課企画総務課

富士山の日はミュージアムで楽しもう！ふじのくに地球環境史ミュージアム「富士山の日イベント」を開催
します！

2026/2/12 スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班 文化財３Ｄセミナーを静岡市で開催！

2026/2/12 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭 春の祭典～2025年芸術祭の授賞式と2026年芸術祭の開幕イベントを行います～

2026/2/12
スポーツ・文化観光部文化政策課政策調整班 深
澤

令和７年度「文化と多分野との連携による地域活性化」第２回課題検討会の開催「アートプロジェクト視察
（三島満願芸術祭）」（取材案内）

2026/2/12 スポーツ・文化観光部文化政策課政策調整班 令和８年度「子ども芸術大学」の講座を企画・実施する団体を募集します！

2026/2/12 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班
スタートアップ等の技術をスポーツチームに活用し観戦価値向上を図る実証を実施！静岡県はスポーツの成
長産業化を目指しています！

2026/2/12 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 令和７年度第２回静岡県スポーツ推進審議会の開催

2026/2/12 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 第181回ふじのくに防災学講座を開催します

2026/2/13

2026/2/13 教育委員会科学技術高校副校長 田中 学 ＪＡＸＡ研究員による講演会を開催します！

2026/2/13 交通基盤部港湾企画課港湾計画班 田子の浦港を脱炭素化！～協議会開催～

2026/2/13
交通基盤部建設政策課建設政策課イノベーション
推進班

チルトローテータ実演見学会～第2回ふじのくにi-Construction推進支援協議会～を開催します。

2026/2/13
経済産業部農林技術研究所果樹研究センター、農
業局農業戦略課農林技術研究所果樹研究センター
果樹生産技術科

温州みかん新品種「春しずか」の品種識別法を開発 ～温州みかんの突然変異系統を識別できるDNAマー
カーの開発は世界初～

2026/2/13 経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
【取材依頼】静岡県主催イベント「温泉旅館オフィス活用＆見学会」を開催します！～第１号オフィス（香
湯楼井川）の見学、サウナバスで交流会も！！～

2026/2/13 健康福祉部私学振興課指導班 職業教育に関する知事褒賞授与対象者（専修学校生）が決定！

2026/2/13 くらし・環境部環境政策課地球環境班
静岡県地球温暖化防止活動推進センターとして「一般社団法人アースライフネットワーク」を指定（令和８
～10年度分）

2026/2/13 企画部統計活用課人口就業班
【訂正】本県の児童等の身長・体重は多くの年齢で全国平均を下回る～令和７年度学校保健統計調査結果
（確報）静岡県の概要～

2026/2/13

2026/2/16 教育委員会高校教育課人事班 教職員の逮捕

2026/2/16 教育委員会義務教育課人事班 教員の逮捕について

2026/2/16 議会事務局議事課議会事務局 議事課 【変更】静岡県議会令和８年２月定例会の開会日における常任委員会の開催

2026/2/16 経済産業部工業技術研究所企画調整部 企業の課題解決につながる研究成果が集結。 令和７年度 工業技術研究所研究発表会を開催します。
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2026/2/16 経済産業部工科短期大学校教務課静岡キャンパス 私の「スキ」が未来をつくる。工科短期大学校 第４回選抜試験（令和８年度生）の実施

2026/2/16
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

首都圏スーパー「クイーンズ伊勢丹で“春”を先取り！2/23「富士山の日」に向け、桜海老や苺など静岡の美
食が集結

2026/2/16
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

御殿場プレミアム・アウトレットにて「頂グルメフェア」を初開催！

2026/2/16 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 「手話であいさつを」運動（小学校手話講座）を実施します（取材依頼）

2026/2/16
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラ
スポーツ班

髙橋遥佳選手が講演！デフリンピック特別授業を実施します！

2026/2/16 くらし・環境部生活環境課 リニア準備工事（ヤード用地造成等）に係る事後調査報告書を公表します

2026/2/16 くらし・環境部環境局環境局 第９回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議の開催

2026/2/16 危機管理部危機政策課政策班 総合防災アプリ「クロスゼロforファミリー」『わたしの避難計画』作成機能追加リリースイベントの開催

2026/2/16

2026/2/17 監査委員事務局監査課監査班 企業局の不動産鑑定に係る支出に関する住民監査請求の監査結果

2026/2/17 議会事務局議事課議会事務局 議事課 令和８年２月定例会の議決結果（２月17日議決分）

2026/2/17
交通基盤部港湾振興課ポートマーケティング推進
班

【取材依頼】清水港 西部地区貿易懇談会を開催します

2026/2/17
経済産業部農地局農地整備課、富士農林事務所農
地整備課、富士農林事務所農地整備課

立木補償関係書類の紛失

2026/2/17 経済産業部地域産業課商業まちづくり班
【取材依頼】「しずおかリノベーションまちづくりフォーラム2026」を開催します！ ～リノベーションま
ちづくりの全県展開に向けて～

2026/2/17
経済産業部マーケティング課マーケティング企画
班

静岡県「東部・中部・西部」の多彩な美味しさが勢ぞろい！約130商品がスーパーオギノに集結する「静岡
フェア」開催

2026/2/17 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和７年度静岡県薬事審議会の開催

2026/2/17 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 令和７年度「愛の援聴週間」啓発事業を実施します（取材依頼）

2026/2/17 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 こどもの居場所一覧表に係る個人情報の漏えいについて

2026/2/17 スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班 「３Ｄデータでみる伊豆の仏像」講演会を開催！～上原美術館×静岡県の特別講演会～

2026/2/17
スポーツ・文化観光部スポーツ政策課スポーツコ
ミッション班

プロ野球オープン戦の草薙球場開催に向け、主催者（楽天・テレビ静岡）が知事を表敬訪問します！

2026/2/17
スポーツ・文化観光部スポーツ政策課スポーツ政
策課

静岡SOIP交流イベントSports Meetup Night in 沼津の開催

2026/2/17
スポーツ・文化観光部スポーツ政策課スポーツ・
文化観光部 スポーツ政策課

ジャパン・マウンテンバイク・カップ2026開催記念イベントを実施します！ ～レースの世界に飛び込め
る、特別な１日～

2026/2/17 くらし・環境部廃リサイクル課産業廃棄物班 産業廃棄物処理業許可の取消し

2026/2/17 企画部地域外交課海外交流班 静岡県海外技術研修員(中国)の修了式を 開催します

2026/2/18

2026/2/18 議会事務局政策調査課議会事務局 政策調査課 県議会広報委員会の開催（取材案内）

2026/2/18 交通基盤部砂防課河川砂防局砂防課 静岡市葵区日向地区の不適切盛土の対応（追加対策工事）

2026/2/18 交通基盤部河川企画課海岸企画班 「第12回三保松原景観改善技術フォローアップ会議」の開催

2026/2/18
経済産業部工科短期大学校教務課工科短期大学校 
教務課

静岡県立工科短期大学校 静岡キャンパス「総合製作実習発表会」の開催
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2026/2/18 経済産業部経営支援課経営革新班 しずおかアトツギ未来創造フォーラム～静岡から始まる新たな挑戦～

2026/2/18 経済産業部産業人材課雇用対策班 学生が主体となって作成した企業情報誌「Shizuoka Job Palette vol.3」が完成しました！

2026/2/18 健康福祉部こども政策課こども政策班 しずおかマリッジ 市町と連携した婚活イベントの開催

2026/2/18
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポー
ツ班

世界選手権優勝者等への知事顕彰授与式

2026/2/18 企画部デジタル戦略課デジタル戦略班 【取材依頼】静岡県ＸＲ（クロスリアリティ）寄附講座学生活動プロジェクト成果発表会の開催

2026/2/18

2026/2/19
教育委員会教育総務課 義務教育課 高校教育課
勤務条件・監察班

教職員の懲戒処分

2026/2/19 教育委員会高校教育課指導第１班 戸塚優季 令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜の 志願状況等

2026/2/19 教育委員会教育総務課坪井 教育行政１ｄａｙ体験プログラムの実施

2026/2/19
経済産業部農地計画課農業用水：農地計画課、上
水道：水道企画課

都田川水系の節水対策（第１報：開始）

2026/2/19 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和７年度静岡県救急・災害医療対策協議会を開催します。

2026/2/19 危機管理部危機情報課情報班 津波対策推進旬間及び津波避難訓練の実施

2026/2/19

2026/2/20 教育委員会富士宮北高校教頭 齋藤 愛 一匹の蝶がつないだ未来 生徒の探究から始まる「アサギマダラプロジェクト」

2026/2/20 教育委員会健康体育課 「令和７年度 体力アップコンテスト しずおか」表彰式を開催します

2026/2/20 教育委員会健康体育課学校体育班 全国大会に出場する選手たちが教育長を表敬訪問します。

2026/2/20 議会事務局政策調査課政策調査課 令和７年度 静岡県議会海外事情調査報告会の開催（取材案内）

2026/2/20 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会

2026/2/20 交通基盤部都市計画課都市行政班 静岡県都市計画審議会の開催結果

2026/2/20
交通基盤部建設政策課交通基盤部 政策管理局建
設政策課

【第２弾】まちをつくり守る「地域のヒーロー」動画を公開

2026/2/20 経済産業部漁業高等学園教務班 日野山 宗一郎 静岡県立漁業高等学園卒業式

2026/2/20 経済産業部お茶振興課佐田、堀切川 令和７年産の荒茶生産量についての知事コメント

2026/2/20
スポーツ・文化観光部空港振興課       
富士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

令和８年１月の富士山静岡空港利用状況

2026/2/20 スポーツ・文化観光部空港振興課西垣 高橋 エアプサンによる静岡-釜山線の運航期間延長

2026/2/20 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 世界文化遺産「富士山」の魅力を発信する旅のショートムービー～「富士山の日（２月23日）」に公開～

2026/2/20 くらし・環境部自然保護課自然保護・管理班 高山植物保護指導員研修会を開催します！

2026/2/20 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 講演会「さくらと共に生きる」を開催します！

2026/2/20 危機管理部危機情報課情報班 津波対策推進旬間及び津波避難訓練の実施（県民への呼びかけ）

2026/2/20 企画部統計活用課人口就業班 静岡県推計人口 前月比3,257人の減少

2026/2/20



発表日 所属   タイトル

2026/2/24 健康福祉部感染症対策課感染症対策班 子ども予防接種週間がはじまります。

2026/2/24 スポーツ・文化観光部文化財課文化財活用班 令和７年度「しずおか遺産」の認定

2026/2/24 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 磐田市及び静岡県さくらの会合同記念植樹を実施します！

2026/2/24 企画部地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所、台湾ファミリーマートで 「抹茶フェア」と連動した大型プロモーション実施

2026/2/25

2026/2/25 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会令和８年９月定例会の日程

2026/2/25 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会令和８年５月臨時会の日程

2026/2/25 経済産業部富士農林事務所農村計画課 【訂正】第8回「富士山白糸平成棚田祭り」が開催されます！

2026/2/25 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和８年１月分）

2026/2/25 健康福祉部医療政策課医療企画班 令和７年度第２回静岡県医療対策協議会の開催

2026/2/25 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 装具フォローアップセミナー＠静岡県西部を開催します（取材依頼）

2026/2/25 企画部デジタル戦略課デジタル戦略班 【取材依頼】静岡県ＸＲ寄附講座2025年度第２回公開講座の開催

2026/2/25

2026/2/26
くらし・環境部 環境局自然保護課スポーツ・文
化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージアム 
企画総務課ふじのくに地球環境史ミュージアム 

「南アルプス学」の構築に向けた研究を支援します!

2026/2/26 教育委員会高校教育課指導第１班 戸塚優季 令和８年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願変更の状況

2026/2/26 経済産業部富士農林事務所農村計画課 【訂正】第8回「富士山白糸平成棚田祭り」が開催されます！

2026/2/26 経済産業部農地保全課 「いまい保全の会」(袋井市)が関東農政局局長表彰優秀賞を受賞！

2026/2/26 経済産業部経営支援課団体支援班 小規模企業経営力向上事業費補助金の公募開始

2026/2/26 健康福祉部地域医療課医師確保班 医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します

2026/2/26 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 令和７年台風第15号災害静岡県義援金 第２回配分額の報告

2026/2/26 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 三浦一馬バンドネオン・コンサートを開催します♪

2026/2/26 危機管理部消防保安課消防行政班 令和７年度消防功労者消防庁長官表彰受章者の決定

2026/2/26 企画部統計活用課商工・経済班 定期給与３か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査結果 (令和７年12月分)

2026/2/26 企画部統計活用課商工・経済班 生産は対前月比で低下、出荷はわずかに上昇 静岡県鉱工業指数(令和７年12月分速報)

2026/2/26

2026/2/27
経済産業部農業戦略課先端農業推進室先端農業推
進班

（AOIプロジェクト）AOI-PARCに入居する企業が、気候変動対応資材を開発！

2026/2/27 経済産業部職業能力開発課公共職業訓練班 経済産業部所管担い手養成施設知事褒賞受賞者の決定

2026/2/27
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノ
ベーション推進班

【取材依頼】静岡県内のイノベーション創出を支える「ＳＨＩＰ」３周年イベント「ＳＨＩＰアワード
2025」開催！

2026/2/27 健康福祉部感染症対策課企画情報班 令和７年度静岡県感染症対策連携協議会の開催

2026/2/27 くらし・環境部環境政策課地球環境班 アオハル！エコロジーラボ～高校生８チームが、脱炭素につながる企画を発表します！～



発表日 所属   タイトル

2026/2/27 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 「交通死亡事故多発警報」を発令！

2026/2/27 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 （速報・第180報）

2026/2/27 企画部地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所、観光事業者商談会を開催 台北での対面開催はコロナ後初

2026/2/27 企画部統計活用課管理・普及班 静岡県の日本一を集めた「Myしずおか日本一」の2026年版リーフレットが完成しました！

2026/2/27
企画部企画課企画部企画課企画班 健康福祉部こ
ども若者局こども政策課こども政策班

明治安田生命保険相互会社からの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の開催



提 供 日 2026/02/02

タイトル 第37回静岡県青少年読書感想画コンクール　
高等学校の部　表彰式を開催します！

担　　当 教育委員会 掛川東高等学校

連 絡 先 教育委員会　掛川東高等学校　教諭　市川　大介

TEL 0537-22-3155

第37回静岡県読書感想画コンクール
高等学校の部　表彰式を開催します！

静岡県高等学校図書館研究会は、読書によって得た感動を絵画に表現することを通して、生徒の読書力・表現力を養うとともに、読書活動
のさらなる推進を図るため、静岡県読書感想画コンクールを開催しています。

本年度は、応募総数387点の中から最優秀賞２点、優秀賞２点、優良賞８点、奨励賞４点が選ばれました。なお、最優秀賞および優秀賞の
計４点は静岡県の高等学校の部代表作品として第37回読書感想画中央コンクールに出展します。

１　日　時
　　 令和８年２月12日（木）午後２時30分から４時まで

２　会　場
　　 静岡県庁別館21階展望ロビー（静岡市葵区追手町９－６）

３　内  容
　　受賞者への表彰とともに、最優秀作品および優秀作品の作画感想発表、審査委員長による講評を行います。

４　第37回静岡県青少年読書感想画コンクール　高等学校の部について
　　(1) 主　　　催：静岡県高等学校図書館研究会
　　(2) 応募総数：387点
　　(3) 入賞者一覧：別紙一覧のとおり
　　　
５　参加者

　　 受賞生徒および関係教職員、毎日新聞静岡支局長、静岡県高等学校図書館研究会長、静岡県教育委員会高校教育課指導監
　　
６　問合せ先
　　静岡県高等学校図書館研究会（掛川東高等学校内）
　　担　　当　事務局長　市川　大介
　　電話番号　0537-22-3155

　　　メール　kakegawahigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:kakegawahigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2026/02/02

タイトル 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙における期日
前投票の中間状況（第1回：令和8年2月1日終了時
点）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

　仕事や旅行などで投票日当日に投票できない場合には、期日前投票を行うことができます。
　静岡県選挙管理委員会では、今回の第51回衆議院議員総選挙においても多くの有権者に期日前投票の利用を広く呼び掛けているところです。

1月28日（水）から始まった期日前投票の中間状況（第1回）について、県内各市区町の状況を取りまとめましたので、資料提供します。

（概要）
１　報告基準日
　　令和8年2月1日（日）終了時点

２　衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の中間状況
（公示日後5日、選挙期日7日前現在）

選挙人名簿登録者数
（人）　Ａ

期日前投票者数
（人）　Ｂ

期日前投票率
（％）　Ｂ/Ａ

（8.1.26現在）
2,961,965

（8.2.1現在）
135,046 4.56

※選挙人名簿登録者数には、在外選挙人名簿登録者数を含む。
※期日前投票者数には、在外選挙人で日本国内において期日前投票をした者を含む。

＜参考＞令和6年10月27日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の中間状況（公示日後5日、選挙期日7日前現在）
選挙人名簿登録者数

（人）　Ａ
期日前投票者数

（人）　Ｂ
期日前投票率

（％）　Ｂ/Ａ
（6.10.14現在）

2,991,501
（6.10.20現在）

149,243 4.99
※選挙人名簿登録者数には、在外選挙人名簿登録者数を含む。
※期日前投票者数には、在外選挙人で日本国内において期日前投票をした者を含む。

３　今後の期日前投票の中間状況及び最終結果の発表予定
調査時点 時点 発表日

第2回：2月6日（金）終了時点 選挙期日2日前 2月7日（土）
最終結果：2月7日（土）終了時点 選挙期日1日前 2月8日（日）



（参考）期日前投票の概要
    
１  期日前投票の対象者

投票日当日に仕事や用務があるなど、一定の事由に該当すると見込まれる者

２  期日前投票期間
令和8年1月28日（水）から2月7日（土）まで

３  期日前投票時間
午前8時30分から午後8時まで
※各市区町の定めるところにより、投票期間や投票時間が異なる場合があります。

４  期日前投票所
県内134箇所
※各市区町に1箇所以上設置されます。

５  期日前投票の手続（流れ）
（１）受付
　　　受付で宣誓書の用紙を受け取り、宣誓書に記載されている期日前投票の事由のいずれかに該当する旨の宣誓をし、受付に提出します（印鑑不
要）。
（２）投票用紙の交付

選挙人名簿との対照の後、投票用紙を受け取ります。
（３）投票

投票記載台において投票用紙に投票の記載をし、投票箱に投函します。

６  その他
名簿登録地以外の市区町村に滞在していたり、病院、老人ホームなどに入院・入所中で、期日前投票ができない方は、不在者投票ができます。



提 供 日 2026/02/02

タイトル 太田川水系の取水制限（第２報：強化）

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 水道水：水道企画課、農業用水：農地計画課

TEL 054-221-2166､054-221-3727

１　概要
　太田川水系では、11月以降の少雨により、太田川ダムの貯水量が減少したため、１月27日（火）から第１段階の取水制限を開始
した。
　その後も降雨がなく、貯水率の低下

※
が見込まれることから、利水者間の協議を経て、太田川水系の取水制限の強化を次のとお

り決定した。

　２月３日(火)午前９時から、次の取水制限率により 第 ２ 段階 の 取水制限に入る。

　　　 　　　上水道：20％　　農業用水：20％

※ダム貯水率については、太田川ダム渇水情報連絡会事務局（交通基盤部河川砂防局）からの情報に基づく

２　今回の取水制限における具体的な対応と県民への影響
○上水道は、配水管理を更に徹底し、受水市町とともに県民への節水の呼びかけを行う。（ 一般家庭 への 給水制限 を 直 ちに 行 うも
 のではない 。）

○農業用水は、３月末まで取水を停止している。取水再開時に取水制限が継続している場合には、各ほ場等への配水調整を行うと
ともに、配水管理の徹底を図る。

県内における取水制限及び節水の呼びかけ対象市町の範囲
上水道 ４市１町 浜松市、磐田市、袋井市、湖西市、森町

農業用水 １市１町 袋井市、森町

３　今後の対応
　渇水状況が長期化する場合には、河川流況や太田川ダムの貯水状況を、総合的に判断した上で、さらなる取水制限の強化を協議
していく。

※太田川ダムの貯水率については、ダム管理者である交通基盤部河川砂防局河川企画課又は袋井土木事務所河川改良課へお問い合
わせください。

※県民の皆様へ
　少雨の影響で水不足が続いております。
　いつも以上に水を大切に使っていただくよう、御協力をお願いします。

【参考】

太田川ダムの貯水状況（各日９時時点）
貯水量（万m3） 貯水率（％） 平年比（％）計画利水容量

（万m3） 12月１日　⇒　２月２日 12月１日　⇒　２月２日 12月１日　⇒　２月２日
480.0 　454.9　⇒　91.5   　87.1　⇒　17.5 　97.7　⇒　27.8  

　※ 貯水率:有効貯水容量（利水容量)に対する比率
　※ 平年比は平成27年～令和６年までの10ヶ年の平均貯水量に対する割合

太田川ダム流域平均　降水量（ダム管理者データ）
月 降水量 平年降水量 平年比

11月   20.4mm 133.2mm  15.3％
12月   71.9mm   88.6mm  81.1％
１月 　　 0mm 　84.5mm 　0.0％
２月   　 0mm  132.1mm   0.0％

　※ 平年降水量は平成27年～令和６年までの10ヶ年の平均降水量

太田川ダム渇水情報連絡会　構成機関
団体名 備考

静岡県経済産業部農地局農地計画課
静岡県交通基盤部河川砂防局河川砂防管理課 事務局
静岡県交通基盤部河川砂防局河川企画課 事務局
静岡県企業局水道企画課
静岡県中遠農林事務所
静岡県袋井土木事務所
静岡県企業局西部事務所
袋井市農政課
森町産業課
太田川上流部土地改良区
静岡県くらし・環境部環境局水資源課 オブザーバー



提 供 日 2026/02/02

タイトル 土地収用法に基づく事業認定申請について

担　　当 交通基盤部 建設経済局公共用地課,道路局道路整

備課

連 絡 先 用地班、県市町道班

TEL 054-221-3048,054-221-3017

（要　旨）

　　主要地方道掛川浜岡線改築工事（小笠バイパス）について、事業効果の早期発現のため、土地収用法に基づく用地取得を進めることとし、

事業認定庁（国土交通省中部地方整備局長）へ、１月26日、事業認定申請書を提出し、同日付けで受理されました。

（概　要）

１　申請事業

　　主要地方道掛川浜岡線改築工事（小笠バイパス）（県施工区間1.0km/うち申請区間0.5km)

２　事業の概要

　　慢性的な交通渋滞の発生や、車と歩行者の分離が不十分などの課題があること、広域的な重要道路としての機能が十分に発揮できない状

況にあることから、課題を解消するため、バイパス方式により整備する。

３　土地取得の状況（起業地：菊川市高橋地内）

所有者数 契約済数 未契約者等 取得率 備考
25名 24名 土地及び物件

１名
96.0％ ・土地１筆（未耕作の田）

・物件（未調査のため詳細不明）
・収用部分460平方メートル・使用部分
20平方メートル

４　今後の予定

　　申請書提出後は、以下の時期での手続きが見込まれる。

手続き 時期 備考
事業認定申請、受理 令和８年１月26日
申請書類の縦覧 令和８年２月上旬から中旬 菊川市役所において２週間
事業認定告示 令和８年３月下旬

５　その他

　・令和９年秋頃工事着手、令和10年３月完成予定。

　・収用手続と並行して任意交渉を継続し、円満解決に努める。



提 供 日 2026/02/02

タイトル 静岡の未来を創るスタートアップが一堂に集結！
「Update SHIZUOKA　～総勢18社のスタートアップ
によるPITCH SHOWER～」開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

静岡の未来を創るスタートアップが一堂に集結！
「Update SHIZUOKA　～総勢18社のスタートアップによるPITCH SHOWER～」開催！

１　要　旨
　　　県では、令和７年度新規事業として、スタートアップ（ＳＵ）の資金調達を支援する『静岡県ファンドサポート事業』と、
ＳＵが地域と連携して県内で実施する実証実験に対して支援を行う『静岡県実証実験サポート事業「CO-LAB Shizuoka」』を実
施しています。

　　この度、ファンドサポート事業の採択者による今後の取組紹介と実証実験サポート事業の採択者による成果発表会を３月19日
(木)に共同で開催します。

　　県内外のスタートアップ関係者の皆様、両事業にご関心のある企業・団体の皆様、是非御来場ください。（要事前申込）

２　概　要

名　　称
Update SHIZUOKA　～総勢18社のスタートアップによるPITCH 
SHOWER～

日　　時 令和８年３月19日（木）13:00から17:30まで

場　　所 札の辻クロスホール（静岡市葵区呉服町1丁目30 札の辻クロス６
階）

定　　員 100名（先着順・要事前申込）

プログラム

13:00　　開会挨拶（静岡県知事）

13:10　　ファンドサポート事業の採択者（全８社）による今後の取

組紹介

14:50　　実証実験サポート事業採択者(全10社)による成果発表

16:30   写真撮影

16:45　　ネットワーキング（名刺交換等）

17:30   閉会

　　　※採択者の詳細は下記のとおり

コメンテー
ター

・ 静岡県知事　鈴木 康友
・ (株)日本総合研究所　プリンシパル/静岡県フェロー　東 博暢 
氏
・ 静岡ベンチャースタートアップ協会理事長　篠原 豊 氏

参加申込

＜Peatix＞https://update-shizuoka.peatix.com 

                                                                       
※参加費無料

申込期限 ３月18日（水）23:59まで

３　採択者について
　（１）ファンドサポート事業

会社名 提案事業名称

株式会社EX-Fusion マルチ粒子源としての高繰り返しレーザーシステム
の確立

株式会社クオトミー
静岡県内医療過疎地域と外科系ハイスキル医師の
マッチングによる早期手術の実現プロジェクト

株式会社クロスメディスン 産後うつを予防する世界一の育児AIを静岡から～静
岡県の市町で実証する産後ケア～

株式会社シェアダイン
地方観光・飲食産業における“シェフキャリア循環
モデル”構築プロジェクト

株式会社SPLYZA SPLYZA Motionの日本とアメリカの医療および製造
業への展開

株式会社TL Genomics
骨髄移植の生着・再発検査における対外診断用医薬
品の開発

株式会社Magic Shields 転倒骨折予防サービスの開発

HarvestX株式会社 静岡県発・イチゴの育苗DXプラットフォーム（AI・
ロボティクスによる次世代育苗システムの構築）

（２）実証実験サポート事業「CO-LAB Shizuoka」
会社名 プロジェクトタイトル（募集テーマ）

株式会社イル
一歩からはじまる健康寿命延伸プロジェクト（ヘルス
ケア・ウェルネス）
データ活用をデザインする！インフラ情報共有プラッ

https://update-shizuoka.peatix.com


株式会社mBiRS トフォームの実証（インフラ・防災・まちづくり）

株式会社キャリアサバイバル AIを活用し職人のカンコツ経験を未来に繋げるものづ
くりプラットフォーム構想（モノづくり活性化）

株式会社フェイガー
バイオ炭による地域の未利用資源循環モデルの構築
サービス（脱炭素・ESG）

株式会社ONE TERASU Shisaly 視察を活用した地域課題解決事業（観光・商
業活性化）

GREEN OFFSHORE株式会社
初期投資の壁を壊す「後付け」スマート農業ソリュー
ション（農林水産・食）

codeless technology株式会
社

使い慣れた帳票やExcelをそのまま使ったDX化で製造
現場の人手不足と技術継承を解決！（モノづくり活性
化）

First Penguins株式会社
School United―地域と学校をつなぐ新しい教育イン
フラ―（行政課題）

Blue Farm株式会社 耕作放棄地を再生し、茶畑から脱炭素を生み出す実証
事業（脱炭素・ESG）

Workauto株式会社
公園や河川の土手等の草刈り作業の自動化によるイン
フラ管理の効率化に向けた実証（モノづくり活性化）



提 供 日 2026/02/02

タイトル ～地域の「イノベーションの拠点」を目指して～
「静岡県の試験研究機関に係る基本戦略」に関す
る県民意見提出手続の実施

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 研究調整班

TEL 054-221-2609

～地域の「イノベーションの拠点」を目指して～
「静岡県の試験研究機関に係る基本戦略」に関する県民意見提出手続を実施します。

静岡県の試験研究機関における４年間の重点取組を定めた「静岡県の試験研究機関に係る基本戦略」について、現行の戦略の対象期間が本年度で終了する
ことから、現在次期戦略の策定を進めています。
このたび、戦略（案）を取りまとめましたので、県民の皆様から広く意見を募集します。

１　募集期間
　　令和８年２月２日（月）から令和８年２月25日（水）まで

２　意見の提出方法
（１）持参、郵送、ファクシミリまたは電子メールのいずれかの方法で意見書（様式自由）を提出してください。
（２）提出していただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には氏名、住所、連絡先（電話番号等）を明記してください。

３　意見の提出先
（１）持参または郵送の場合
　　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　　　静岡県経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課（県庁東館９階）
（２）ファクシミリの場合
　　　　054-221-2698
（３）電子メールの場合
　　　　sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jp

４　問い合わせ先
　　経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課（電話番号　054-221-2609）

５　閲覧方法
　　静岡県のホームページに掲載
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293 /index.html

６　その他
　　いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で、県のホームページでお示しします。
　　個別の回答はいたしませんので、御了承ください。

mailto:sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/index.html


提 供 日 2026/02/02

タイトル 【取材依頼】エアプサン代表が副知事を表敬！
静岡－釜山線の新規就航を報告します

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課

連 絡 先 西垣　高橋

TEL 054-221-3166

１　要　旨

韓国の航空会社「エアプサン」のジョン・ビョンソプ代表取締役社長が、静岡－釜山（プサン）線の新規就航の報告のため来

庁し、平木副知事を表敬訪問します。

２　概　要

（１）日　時：令和８年２月５日（木）10時～10時30分

（２）場　所：静岡県庁 別館９階 第１特別会議室

（３）来庁者：エアプサン株式会社　ジョン・ビョンソプ　代表取締役社長　ほか

（４）言　語：日本語・韓国語（通訳あり）

（５）取　材：申込不要。当日、９時45分までに会場へお越しください。

　　　　　　　　　　　　

＜参考１：静岡－釜山線の概要＞

（１）運航期間：令和８年３月30日（月）から５月29日（金）まで

（２）運航頻度・スケジュール

運航スケジュール

運航頻度
釜山発 静岡着 静岡発

釜
山
着

使用機材

３往復/週
（月・水・金）

9:05 10:50 11:50

1
4
:
0
0

A321 LR
（220席）

　　※認可申請中

＜参考２：エアプサンの概要＞

区分 内容

社名 エアプサン株式会社（Air Busan Co.Ltd)

拠点空港 金海（キメ）国際空港
※釜山市中心部から金海軽鉄道で約30分

ソウル
(仁川)

成田、関西、福岡

日本

路線
釜山

成田、関西、福岡、札幌、松山、長崎（※
１）、高松（※２）
※１　期間運航（R8.1/4～3/28）
※２　R8.3/31～新規就航予定

  



提 供 日 2026/02/02

タイトル 【取材希望】奥浜名湖展望台の再建を記念して、
アニメ『ゆるキャン△』とコラボしたウォーキン
グイベントを開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 施設班

TEL 054-221-2541

奥浜名湖展望台の再建を記念して、アニメ『ゆるキャン△』とコラボしたウォーキングイベント

を開催します

１　要　旨

　　奥浜名湖展望公園内の展望台の再建を記念し、ウォーキングイベントを開催します。展望公園は、静岡県浜松市浜名区にある景勝地で

あり、浜名湖を一望できる絶景が広がるとともに、人気アニメ『ゆるキャン△』のモデル地としても知られています。

２　開催概要

イベント名 天浜路ヘルシーウォーク番外編「奥浜名湖展望台へ歩こう△」

開  催  日 令和８年２月７日(土)（展望台の一般公開開始日）

時   　　間 8:30から15:00まで（駅でのマップ配布時間8:30から14:00まで）

場   　  所 天竜浜名湖鉄道 寸座駅～奥浜名湖展望公園

参  加  費 無料

内　  　容

・天竜浜名湖鉄道 寸座駅から奥浜名湖展望公園までのウォーキングイ

ベント

・寸座駅にてウォーキングマップを受け取り、ウォーキングを開始

・参加者には、目的地（奥浜名湖展望公園）にて、『ゆるキャン△』×静岡

県 本イベント限定オリジナルステッカーをプレゼント

・寸座駅に「出張てんはまや」登場

・『ゆるキャン△』ラッピング列車の運行（天浜線公式HP・SNS）

関係機関

主催：静岡県、浜松・浜名湖ツーリズムビューロー、

　　　  天竜浜名湖鉄道株式会社

協力：浜松市

３　取材について

　　上記イベントについて、取材いただける場合は、２月６日（金）15時までに県観光政策課（Tel:054-221-2541  e-mail:kankou2@pref.shizuoka.lg.jp 

）あて事前連絡の上、以下の時間までに会場にお越しください。

日付 時間 会場・集合場所

２月７日（土） 10時00分
奥浜名湖展望公園

（浜松市浜名区細江町気賀11706‐2）

　　※当日はウォーキングイベント開催のため、公園内への一般車両の進入を規制しております。このため、規制起点にて身分証をご提示の上、通行願い
ます。係員が誘導しますので、公園内の駐車場をご利用ください。

mailto:kankou2@pref.shizuoka.lg.jp




提 供 日 2026/02/02

タイトル 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議第23回地質構
造・水資源部会専門部会の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 環境影響評価班

TEL 054-221-2255

　静岡県中央新幹線環境保全連絡会議
　第23回地質構造・水資源部会専門部会を開催します

　中央新幹線事業が大井川水系の水資源や自然環境に及ぼす影響とその保全措置について検討を行う、静岡県中央新幹線環境保全
連絡会議「地質構造・水資源部会専門部会」を、以下のとおり開催します。

１　日時

　　令和８年２月４日（水）13時15分から

２　場所

　　静岡県庁別館８階第１会議室ＢＣＤ

３　出席予定者

　　専門部会委員（下表）、事業者（東海旅客鉄道株式会社）
　　県（静岡県中央新幹線対策本部長（平木副知事）ほか）
　　オブザーバー（国土交通省鉄道局）
　　傍聴（大井川利水関係協議会々員）

【地質構造・水資源部会専門部会委員】
氏　名 職　等

　○　森下　祐一 　静岡大学客員教授
　　　大石　哲 　神戸大学都市安全研究センター教授
　　　塩坂　邦雄 　(株)サイエンス技師長、特別上級技術者（土木学会）
　　　中澤　博志　 　静岡理工科大学理工学部土木工学科教授
      丸井　敦尚   一般社団法人地下水技術協会会長
　　　保高　徹生　 　国立研究開発法人産業技術総合研究所

  ネイチャーポジティブ技術実装研究センター副センター長

○：専門部会長

４　内容

  ・今後の主な対話項目「III トンネル発生土編」に係るＪＲ東海との対話

５　一般傍聴　

　・会場に隣接する県庁別館８階第１会議室Ａで、一般傍聴が可能です。
  ・会議の様子は県のホームページ（しずおかメディアチャンネル）において、
　　リアルタイムで配信します。

６　取材等

  ・会議は公開にて開催します。取材を希望される場合は直接、会場にお越しくだ
　　さい（当日12時45分受付開始）。
　・会議終了後、県庁別館８階第１会議室Ａにおいて、囲み取材を行います。取
　　材対応者は、幹事社と今後調整します。

７　会議資料　

　　会議開催前に、会議資料を県ホームページ「リニア中央新幹線整備工事に伴う
　　環境への影響に関する対応」に掲載します。

　　［県ホームページＵＲＬ］

    https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/1040554/1002001/1057230.html#group1

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/1040554/1002001/1057230.html#group1


提 供 日 2026/02/02

タイトル 「アサヒ十六茶」、「静岡麦酒」の売上金の一部
と「カレンダー販売」の売上金が、南アルプスの
環境保全のために寄附されます

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

「アサヒ十六茶」、「静岡麦酒」の売上金の一部と、
「カレンダー販売」の売上金が、

南アルプスの環境保全のために寄附されます

　アサヒ飲料株式会社中部北陸本部、サッポロビール株式会社東海北陸流通本部及び株式会社杏林堂薬局から、南アルプスの環境保全活
動を支援するため、それぞれ対象商品の売上げの一部を「南アルプス環境保全基金」に寄附する申し出をいただきました。
　つきましては、以下のとおり寄附金目録の贈呈及び感謝状の贈呈を行います。

１　日　時　令和８年２月９日（月）午前11時から11時50分まで

２　場　所　県庁西館６階　くらし・環境部長室

３　出席者
　(1) 午前11時から11時20分まで
　　　アサヒ飲料株式会社中部北陸本部　理事 本部長　橋本 浩一 様
　　　株式会社杏林堂薬局　代表取締役社長　小河路 直孝 様
       静岡県くらし・環境部長　縣 茂樹
　(2) 午前11時30分から11時50分まで
　　　サッポロビール株式会社 執行役員 東海北陸流通本部長　小泉 岳之 様
　　　株式会社杏林堂薬局　代表取締役社長　小河路 直孝 様
       静岡県くらし・環境部長　縣 茂樹

４　寄附の概要

寄附者 アサヒ飲料（株）
（(株)杏林堂薬局）

サッポロビール(株)
（(株)杏林堂薬局）

(株)杏林堂薬局（単独）

寄附額 329,474円 152,328円 253,815円
寄附日 令和７年12月19日 令和８年２月２日 令和８年２月中下旬

対象商品等

・十六茶等売上げ１本
当たり１円寄附
・(株)杏林堂薬局店舗
で６月から９月販売

・静岡麦酒等売上げ１本
当たり１円寄附
・(株)杏林堂薬局店舗で
４月から９月販売

・「守っていきたい静岡の
季節の風物詩」をテーマ
とした令和８年のカレン
ダーの売上げを寄附



提 供 日 2026/02/02

タイトル 「静岡県ドライブレコーダーを活用した見守りパ
トロール」の協力事業所・団体を募集します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3714

「静岡県ドライブレコーダーを活用した見守りパトロール」の協力事業所・団体を募集します！

　県では、地域の自主防犯活動の更なる促進を図るため、「静岡県ドライブレコーダーを活用した見守りパトロール」を実施する
こととし、下記のとおり、協力事業所・団体等を募集します。

                                                        記

１　募集開始日　　令和８年２月２日

２　募集対象事業所・団体
　　静岡県内に所在し、ドライブレコーダー搭載車両を１台以上保有している事業所及び団体

３　申込み方法等（別添：募集資料参照）
　・静岡県ドライブレコーダーを活用した見守りパトロール実施要綱に基づく「協力事業所等申込書」に所要の同意事項を含めた
内容を記入の上、メール又は郵送、ＦＡＸにより申込み
　・募集チラシのＱＲコードからの電子申請でも申込み可能

４　活動内容等
  (1) 見守りパトロール
　　　事業活動などでドライブレコーダー搭載車両を使用する際、「マグネットシート」（実寸100mm×200mm）を車両に貼付して
の見守りパトロール
  (2) ドライブレコーダー等の記録情報の提供
　　　県警より、犯罪捜査などのため、記録された映像の提供依頼があった場合、映像提供等の協力に努める。
  (3) 協力事業所・団体等については、県ホームページへ掲載予定

５　応募先・問合せ先
　　〒４２０－８６０１　静岡県静岡市葵区追手町９番６号
　　静岡県くらし・環境部県民生活局くらし交通安全課　くらし安全班
    電　話：０５４－２２１－３７１４
  　ＦＡＸ：０５４－２２１－５５１６
    Ｅ-mail：kurashi-kotsu@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:kurashi-kotsu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/02

タイトル 【中止】令和７年度 第２回風水害合同対処訓練

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班

TEL 054-221-3729

市町・関係機関との連携強化
～令和７年度 第２回風水害合同対処訓練を実施～

※磐田市と掛川市の火災発生に伴い、中止します。（2月2日（月）　12時）

１　目　　的
　　　大規模な風水害の発生を想定した訓練を実施することにより、速やかな被害情報の収集、住民避難等に係る適切な情報発信、配備体制

の切替、関係機関への要請等、一連の手順や判断基準の確認による危機対処能力の向上を図るとともに、県、市町及び防災関係機関との
連携を一層強化することにより、広域災害にも対応できる体制の構築を目指す。

２　重点事項
　　災害救助法の適用、自衛隊派遣要請、安否不明者リストの作成

３　日　　時
　　令和８年２月２日（月）13時30分から16時30分まで

４　場　　所
　　県庁別館５階　危機管理センター（東）

５　参加機関
　　県（危機管理部、賀茂・西部地域局等）、市町（東伊豆町、河津町、御前崎市）、静岡地方気象台、陸上自衛隊、警察、消防

６　想　　定
　　２月２日13：30現在、県内では弱い雨が降っているが、台風第Ｘ号が日本の南を発達しながら北上しており、国に特定災害対策本部が設
置された。（その後、訓練想定日を翌日にスキップ）
　　台風第Ｘ号は非常に強い勢力を維持したまま、２月３日に静岡県に最も接近し、県内各地では記録的な大雨となっており、局地的にさらに
雨量が増えた場合、浸水害や土砂災害の発生が危惧される。

７　主な訓練内容
　　　　　(1) 災害救助法適用に係る調整（第２条第２項）
　　　　　(2) 自衛隊派遣の要請
　　　　　(3) 安否不明者リストの調整
　　　　　(4) 市町情報収集要員、市町支援機動班の派遣調整
　　　　　(5) 配備体制の切替え
　　　　　(6) 避難情報発令、避難所の開設
　　　　　(7) 被害状況等の各種情報の共有、発信、集約

　　　　８　取材に関する注意事項
　　　　　　別紙１のとおり



提 供 日 2026/02/02

タイトル 第９回、第10回被災者支援コーディネーター育成
研修を対面で開催！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班　渡邊

TEL 054-221-3366

第９回、第10回被災者支援コーディネーター育成研修を

対面で開催！

１　概要

　　  災害時には、様々な機関が連携して、被災者に寄り添った支援を行うことが必要となるため、地域や分野による支援の漏れや偏りが生じな

いようコーディネートできる人材の活用が不可欠です。

　　  県では、令和５年度から市町と連携して、被災者支援コーディネーターを育成しており、今年度は３期目の研修を実施しています。

　　  今年度最終回となる第10回は、受講生だけでなく、市町及び市町社会福祉協議会職員向けに、被災者支援コーディネーターへの理解を

深めるための研修となります。

　　

２　日時及び場所

　　　 日時：令和８年２月６日（金）　第９回展開編　　　　 10時～12時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第10回理解促進編　13時15分～16時30分

　　場所：静岡県庁別館５階危機管理センター西側

３　受講者

　　   第９回展開編　　　　 32名（16市町及び市町社会福祉協議会から推薦された者）

　　   第10回理解促進編　市町及び市町社会福祉協議会職員

　

４　研修内容

　　第９回展開編　       これまでの８回の研修を通じて学んだこと、気づいたこと、

                                今後のステップアップなどについて発表

　　第10回理解促進編　研修受講生と連携した事例や、今後受講生との連携についての

                                 展望などについて発表

５　参考（第１回から８回までの研修内容）

開催日 形式 研修内容
１ ７月８日(火) ＷＥＢ オリエンテーション
２ ７月28日(月) ＷＥＢ コーディネーションの基礎スキル
３ ８月８日(金) ＷＥＢ ニーズの見つけ方
４ ８月26日(火) ＷＥＢ 多様な機関の特徴を学ぶ

５ ９月26日(金) 対面
（県庁）

熱海におけるコーディネーションの実情を学
ぶ企画の立案

６ 10月16日(木) ＷＥＢ 現地コーディネーターの実践から学ぶ
７ 11月13日(木) ＷＥＢ 企画のブラッシュアップ

８ １月25日(日) 対面
（県庁）

活動成果の共有



提 供 日 2026/02/02

タイトル 第51回衆議院議員総選挙及び第27回最高裁判所裁
判官国民審査投票・開票速報事務リハーサル

担　　当 総務部 市町行財政課

連 絡 先 静岡県選挙管理委員会速報担当

（総務部市町行財政課）

TEL 054-221-2051

（要 　旨）
　２月８日（日）に執行される第51回衆議院議員総選挙及び第27回最高裁判所裁判官国民審査における投票・開票速報の事務を円滑かつ
的確に実施するため、市区町選挙管理委員会と最終リハーサルを実施します。

　(概 　要）
　１　日　 時　　令和８年２月６日（金）15:50～16:35
　
　２　場　 所　　県庁別館２階第１会議室（速報室）
　
　３　参加者　　・県選挙管理委員会速報事務担当者
　　　　　　　　　 ・各市区町選挙管理委員会速報事務担当者

　４　内　容
　　（１） 15:50　書記長訓示
　　（２） 15:55　速報システムの概要説明
　　（３） 16:00　各市区町選挙管理委員会からの送受信開始
　　　　　　　　　・各市区町から選挙投開票速報システムを介して送受信された小選挙区
　　　　　　　　　 の投票確定及び開票確定のデータを県が集計し、報道機関等への情報
　　　　　　　　　 提供を行う事務手続を投開票日当日と同様の流れで実施する。
　　（４） 16:30　書記長講評



提 供 日 2026/02/02

タイトル 【参加者募集】令和８年度　県政インターネット
モニター募集！！

担　　当 総務部 広聴広報課

連 絡 先 県民のこえ班

TEL 054-221-3232

15 歳以上なら、だれでも 応募でき ます！

令和８年度　県政インターネットモニター募集！！

県政の課題や施策について県民の皆さまの“こえ”をお聴きするため、インターネットを利用したアンケート調査にご協力いただけるモニ

ターを募集します。

１　概　要

募 集 期 間 令和8年2月2日（月）～3月6日（金）

活 動 内 容 インターネットを利用したアンケート調査への回答

モニター任期 令和8年4月1日（水）～令和9年3月31日（水）

募 集 人 数 500人程度（応募多数の場合抽選）

方　　　　法 ふじのくに電子申請サービス（PC・スマートフォン対応）

回　　　　数 年16回程度（各回、回答時間約10分）

謝　　　　礼 回答実績に応じて電子版図書カードを任期末に進呈

結 果 公 表 集計結果を県HPで公開

２　応募について

（１）応募要件等

・ 静岡県内 に 在住又 は 通勤 ・ 通学 している 満15 歳以上 の 方 （ 平成23 年4 月1 日以前 に 生 まれた 方 ）

　※県職員、公立学校教職員、警察職員、県議会議員は応募できません。

　※過去に県政インターネットモニターを経験したことがある方も応募可能です。

・ インターネットと 日本語 による 電子 メール 、 ふじのくに 電子申請 サービス 利用可能 な 方

　※フィーチャーフォンと一部のスマートフォン（android4.4以前、iOS4以前）による

　　インターネット接続は、ふじのくに電子申請サービスの利用ができません。

　※インターネットへの接続料及び通信料はモニターの御負担となります。

（２）応募方法

・県ホームページ内の「令和８年度県政インターネットモニター募集」ページの応募手順に従い、必要事項を入力の上、御応募ください。

　URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1002012/1049401.html

（３）選考結果

・令和８年３月下旬までに応募者全員に電子メールにて結果をお知らせします。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1002012/1049401.html


（参考）令和７年度アンケート実施テーマ

　・県産品の販路拡大に関する調査

　・障害を理由とする差別の解消の推進等に関する意識調査

　・犯罪の不安に対する不安解消のためのアンケート

　・静岡県内の世界遺産に関するアンケート

　・「県民の日」の認知度調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等



提 供 日 2026/02/02

タイトル 令和８年２月公表予定の統計データ

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班、人口就業班、商工・経済班

TEL 管理･普及班 054-221-2298､人口就業班 

054-221-2995､商工･経済班 054-221-2248

国が所管する基幹統計調査を含め、県が実施している統計調査について、
２月に公表を予定しているものをお知らせします。

＜令和８年２月公表分＞(注)内容は変更となることがあります。
統計調査名等
（所管）

公表
予定日

公表内容等 調査時点 担当班

静岡県景気動向指数
（静岡県）

２月６日
(金） 景気動向指数（CI、DI、累積DI） 令和７年

11月分
管理・普及班

学校保健統計調査
（文部科学省）

２月中旬 県内の幼児・児童・生徒の発育及び
健康状態

令和７年
４月～６月

人口就業班

静岡県の推計人口
（静岡県)

２月20日
(金）

県及び市町別　推計人口・世帯数
県及び市町別　推計人口動態

令和８年
２月１日現在

人口就業班

毎月勤労統計調査
（厚生労働省）

２月26日
(木）

県内の事業所における賃金、労働時
間、雇用の概要

令和７年
12月分

商工・経済班

静岡県鉱工業指数
（静岡県）

２月26日
(木）

鉱工業の生産、出荷及び在庫の各指
数

令和７年
12月分

商工・経済班

※「統計センタへーしずおか」へ　→https://toukei.pref.shizuoka.jp/

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2026/02/03

タイトル 静岡県議会令和８年２月定例会の開催に係る議会
運営委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

下記のとおり議会運営委員会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和８年２月10日(火)　午前10時30分から

■場　　所　議会運営委員会室（静岡県庁本館３階）

■協議事項　令和８年２月定例会について
    
－参考－
　
【議会運営委員会の概要】

・議会を円滑かつ効率的に運営することを目的として設置

・構成員：13人

議　　　長 　竹　内　良　訓（自民改革会議）

副　議　長 　中　田　次　城（自民改革会議）

委　員　長 　鳥　澤　由　克（自民改革会議）

副 委 員 長
　河原崎　　　聖（自民改革会議）

  伊　藤　和　子（ふじのくに県民クラブ）

委　　　員

　加　畑　　　毅（自民改革会議）

　野　田　治　久（自民改革会議）

　植　田　　　徹（自民改革会議）

　良　知　淳　行（自民改革会議）

　市　川　秀　之（自民改革会議）

　田　中　照　彦（ふじのくに県民クラブ）

　田　口　　　章（ふじのくに県民クラブ）

　早　川　育　子（公明党静岡県議団）



提 供 日 2026/02/03

タイトル 「静岡県エネルギー戦略（案）」について県民意
見提出手続（パブリックコメント）を実施します

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

「静岡県エネルギー戦略（案）」について
県民意見提出手続（パブリックコメ ント）を 実施します

　国は、近年のエネルギーを取り巻く状況の変化を踏まえ、2025年２月に「第７次エネルギー基本計画」を策定するとともに、
「ＧＸ2040ビジョン」を閣議決定し、この２つを一体的に遂行することで、エネルギーの安定供給、経済成長、脱炭素を同時に実
現していくこととしています。
　静岡県では、国の動きに歩調を合わせ、本県におけるＧＸを推進し、2050年のカーボンニュートラル社会の実現を目指すため、
現行の「ふじのくにエネルギー総合戦略」を改定します。このたび、戦略案がまとまりましたので、県民の皆さまからの御意見を
募集します。

１　意見募集期間
　　令和８年２月３日(火) から令和８年２月20日(金)まで

２　閲覧の方法
　　静岡県ホームページ上に掲載
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/1067295/1079292.html

３　意見の提出方法と提出先
(1) 持参・郵送の場合
　　〒420-8601 静岡市葵区追手町９番６号
　　経済産業部産業革新局エネルギー政策課（県庁東館９階）

　　※持参の場合は、平日の午前９時から午後５時まで
　　※郵送の場合は、令和８年２月20日（金）必着

(2) ファクシミリの場合
　　054-221-2698（経済産業部産業革新局エネルギー政策課）

(3) 電子メールの場合
　　energy@pref.shizuoka.lg.jp
　　※件名は「パブリックコメント意見」としてください。

４　留意事項
　・いただいた御意見（類似する御意見はまとめた上で）に対する県の考え方は、
　　県のホームページでお示しします。御意見をお寄せいただいた方に対して
　　直接回答はいたしませんので御了承ください。
　・御意見の内容について照会させていただく場合がありますので、意見書には
　　氏名、住所及び連絡先を明記してください。
　・電話での御意見は御遠慮いただくようお願いいたします。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/1067295/1079292.html
mailto:energy@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/03

タイトル 高校生が新規事業を提案！アントレプレナーシッ
プ育成プログラム「FuJI」成果報告会を開催しま
す

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

１　要　旨
　県では、令和6年度より高校生向けアントレプレナーシップ（起業家精神）育成プログラム「FuJI（Future Japan 
Innovator）」を実施しています。このたび、第２期生となる高校生19人（全13チーム）が自身の新規事業アイデアのプレゼン
テーションを行い、優れた発表を行ったチームを表彰する成果報告会を開催します。
　高校生や教育関係者はもちろん、県内企業の皆様など、地域の高校生を応援したい多くの方のご参加をお待ちしております。

２　概　要



提 供 日 2026/02/03

タイトル 富士山の日健康福祉交流プラザまつり。2/22健康
福祉交流プラザにて「県民健康講座」（無料）を
開催！

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2336

富士山の日健康福祉交流プラ ザまつり 。 2/22健康福祉交流プラ ザにて「 県民健康講座」 （ 無料） を 開催！

　静岡県及び静岡県健康福祉交流プラザの共催で、静岡社会健康医学大学院大学講師である佐藤清香氏・袋井市総合健康センター健康

未来課室長（世界移植者スポーツ大会やり投げ金メダル）石塚浩司氏の２名をお招きし、県民を対象に、健康寿命の延伸及び分け隔てな

い共生社会の実現を図るための講演会を開催します。

１　日　時　令和８年２月2 2 日（日曜日）午前10 時3 0 分から11時3 0 分まで

２　会　場　静岡県健康福祉交流プラザ（旧 静岡県総合健康センター）１階ホール

　　　　　　　　（三島市谷田2 2 7 6 番地）

３　県民健康講座　定員100名

　（1）講演　「毎日の食事でフレイル予防！」

　　　講師　静岡社会健康医学大学院大学　講師　佐藤清香氏

　（2 ）講演　「食べる力は生きる力-金メダルが教えてくれた健康づくり-」

　　　 講師  袋井市総合健康センター健康未来課　室長　石塚浩司氏

４　参加申込方法（2 月2 1日（土曜日）まで）

　　静岡県健康福祉交流プラザまで電話又は直接窓口にて申込み

　　（電話番号　０５５－９７３－７０００）

５　その他

　・静岡県総合健康センターは、令和６年４月から静岡県健康福祉交流プラザとしてリ ニューアルオープンしました。

　・当日は、健康福祉交流プラザまつりを開催し、各種教室の体験会やトレーニングルームの無料開放を行います。

６　問合先

（1）県民健康講座　静岡県健康政策課（電話番号　0 5 4 -2 2 1-2 4 0 4 ）

（2 ）健康福祉交流プラザまつり　静岡県健康福祉交流プラザ（月曜定休日）

　　（電話番号　0 5 5 -9 7 3 -7 0 0 0 ）( URL h ttp s ://sh izuok a -k ory u-p la za .com /)

https://shizuoka-koryu-plaza.com/


提 供 日 2026/02/03

タイトル しずおかマリッジ　「成婚者」をお招きしたオン
ラインセミナーを開催！！

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
「成婚者」をお招きしたオンラインセミナーを開催！！

　県と市町が運営する公的な結婚支援拠点「しずおかマリッジ」では、令和４年４月にマッチングサービスを開始してから、令和
７年12月末時点で106組の成婚者が誕生しております。
　今回は、しずおかマリッジを利用して実際に成婚された御夫妻をお招きし、第一印象からお見合い、交際までの流れ、不安に
なったことや悩んだ事、乗り越えられたきっかけ、そして結婚を決めた理由などを、具体的なエピソードを交えながらお話しいた
だきます。

１　開催概要
セミナー名 成婚カップルに聞く、ゴールインまでの全て
日時 2026年２月10日（火）19:15～20:30
会場 Zoomによるオンライン開催
内容等
（予定）

19:15　受付開始
19:30　セミナー開始
　　　　・御夫妻の紹介
　　　　・御夫妻と相談員の対談
20:10　質疑応答
20:30　終了

参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=302

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】
令和８年２月９日（月）正午までに
こども政策課（054-221-2037）に連絡をお願いします。
当日の参加URLをお送りします。
【依頼事項】
・参加者個人を特定できるような映像・画像の撮影は御遠慮ください。
・個人を特定できるような内容の報道は御遠慮ください。

３　しずおかマリッジ概要
・県と３５市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が結婚を希望する方を
　支援するサービス
・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした
　婚活イベント等を県内各地で開催

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
8,352件 2,812件 459件 106件

（※令和７年12月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=302


提 供 日 2026/02/03

タイトル パラリンピック金メダリストも参加！みんなでス
ポーツ教室を袋井特別支援学校で開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

重度障害のある方も参加できる「みんなでスポーツ教室」を袋井特別支援学校で開催

　　　　　　パラリンピック金メダリスト　杉浦佳子選手がゲストで参加します

１　概　要

　　県では、障害の有無に関わらず、スポーツに親しむ機会を創出するため、重度障害のある方も安心して参加する

　ことができる「みんなでスポーツ教室」を県内各地で開催しています。

　　今回、県立袋井特別支援学校で開催する教室に、パラリンピック金メダリストの杉浦佳子選手（掛川市出身）がゲ

　ストとして参加、軽スポーツ体験を通じて参加者と交流します。

２　内　容

項 　目 内　容

日　 時 令和8年2月７日（土） 13:00～15:00

場　 所 静岡県立袋井特別支援学校（袋井市高尾2753-1）

ゲスト

杉浦　佳子　選手
・掛川市出身
・主な戦績

東京2020パラリンピック　女子個人ロードレース（C1-3） 金メダル
 　パリ2024パラリンピック　女子個人ロードレース（C1-3） 金メダル

※静岡県パラスポーツ応援隊として派遣

参加者 一般県民　30～40名程度

内　容 ・各種軽スポーツ、運動体験（杉浦選手は自転車体験ブースに参加）

３　取材について

　　取材いただける場合には、別紙：取材申込書を2月6日（金）正午までにメールまたはFAXにて、以下申請先まで

　送付願います。

　　取材申請先：（公財）静岡県障害者スポーツ協会　担当：中野

　　　　　　　　　TEL　：054-221-0062　FAX　：054-651-2600

                 　 メール：s-spokyo@za.tnc.ne.jp

　　静岡県パラスポーツ応援隊に関する問合せは下記県担当まで御連絡ください。

　　担当：生涯・パラスポーツ班　牧野（054-221-3375）

mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp


提 供 日 2026/02/03

タイトル 第２回産学官連携推進会議を開催します

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

第２ 回産学官連携推進会議の開催について
　　
　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、今年度静岡県の補助事業として、「産学官連携推進会議」を設置・運営しまし
た。
　この会議は、地域に求められる人材の育成に向けた産学官地（地域）の連携や県内高等教育機関の今後の在り方等について、出席者の皆様
から御意見・御提言をいただくとともに、出席者の皆様の間で幅広く御議論いただくことを目的としています。
　第１回目の会議は10月10日に開催しましたが、今回、第２回の会議を下記により開催します。

１ 　 概　 要
（１）日　時

　　令和８年２月５日(木) 13：00～15：00 
（２）会　場

静岡理工科大学静岡駅前キャンパス12階1204（アクティブラーニングルーム）
（静岡市葵区御幸町20　M20ビル）　※Zoomを併用

（３）議　題
　　　　・静岡県における高等教育の在り方（ビジョン）の方向性
　　　　・静岡県版『地域構想推進プラットフォーム』の構築
（４）出席者岡県における高等教育の在り方（ビジョン）の方向性

コーディ
ネーター

西原 茂樹（総務省地域力創造アドバイザー、静岡大学地域連携アドバイザー、元牧之原市
長）

産

・江﨑 亮介（(株)江﨑新聞店代表取締役専務）
・池田 貴裕（パイフォトニクス(株)代表取締役）
・井出 雄大（(株)静岡銀行地方創生部地方創生グループ課長）
・西村 やす子（(株)CREA FARM代表取締役社長）

学

・大石 人士（静岡大学理事（地域連携担当））
・賀川 義之（静岡県立大学理事（教育・学生支援担当））
・阿部 郁男（常葉大学副学長（地域連携担当））
・田中 章元（静岡産業大学学長補佐（企画戦略・地域連携担当））
　（代理：吉添　克宏（静岡産業大学事務局次長））
・久保田 香里（学校法人静岡理工科大学地域協働センター センター長）

出 席 者
（10人）

官

・縣 修（静岡県企画部参事（総合教育担当））
・小野田 秀生（静岡県教育委員会　教育監）
　（代理：渡邊　強（静岡県教育委員会高校教育課長代理兼学校支援班長））
・江村 輝彦（富士市総務部長）
　（代理：井出 剛洋（富士市総務部企画課長兼SDGs推進室長））

 （当日欠席メンバー）
（産）・河田 亮一（加和太建設(株)代表取締役）
　　　・梶川 久美子（サツマ電機(株)代表取締役社長)

２ 　 お問合せ
公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
担　当 秋山
電　話 054-249-1818　〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階　
※取材を希望される場合、前日までに担当者（秋山：054-249-1818）宛て御連絡ください。



提 供 日 2026/02/04

タイトル はごろも教育研究奨励会　県立特別支援学校への
大型絵本寄付事業

担　　当 教育委員会 新図書館整備課

連 絡 先 運営企画班

TEL 054-221-3676

はごろも教育研究奨励会　県立特別支援学校への大型絵本等寄付事業

　静岡県教育委員会では、公益財団法人はごろも教育研究奨励会より、教育振興のための支援をいただき、すべての県立特別支援学校に
大型絵本等を配本します。
　実施にあたっては、県立中央図書館と協力して、障害児教育での利用需要が高い大型絵本を中心に選書等を行いました。

１　概要（経緯）　
　　全国的に、学校図書館の整備・充実が遅れている状況があり、特に公立の特別支援学校ではその傾向が顕著な状況にあります。
今回、公益財団法人はごろも教育研究奨励会からの支援を受け、特別支援学校の図書室（図書コーナー）に大型絵本等を配本することによ
り、図書室等の資料充実と子どもの読書振興、読書環境の改善を図ります。

２　寄付資料
　　162種類　計418冊
　　【内訳】
     ・大型絵本　　　　　　　　81種類
     ・ＬＬブック　　　　　　　　47種類（誰もが読書を楽しめるように工夫してつくられた、「やさしく読みやすい本」）
     ・点字付きさわる絵本　 34種類

写真：１校あたりの寄付資料例



提 供 日 2026/02/04

タイトル いずれも県立焼津中央高等学校の生徒で、
「第69回日本学生科学賞」において内閣
総理大臣賞を受賞した生徒と、海浜清掃の
参加者を募集する取組で「ギネス世界記録
達成」した生徒が、教育長を表敬訪問しま
す。

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3114

いずれも県立焼津中央高等学校の生徒で、「第69回日本学生科学賞」において内閣総理大臣賞を受賞した生徒と、海浜清掃の参加者を
募集する取組で「ギネス世界記録達成」した生徒が、教育長を表敬訪問します。

１　日時
令和８年２月６日（金）午後４時30分から５時まで 

   
２　会場

県庁西館８階　教育委員会議室

３　訪問者
〇生徒

【日本学生科学賞】
２年　石 さん、石塚さん　１年　川合さん

【ギネス世界記録】
　２年　海老名さん、木村さん、横山さん、吉永さん、小野さん、福安さん　　　　　

〇引率者
校長　遠山一郎
教諭　矢追雄一（自然科学部顧問、総合的な探究の時間指導担当）

〇静岡大学未来の科学者養成スクール（ＦＳＳ）指導者（静岡大学理学部生物科学科）
教授　粟井光一郎、教授　石原顕紀、助教　後藤寛貴

４　次第
(1) 開会
(2) 校長あいさつ、生徒・教諭紹介
(3) 生徒受賞報告（代表者２人）
(4) 教育長お祝いのことば
(5) 閉会

５　概要
　(1) 「日本学生科学賞」内閣総理大臣賞受賞
　　　令和７年12月、焼津中央高等学校自然科学部生徒の研究「クワガタムシ幼虫のメス斑とは？」が、第69回日本学生科学賞において、最

優秀賞にあたる内閣総理大臣賞を受賞した。
　(2) ギネス世界記録達成
　　　令和７年９月15日（月）、焼津中央高等学校の生徒が中心となり実施した海浜清掃の参加者を募集する取組で、全世界から1,680人の応

募があり、ギネス世界記録に認定された。

６　その他
取材を希望される場合は、事前に担当まで御連絡ください。

静岡県教育委員会



提 供 日 2026/02/04

タイトル 第192回静岡県都市計画審議会の開催

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

県が決定する都市計画等に関する審議を行うため、第192回静岡県都市計画審議会を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　開催日時　令和８年２月19日（木）午後１時30分から午後４時30分まで

２　開催場所　静岡県庁別館２階第一会議室（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）　

３　審議事項　全13議案
■第１～11号議案「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更」
　長期的視点に立った都市の将来像を明確にするため、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針を変更する。
　・第１号議案　南伊豆都市計画
　・第２号議案　下田都市計画
　・第３号議案　河津都市計画
　・第４号議案　東伊豆都市計画
　・第５号議案　伊東国際観光温泉文化都市建設計画
　・第６号議案　熱海国際観光温泉文化都市建設計画
　・第７号議案　伊豆都市計画
　・第８号議案　島田都市計画
　・第９号議案　榛南・南遠広域都市計画
　・第10号議案　東遠広域都市計画
　・第11号議案　中遠広域都市計画

■第12～13号議案「都市計画道路の変更」
　富士駅北口第一地区市街地再開発事業と合わせ、富士駅北口の交通結節機能を向上し自動車交通の円滑かつ効率的な処理を図るため変更す
る。
　・第12号議案　３・４・20号富士停車場厚原線、３・６・49号富士駅伝法線
　
　掛川市決定の都市計画道路３・５・50号水垂西谷田線における３・４・11号掛川駅西郷線との交差部以東の廃止を受け、その交差部につい
て変更する。
　・第13号議案　３・４・11号掛川駅西郷線

４　公開・非公開　公開とする

５　傍聴について
　(１)定員　10名程度
　(２)手続き
　・事前の申込みは不要ですが、傍聴者の定員超過により入場できない場合があります。
　・傍聴の受付は当日午後1時15分から開始します。

６　問合せ先
　〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6
　静岡県交通基盤部都市局都市計画課都市行政班
　電話　054-221-3062
　FAX 　054-221-3640
　メール　toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/04

タイトル 林道工事の立木補償契約の誤り

担　　当 経済産業部 富士農林事務所、森林・林業局森林整

備課

連 絡 先 富士農林事務所森林整備課、森林・林業局森林整

備課

TEL 富士農林事務所森林整備課:0545-65-2185

   森林･林業局森林整備課:054-221-2755

１　要旨
　富士農林事務所が発注した林道工事（富士宮市上稲子）で、立木補償契約の誤り
が判明したため、関係者に謝罪し是正した。

２　概要
 (1)　誤りの内容及び原因
　・土地所有者の単独所有地であると誤認し、補償費を全額支払ったが、造林費用
　　負担者の指摘で、一部が分収造林地であることが判明した。
　・分収造林地においては、土地所有者、造林者、造林費用負担者の三者が、収益
　　を分収割合で分配する契約となっていることから、この契約に基づき支払うべ
　　きであった。
  ・登記事項証明書の権利事項を確認しなかったことが原因である。
　

立木補償費
区分 関係者

（正） （誤）
単独所有地
スギ45本

土地所有者 110,779円 223,254円

土地所有者 44,990円 －

造林者 11,247円 －

造林費用負担者 56,238円 －

 分収造林地
 ヒノキ95本

小　計 112,475円 －

合　計 223,254円 223,254円

 (2)　経緯　　
年月日 内　容

令和６年６月６日 土地所有者に補償費を全額支払い
令和７年５月27日 造林費用負担者から支払先の誤りを指摘
令和７年10月28日 土地所有者から過払い分の補償費を返納
令和８年２月３日 造林者・造林費用負担者へ補償費の支払完了

３　再発防止策
　・立木補償契約における根拠資料を再整理し、新たにチェックリストによる確認
　　の徹底を農林事務所に通知（R7.9.17)
　・森林・林業局職員及び農林事務所職員を対象に、不適切な事務処理の防止に向
　　けた研修を実施（R7.11～R8.1）



提 供 日 2026/02/04

タイトル 【参加者募集】ＡＯＩプロジェクト研究成果発表
会

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進室

TEL 055-955-9111

アグリフードテック✕スタートアップで農業の新たな共創を促進
～ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会　参加者募集～

　静岡県では、農業分野にオープンイノベーションの手法を取り入れ、産学官金の多様な主体が知見やアイデアを出し合い研究開
発や事業化を進めるＡＯＩプロジェクト（アグリオープンイノベーションプロジェクト）を推進しています。
この度、「アグリフードテック×スタートアップ」をテーマにＡＯＩプロジェクトの研究成果発表会を開催するに当たり、本発表
会への参加者を募集します。
研究成果等の発表にあわせ、基調講演やパネルディスカッション、交流会を開催しますので、最新のアグリフードテックに御興
味・御関心をお持ちの方だけでなく、新たなビジネス展開をお考えの方、研究のアイデアを求めている方など幅広く皆様の御参加
をお待ちしております！

＜開催概要＞
日時 令和８年３月４日 (水曜日) 13時から17時まで

（交流会は17時30分まで）
実施方法 会場とライブ配信によるハイブリット開催
会場 ふじのくに千本松フォーラム（プラサヴェルデ）

コンベンションぬまづ３階コンベンションホールＢ
（沼津市大手町1-1-4）

テーマ アグリフードテック×スタートアップ
内容 【１】基調講演「食と農のスタートアップが 地球と子供たちの未来を救う」

　一般社団法人AgVenture Lab　代表理事理事長　荻野浩輝（おぎの こうき）

【２】パネルディスカッション
[パネリスト]
　一般社団法人AgVenture Lab　代表理事理事長　荻野浩輝（おぎの こうき）
　豊橋市地域イノベーション推進室　室長補佐　小野健太郎（おの けんたろう）
　一般財団法人ＡＯＩ機構　プロデューサー　和田仁（わだ ひとし）
　有限会社春華堂　専務取締役、一般社団法人和栗協議会　事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間宮純也（まみや じゅんや）
　[ファシリテーター]
　慶應義塾大学環境情報学部　教授　神成淳司（しんじょう あつし）

【３】研究成果の発表等
　慶應義塾大学、国立研究開発法人理化学研究所、静岡県農林技術研究所、
　ＡＯＩ機構、ＡＯＩフォーラム会員企業、
　ＡＯＩ－ＰＡＲＣ入居事業者（ポスター展示）

【４】参加者交流会（会場参加者のみ　自由参加　飲食なし）
参加費 無料（要事前申込）
対象 ＡＯＩプロジェクトに関心のある企業（食品加工、流通、種苗、金融等）、大

学・国・民間研究者、農業者団体・生産者、行政・自治体、一般
募集 会場150人、ライブ配信200人（先着）
申込方法 令和８年２月27日（金曜日）までに、「ふじのくに電子申請サービス」で申込

【電子申請サービス】
ＱＲコード若しくは下記ＵＲＬからアクセス

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=19
240

主催等 主催：静岡県
共催：一般財団法人アグリオープンイノベーション機構
後援：農林水産省　他

詳細 https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/107
9013.html

（問合せ先）
　静岡県経済産業部農業局農業戦略課先端農業推進室
　ＴＥＬ：055-955-9111　ＦＡＸ：055-968-7500
　Ｍａｉｌ：aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp

（参考）
　※ＡＯＩプロジェクトについては、こちらへどうぞ
（https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1026959.html）

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=19
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/107
mailto:aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1003292/1026959.html




提 供 日 2026/02/04

タイトル TECH BEAT Shizuoka  2025 AFTER BURNER＃3
製造業×オープンイノベーション
自動車部品メーカー・製造業の新たな挑戦　開催

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

TECH BEAT Shizuoka 2025 AFTER BURNER ＃３　
製造業×オープンイノベーション  自動車部品メーカー・製造業の新たな挑戦

１　要　旨
TECH BEAT Shizuoka 実行委員会は、昨年７月にグランシップで開催した「TECH BEAT Shizuoka 2025」に続き、静岡の産業変革に向

けて、業種の垣根を越えて地域のプレイヤーが一丸となって課題解決を目指すプログラム「TECH BEAT Shizuoka 2025 AFTER BURNER」
を開催しています。

今回のテーマは、製造業×オープンイノベーション。モビリティの電動化やＡＩなどの先端技術の普及により、製造業を取り巻く環境が大
きく変化する中、県内自動車部品メーカーなどの新規事業への取組の最前線や、ものづくり技術を活かした他産業との共創についてお話
いただきます。

ぜひ御参加ください（要事前申込）。

２　概　要
区　分 内　容

タイトル
TECH BEAT Shizuoka 2025 AFTER BURNER ＃３
製造業×オープンイノベーション 自動車部品メーカー・製造業の新たな挑戦

日　　時 令和８年２月24日(火）午後４時00分から午後６時00分まで
会　　場 アゴラ浜松６階会議室（浜松市中央区田町322番地7）
主　　催 TECH BEAT Shizuoka 実行委員会（事務局：静岡県、静岡銀行）
対　　象 県内企業関係者（定員50名・先着順）

プログラ
ム

16:00～16:10 ○「TECH BEAT Shizuoka」の紹介

16:10～16:30
○各社の取組紹介
ジヤトコ株式会社／株式会社エフ・シー・シー
株式会社ユニバンス／株式会社エンコース

16:30～17:30

○トークセッション
＜登壇者＞
ジヤトコ株式会社新規事業推進部 プロフェッショナルスタッフ　木
村　亮介 氏
株式会社エフ・シー・シー 新事業開発部事業探索課課長　西山 
将史 氏
株式会社ユニバンス 新事業開発室新事業開発グループ課長 清
水 幹元 氏
株式会社エンコース 代表取締役 石井 幹人 氏
Carbide Ventures General Partner/TECH BEAT Shizuoka プロデュー
サー 堀内 健后 氏

17:30～18:00 ○ネットワーキング

参加申込

下記URLからお申し込みください。＊締切：2月20日(金)12:00

https://form.run/@techbeat2025-29

　＊当日会場での取材を希望される場合は2/20（金）正午までに上記担当あてに御連絡ください。
　＊イベントの内容は変更となる可能性があります。

https://form.run/


提 供 日 2026/02/04

タイトル 「静岡県こども・若者意見提案実現プロジェク
ト」の提案を実現！
子育て応援ＤＡＹ－ゴチトキ－でリフレッシュし
ませんか？　

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2608

「静岡県こども・若者意見提案実現プロジェクト」の提案を実現！
子育て応援ＤＡＹ－ゴチトキ－でリフレッシュしませんか？　

　
　県では、「こども基本法」の規定に基づき、こども・若者の意見の事業や施策への反映に取り組んでおり、この一環として「こども・若者
意見提案実現プロジェクト」を実施しました。
　こども・若者の意見を反映した１３６件の施策提案のうち、最優秀賞を受賞した5つの提案の実現を検討しています。
　このたび、団体部門で最優秀賞を受賞した提案「まちまるごと子育て応援ＤＡＹ－ゴチトキ－」を実現し、３月20日に富士市・富士宮市
内で「子育て応援ＤＡＹ」を実施します。

１　概要
項　目 内　　容

日　程 令和８年３月２０日（金・祝）
午前の部：１０時～１２時半、午後の部：１時半～４時

会　場 富士市・富士宮市内
託児場所：浅間大社参集所（所在地：富士宮市元城町２２－３）

対　象 乳幼児（６か月以上）～小学校１・２年の子育て中の保護者

定　員  乳幼児（６か月～２歳）２０名（午前・午後　各１０名）
 幼児　　　　　　　　　２０名（午前・午後　各１０名）
小学１～２年　　　　  ３０名（午前・午後　各１５名）

内　容 ・子育て当事者がリフレッシュの時間を過ごす「子育て応援ＤＡＹ」
・託児サービスを利用しながら地域の協力事業者のサービスを利用
・会場では中高生ボランティアを活用したこども向けプログラムを実施
・協力事業者には、参加者に対して子育てをねぎらう言葉をかけてもらう
　ほか、事業の広報や独自サービスの提供に御協力いただく

２ 　こども向けプログラム

対　　象 内　　容

乳幼児
（６か月～２歳）

手遊び、読み聞かせプログラム
講師：小林真奈美（保育士）

・地元福岡で８年間保育士をし現在はこども園の預かり保育
　勤務。手遊びや読み聞かせでこどもたちを楽しませます。

幼児、小学１～２年
（３歳～８歳）

つみきのそのさんの積み木遊び
　講師：つみきのそのさん
・つみきのファンタジスタつみきのそのさんの積み木遊びは

こどもが夢中になる時間。街も塔もなんでもできちゃう。

３　お問合せ

　　運　営：N P O法人母力向上委員会
　　電　話：0544－78－0741
　　メール：mail@haharyoku.com

mailto:mail@haharyoku.com


提 供 日 2026/02/04

タイトル 喫茶ぴあ～（県庁東館２階）で遠隔操作ロボット
（ｓｏｔａ君）がお出迎え

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 生活保護班

TEL 054-221-3501

喫茶ぴあ～（県庁東館２階）で遠隔操作ロボット（ｓｏｔａ君）がお出迎え

働きづらさを抱えている方々の就労支援に向けて、遠隔操作ロボット（ｓｏｔａ君）を活用した就労体験を実施します。ロボットを通した接客により、外出に
制限のある方や対面での業務が難しい方が、自宅に居ながらの社会参加が可能となります。

１　期　　間　令和８年２月９日(月)～３月６日(金)の平日午前11時45分～午後１時15分まで
２　場　　所　県庁東館２階　喫茶ぴあ～ （入り口付近に遠隔ロボットを設置）
３　取材日時　令和８年２月９日(月)　午前11時から午後１時15分まで
４　内　　容

時間 内容
11：00～11：30 事前説明
11：30～11：45 設置場所である喫茶ぴあ～を含めて適宜取材
11：45～13：15 実際の様子の撮影や利用されている方への取材

（体験者が自宅から、遠隔操作ロボットを操作し、本日のおすすめメ
ニューの紹介や福産品の商品案内を行います。）

　　※ロボット操作者については、終日マスコミ対応はできませんので御了承ください。
５　説明者
　　リモートロボティクス株式会社
　　キーアカウントマネージャー　陳岡　大晃（じんおか　ひろあき）氏
６　留意点

　　　　・働きづらさを抱えた方々の就労支援によるテクノロジー活用の可能性のほか、ロボットによる声掛けの実演やお客様の反応の様子を御覧ください。
　　　　・忙しい時間なので、喫茶ぴあ～への取材は避けてください。

　　　　



提 供 日 2026/02/04

タイトル 【変更】「駿河湾フェリー×航路さんぽ」日本一
を巡る伊豆・静岡旅ラリー」を実施します！

担　　当 総務部 東部地域局地域課

連 絡 先 地域課

TEL 055-920-2139

※駿河湾フェリーの運休期間延長に伴い、運休期間中に限り、スタンプ設置場所が変更となりました（２月４日　14時）

「駿河湾フェリー×航路さんぽ

日本一を巡る伊豆・静岡旅ラリー」を実施します！

　　静岡県には、日本一高い山「富士山」や日本一を誇る「プラモデル製造」など数多くの“日本一”が存在します。県では、駿河湾フェリーを
使って伊豆地域・静岡市内の“日本一”を巡るスタンプラリーを実施します。日本一深い駿河湾を横断する「駿河湾フェリー」をはじめ、日本一
のプラモデル製造を支える「BHCPDII MUSEUM（バンダイホビーセンター新工場）」や、幕末期に日本初の開港場となった下田港に近接する
「道の駅 開国下田みなと」など、全８か所を巡るスタンプラリーです。
　スタンプ4個取得から豪華景品が当たる抽選に応募可能です。

１　実施概要
項目 内容
日時 令和８年２月６日（金）～３月23日（月）

スタンプ設置施設 １　駿河湾フェリー（船内）※
２　BHCPDII MUSEUM（バンダイホビーセンター新工場）（静岡市）
３　清水魚市場 河岸の市（静岡市）
４　テラッセオレンジトイ（伊豆市）
５　黄金崎公園休憩施設 こがねすと（西伊豆町）
６　国指定重要文化財 岩科学校（松崎町）
７　石廊崎オーシャンパーク（南伊豆町）
８　道の駅 開国下田みなと（下田市）

スタンプ取得方法 各施設に設置してあるスタンプ台紙に押印
賞 スタンプ取得数に応じて抽選で60名様に景品贈呈

・静岡・伊豆地域特産品5,000円相当
・バンダイホビーセンター工場見学ペアチケット　ほか

主催／協力 主催：静岡県　　協力：(株)BANDAI SPIRITS

※　駿河湾フェリーの運休期間延長（２月13日まで）に伴い、運休期間中のみスタンプ設置場所を以下のとおり変更します。
変更前　「駿河湾フェリー（ 船内）」
変更後　「駿河湾フェリー（ 清水港乗 り 場窓口）」
（その他備考）
○窓口の営業時間は９時から18時です。
○運休については駿河湾フェリーＨＰを御確認ください。
○運航再開後はスタンプを船内に設置します。

詳細は東部地域局HPを御確認ください。
(https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/chiikikyoku/tobuchiiki/1054319/1079214.html)

２　ＰＲイベント【取材希望】
　下記の日程で、スタンプラリーの実施前ＰＲイベントを実施します。　　　　　　
　　日時：１日目：令和８年１月23日（金）12時から
　　　　　 ２日目：令和８年１月24日（土）10時から
　　場所：ＪＲ静岡駅コンコース（アスティ前）
　　内容：ＰＲブースでのチラシ配布
※ＪＲ駅敷地内での取材、撮影等については、事前に以下の連絡先への連絡・手続等が必要となりますので、直接お申し込みください。
　連絡先：JR東海静岡広報室

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/chiikikyoku/tobuchiiki/1054319/1079214.html


提 供 日 2026/02/05

タイトル 知事褒賞受賞者の高校生が決定

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班 山口 亮祐

TEL 054-221-3146

実学で高い実績の高校生３人に知事褒賞を授与！

令和７年度知事褒賞（第２期）の受賞者が決定しました。
本褒賞は、県内の高等学校に設置された専門学科や総合学科に在籍する生徒のうち、特に学業・技能に関する業績が優秀で、取組姿勢

等が他の模範となると認められる者を表彰するものです。この表彰を通して、他の生徒への励みになるとともに、職業教育、芸術及びスポーツ
の分野への理解の促進を図ります。
　 受賞者 には 、 各学校 において 、 校長 から 褒状 が 授与 されます 。

１　知事褒賞受賞者（第２期）
学校名
（学科等）

学年 氏　名 性別 学業・技能に関連した顕著な業績

１
田方農業高校
（生産科学科） ３ 齊藤さん 男

第76回日本学校農業クラブ全国大会 
農業鑑定競技会(作物分野)優秀賞
日本農業技術検定２級
アグリマイスタープラチナ認定　等

２
静岡農業高校
（生産流通科） ３ 大多和さん 男

第76回日本学校農業クラブ全国大会 
農業鑑定競技会(果樹分野)優秀賞
日本農業技術検定２級
アグリマイスタープラチナ認定　等

３ 焼津水産高校
（食品科学科）

３ 横山さん 男

第46回関東・東海地区水産・海洋高等
学校生徒研究発表大会最優秀賞
第34回全国水産・海洋高等学校生徒
研究発表大会奨励賞　等

２　選考の経緯
　職業教育、芸術及びスポーツの分野を主とする専門学科や総合学科を設置している県内の公私立高等学校53校を対象に募集したところ、
３校から３人の推薦がありました。
　各学校から提出された推薦書類を厳正に審査し、上記の知事褒賞受賞者を決定しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2026/02/05

タイトル 第13回高校生ビジネスプラン・グランプリにおい
て優秀賞に選ばれた県立沼津商業高等学校が知事
を表敬訪問します！

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3145

第13回高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて

優秀賞に選ばれた県立沼津商業高等学校が知事を表敬訪問します！

１　日時
　　令和８年２月12日（木）　午後３時30分から３時45分まで

２　会場　
　　県庁東館５階知事室

３　県側出席者
　　鈴木　康友　知事
　　小野田　秀生　教育監
　　中村　大輔　高校教育課長

４　訪問者（予定）
　　県立沼津商業高等学校　校長、教諭、生徒４人
　　※大会主催者として、日本政策金融公庫職員も同席

５　次第
　(1) 県出席者紹介
　(2) 訪問者紹介
　(3) 校長あいさつ
　(4) プレゼンテーション
　(5) 知事お祝いの言葉
　(6) 記念写真撮影

６　大会概要
　・大会名
　　　第13回創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ
　・主催
　　　株式会社日本政策金融公庫
　・最終審査会実施日
　　　令和８年１月11日（日）
　・最終審査会開催地
　　　東京大学（東京都文京区）
　・参加数
　　　第13回大会は、過去最多となる639の高校から5,640のビジネスプランの応募があった。
　・内容
　　　ビジネスプランの審査は、「商品・サービスの内容」、「顧客」（具体的なニーズやターゲットを把握しているか）、「必要な経営資源」（ヒト、モノ、技術・ノ

ウハウの観点から実現可能か）、「収支計画」（継続的な利益が見込まれるか）の４つの観点から行われる。
　　　最終審査会では、ファイナリスト10組がプレゼンテーションを行い、その中から最優秀賞（グランプリ）をはじめとする各賞の受賞者が決定される。



提 供 日 2026/02/05

タイトル 令和８年度静岡県職員・警察官採用試験の実施予
定

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2276

令和８年度静岡県職員・警察官採用試験の実施予定

静岡県の将来を担う人材を採用するため、令和８年度の静岡県職員・警察官採用試験を次のとおり実施します。
※募集職種、採用予定者数等は、下表の「詳細情報発表日」に公表します。

１　実施日程

試験区分 詳細情報
発表日 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日

最終
合格発表

日
静岡県職員採用試験
(大学卒業程度)（早期

試験）（公表済）

令和８年
１月23日(金)

３月２日(月)
～３月20日(金) ４月19日(日)

５月18日（月）
～５月29日

（金）
６月中旬

静岡県職員採用試験
(大学卒業程度)

５月８日(金)
～５月22日(金) ６月21日(日) ７月中旬

～８月中旬 ８月下旬

静岡県職員採用試験
(大学卒業程度)（秋季

試験）

９月17日(木)
～10月２日(金) 10月18日(日) 11月中旬

～12月上旬 12月下旬

静岡県職員採用試験
(短期大学卒業程度)

静岡県職員採用試験
(高等学校卒業程度)

８月５日(水)
～８月26日(水) ９月27日(日) 10月中旬

～10月下旬 11月上旬

静岡県職員採用試験
(職務経験者)

９月17日(木)
～10月２日(金) 10月18日(日)

11月中旬
～12月上旬 12月下旬

静岡県職員採用試験
(障害のある方)

令和８年
５月８日(金)

６月１日(月)
～６月19日(金) ９月27日(日) 10月中旬

～10月下旬 11月上旬

Ａ(大卒）

Ｂ(大卒以
外)

社会人等
経験者

静岡県
警察官

採用試験
（第１回）

情報処理

３月２日(月)
～４月３日(金) ５月10日(日)

５月下旬
～７月上旬 ７月下旬

Ａ(大卒)

Ｂ(大卒以
外)

社会人等
経験者

静岡県
警察官

採用試験
（第２回）

情報処理

令和８年
３月２日(月)

７月17日(金)
～８月21日(金) ９月20日(日) 10月上旬

～11月下旬 12月上旬

２　その他
静岡県職員採用情報ホームページで随時新しい情報を提供しています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html


提 供 日 2026/02/05

タイトル 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙に係る当選証
書の付与

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　山口

TEL 054-221-2050

　令和８年２月８日執行の第51回衆議院議員小選挙区選出議員選挙に係る当選証書の付与を下記のとおり行います。
　　　　　　　　　　　　　　記
１　日　時　　令和８年２月10日（火）　午後３時から
２　場　所　　県庁別館２階第１会議室
３　付与者　　静岡県選挙管理委員会
　　　　　　　　　　　山本　正幸（やまもと　まさゆき）委員長



提 供 日 2026/02/05

タイトル 【当日取材希望】捕獲だけでは終わらせない！
食・農・観光と連携したジビエ利活用の可能性を
探る！

担　　当 経済産業部 農業局食と農の振興課

連 絡 先 静岡県経済産業部農業局食と農の振興課

TEL 054-221-2749

 捕獲 だけでは 終 わらせない ！ 食 ・ 農 ・ 観光 と 連携 したジビエ 利活用 の 可能性 を 探 る ！

　本研修では、野生鳥獣被害対策の一環として捕獲される個体を「ジビエ」という地域資源として捉え、食・農・観光が連携した利活用の可能性を探求す
るとともに、伊豆地域におけるジビエ利活用の新たな取り組みのヒントを探ります。

１　開催日時　 令和８年２月12日（木）午前10時00分から午後３時30分まで

２　会　　場　 伊豆マリオットホテル修善寺（伊豆市大平1529）及び現地

３　主　　催　 静岡県

４　参 加 者　 県・市町・農協・観光関係団体等　30名程度

５　内　　容　（１）開会（午前９時55分から）
　　　　　　　　　　場所：伊豆マリオットホテル修善寺（伊豆市大平1529）

　　　　　　　（２）現地視察（午前10時00分から正午まで）
　　　　　　　　　　内容：わさびの食べ比べ体験、わさび田VR体験、「筏場」のわさび田見学
　　　　　　　　　　場所：伊豆わさビジターセンター（伊豆市原保116-1）ほか

　　　　　　　　　　　   ～伊豆マリオットホテル修善寺へ移動～

　　　　　　　（３）昼食＆ジビエ加工品試食会（午後0時30分から午後１時30分まで）
　　　　　　　　　　場所：伊豆マリオットホテル修善寺（伊豆市大平1529）

　　　　　　　（４）事例発表（午後１時30分から午後２時00分まで）
　　　　　　　　　　発表者：伊豆市農林水産課　渡邉龍貴　氏
　　　　　　　　　　題　目：「「イズシカ問屋」の取組について」

　　　　　　　（５）基調講演及び意見交換（午後２時00分から午後３時30分まで）
　　　　　　　　　　講　師：株式会社　FOOD FIELD CREATIVE　代表取締役社長　石川史子　氏
　　　　　　　　　　題　目：「地域連携を価値に変える。食・農・観光連携とジビエの可能性」

６　留意事項　「筏場」のわさび田の取材を希望する場合は、事前に生産者等への連絡が必要です
　　　　　　　　ので、２月10日（火）午後５時までに下記問合せ先まで御連絡願います。

７　問合せ先　静岡県経済産業部農業局食と農の振興課　
　　　　　　　主任　　森内　真人
　　　　　　　電話　　054-221-2749
　　　　　　　メール  chiikinou@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:chiikinou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/05

タイトル 「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品
が全国の食品コンクールで入賞！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

 「ふじのくに新商品セレクション2024」受賞商品が

全国の食品コンクールで入賞！

１　要　旨

　　　「ふじのくに新商品セレクション2024」で最高金賞を受賞した有限会社渡辺水産(下田市)の「金目鯛ごはんの素」が、第38回優良ふるさ

と食品中央コンクールの国産畜水産品利用部門で、農林水産省大臣官房長賞を受賞しました。

２　受賞商品の概要

商　品　名 金目鯛ごはんの素

受　賞　者 有限会社渡辺水産(下田市)

受 賞 区 分 国産畜水産品利用部門　農林水産省大臣官房長賞

商品の特徴 伊豆下田産の新鮮な金目鯛を使った「金目鯛ごはんの素」。味の決め手は金目鯛のア
ラ（頭、骨）からとったコラーゲンたっぷりの濃縮スープ。研いだお米に水と一緒に本品
を加えて炊くだけで、簡単に本格的な金目鯛ごはんが出来上がります。化学調味料を
使わず、素材本来の味と香りが際立つ「薄味アラダシ仕立て」で、立ち上る湯気の香りが
食欲をそそります。味がしっかり染み込んでいるので、冷めても美味しく、おにぎり等でも
楽しめます。また上品な風呂敷包み風のパッケージで、贈答用としても喜ばれる商品に
なっています。

　　

備　　　考 ふじのくに新商品セレクション2024最高金賞受賞

３　優良ふるさと食品中央コンクールの概要

主　　　　 催 (一財)食品産業センター　後援：農林水産省

賞 の 区 分

※（）受賞数

農林水産大臣賞（４）、農林水産省大臣官房長賞（９）、(一財)食品産業センター会長賞
（８）　計21商品入賞

【参考】過去３年間の受賞実績

年度 賞の区分 受賞商品名 受賞者

R4
(一財)食品産業センター会長賞

国産農林産品利用部門
ぎゅっとまるごとニンジンジュース 株式会社東平商会

R5
農林水産省大臣官房長賞

国産畜水産品利用部門
富士山麓　潤いモッツァレラ

株式会社七富乳業　

七富チーズ工房

R6
農林水産省大臣官房長賞

国産農林産品利用部門
100％恋蜜ジュース 西ヶ谷蜜柑農園



提 供 日 2026/02/05

タイトル マリンオープンイノベーションプロジェクト戦略
推進委員会の開催～静岡から始まる！駿河湾を中
心とした実証フィールドなど、海洋の未来を拓く
活動を報告～

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985 

マリンオープンイノベーションプロジェクト戦略推進委員会を開催します

～静岡から始まる！駿河湾を中心とした実証フィールドなど、海洋の未来を拓く活動を報告～

県は、駿河湾の独自の自然環境や多様な海洋生物など魅力ある海洋資源を活用し、海洋産業の振興と海洋環境の保全の世界的拠点の
形成を目指す「マリンオープンイノベーションプロジェクト」、通称「ＭａＯＩプロジェクト」を推進しています。
このたび、プロジェクトの戦略の令和7年度進捗評価等を行うため戦略推進委員会を開催します。

１　日　時　令和８年２月10日（火）13時15分～14時45分

２　会　場　ホテルアソシア静岡（静岡市葵区黒金町56番地）３階「葵」

３　出席者　MaOIプロジェクト戦略推進委員会委員、静岡県経済産業部長代理　等

４　議　事　
（１）MaOIプロジェクト令和７年度進捗状況及び令和８年度取組方針について

５　取材・傍聴
・　本委員会は、会場で取材・傍聴が可能です。
・　傍聴を希望される方は、２月９日（月）17時までに事務局にご連絡の上、開始時刻までに会場にお越しください。

６　事務局（問合わせ先）
   新産業集積課 新産業集積第２班
　　TEL：054-221-2985　FAX：054-221-2698
　　Mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

７　参考
 ＜MaOIプロジェクト戦略推進委員会の概要＞

区分 内容

目的 MaOIプロジェクトの戦略的な推進・展開

役割 戦略計画の策定・進捗評価

構成
委員長１名、顧問２名、委員21名
（県内外の海洋関連分野の研究者、産業界、金融機関、産業支援機
関、地元自治体・団体等で構成）

委員長 橋本正洋　法政大学大学院政策創造研究科　教授

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/05

タイトル 第62回静岡県公衆衛生研究会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

第62回 静岡県公衆衛生研究会の開催
～県内の公衆衛生行政担当者等が研究成果や体験事例を発表～

１　概　要
　　静岡県では、毎年、公衆衛生活動に従事する職員の資質向上と県民の健康福祉
　の向上への寄与を目的として静岡県公衆衛生研究会を開催しています。
　　今年度においても、健康づくり、母子保健、生活衛生、環境等の公衆衛生活動
　に従事する職員が、業務を通じて研究及び体験した事例を発表します。

　　
２　日　時

　　　令和８年２月10日（火）10：00～15：35
　　　（受付開始は9：30～）

  
３　場　所
　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）

　４　内　容
　　第１分科会　健康づくり・重症化予防、感染症に関する事項
　　　　　　　　  （11階　会議ホール・「風」　10:00～）
　　第２分科会　母子保健、精神保健福祉に関する事項
　　　　　　　　  （９階　910会議室　10:10～）
　　第３分科会　食肉検査、食品衛生・生活衛生に関する事項
　　　　　　　  　（10階　1001-1会議室　10:00～）
　　　　　　　　薬事に関する事項
　　　　　　　　  （10階　1001-2会議室　10:00～）
　　第４分科会　生活環境、廃棄物に関する事項
　　　　　　　　  （10階　1001-2会議室　13:30～）

５　参加者
　　県職員（健康福祉センターに勤務する専門職職員等(薬剤師、獣医師、保健師、
　栄養士等)）、市町職員、関係団体職員

６　取材対応
　　取材をご希望される場合は、事前に薬事課あて、御連絡をお願いします。
　　（連絡先　健康福祉部生活衛生局薬事課薬物対策班　054-221-2413）



提 供 日 2026/02/05

タイトル しずおかマリッジ　男性向けイベント参加者募集
中〜プロフィール作成セミナー＋プロフィール写
真撮影会〜

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ男性向けイベント参加者募集中
〜プロフィール作成セミナー＋写真撮影会〜

　県と市町が運営する公的な結婚支援拠点「しずおかマリッジ」では、マッチングアプリ利用者など独身男性を対象に、プロ
フィール作成のポイントを学ぶセミナーとプロフィール写真撮影会を開催します。
　婚活成功の鍵となるプロフィール作成のノウハウをプロ講師が直接指導し、写真は専門店協力のもと無料で撮影。自信を持った
プロフィールづくりをサポートします。

１　開催概要
イベント名 マッチング力を上げるプロフィールづくりセミナー
日時 202６年２月15日（日）
会場 しずおかマリッジ　またはオンライン

（静岡市葵区御幸町8-1 JADEビル4F）
内容等
（予定）

12:30　受付開始
13:00　セミナー開始＋プロフィール写真撮影（希望者のみ）
14:00　イベント終了

募集対象者 独身男性　会場・オンライン各30名
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=316

２　イベントのポイント
　・YouTube「マッチングアプリ大学TV」 ダニエル・ニシ氏が講師となり直接指導！
　・参加者が実際にプロフィール文を作成し、講師が改善ポイントを伝授
　・しずおかマリッジ協賛店舗協力のもとプロフィール写真を無料撮影！

３　しずおかマリッジ概要
・県と35市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する
　者を支援するサービス
・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした
　婚活イベント等を県内各地で開催

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
8,352件 2,812件 459件 106件

（※令和７年12月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=316


提 供 日 2026/02/05

タイトル インバウンドにおける課題をスタートアップと一
緒に解決するプログラム
「SHIZUOKA INBOUND TOURISM INNOVATION 2025」の
進捗報告

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3696





提 供 日 2026/02/05

タイトル ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

令和７年度 第10回 ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します

　県とＮＰＯ法人子ども未来は、幼少期からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するた
め、県内各地域で、「ふじのくに子ども観光大使認定講座」を開催します。
今年度、第10回目の講座では、掛川市のキウイフルーツカントリーJapanで、キウイの栽培方法を学び、自然に囲まれた施設内

でのアウトドア体験をとおして、自然の豊かさを感じます。

１　子ども観光大使認定講座
「キウイフルーツカントリーで焚き火体験をしよう」

（１）日　時：令和８年２月７日（土）　午前９時30分から午前11時35分まで
　　　　　　　（受付開始：午前９時15分）

（２）会　場：キウイフルーツカントリーJapan（掛川市上内田2040）

（３）対　象：県内在住の小・中学生　15名程度

（４）内　容
・キウイ栽培について（循環型農法の話）
・火起こし・焚き火体験

２　子ども観光大使とは
　　地域を支える観光人材の育成を推進するため、県内小中学生を対象に、県内
　各地で、地域の歴史や文化等を学び体験できる講座を開催しています。
　　講座に３回以上参加し、観光俳句やハガキ等で、地域の魅力を発信するなど
　の条件を満たした子どもたちを「子ども観光大使」として認定しています。

３　今後の予定
　・令和７年度　ふじのくに子ども観光大使認定式

　　日　時：３月22日（日）　午前10時から11時まで

　　場　所：県庁西館４階第一会議室Ｂ

　　内　容：子ども観光大使の認定条件を満たした子どもたちに対し、認定証を
　　　　　　授与します。

[主　催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来



提 供 日 2026/02/05

タイトル 令和７年度 第３回 静岡県文化政策審議会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 政策調整班

TEL 054-221-2252

令和７年度 第３回 静岡県文化政策審議会の開催

令和７年度第３回静岡県文化政策審議会を開催し、第６期静岡県文化振興基本計画の策定について協議します。

１　日　　時　　令和８年２月９日（月）午後１時30分から午後３時30分まで
２　場　　所　　静岡県庁別館９階特別第二会議室
３　内　　容　　第６期文化振興基本計画案について
４　委　　員　　　　　
　　　　　　　　　　

氏　名 現　　職
岩本　宗涼 茶道家、株式会社Tea Room CEO
太下　義之 東京芸術大学 客員教授
鬼頭　　宏 静岡県文化協会会長
木下　直之 静岡県立美術館館長
櫛野　展正 アーツカウンシルしずおか チーフプログラム・ディレクター
佐藤　良子 静岡文化芸術大学文化政策学部芸術文化学科准教授
澤田　澄子 公益社団法人企業メセナ協議会常務理事
鈴木　康広 現代美術家、武蔵野美術大学造形学部空間演出デザイン学科教授
遠山　敦子 静岡県富士山世界遺産センター前館長
永松　典子 株式会社静岡編集舎、株式会社FIEJA代表取締役
西田かほる 静岡文化芸術大学文化政策学部国際文化学科教授
西村真里子 (株)HEART CATCH代表取締役
楡木　令子 現代美術家、こどものじかん主宰
古川はるな フルーティスト、音楽博士
宮城　　聰 公益財団法人静岡県舞台芸術センター芸術総監督
山田　正訓 静岡県高等学校文化連盟会長、静岡県立清水南高等学校校長
横山　俊夫 静岡文化芸術大学理事長兼学長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上17人（五十音順、敬称略）
（参考）
○ 静岡県文化政策審議会の所掌事項
・文化振興基本計画に関する意見を述べる。
・知事の諮問に応じ、文化の振興に関する基本的事項について調査審議する。
・文化振興施策の目標の達成度、効果等について検証し、評価する。
・上記のほか、文化の振興に関し必要な事項について調査審議し、知事に意見を述べる。
（静岡県文化振興基本条例（平成18年10月施行）第14条から抜粋）



提 供 日 2026/02/05

タイトル プロボディボーダー山田幸久選手による副知事表
敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 スポーツコミッション班

TEL 054-221-3191

　牧之原市在住のプロボディボーダー山田幸久選手が、2025年のJPBA大会におけるドロップニースタイルで通算12度目の年間グラ
ンプリに輝きました。
　年間グランプリ受賞報告と競技ＰＲを行うため平木副知事を表敬訪問します。

1　概要
区　分 内　容
日　時 令和８年２月12日(木)13時15分～13時35分（約20分）
場　所 平木副知事室（静岡県庁東館５階）

訪問者
日本プロボディボード連盟（JPBA）
・永野弘幸（ながのひろゆき）理事長
・山田幸久（やまだゆきひさ）選手

次　第
１　訪問者紹介
２　年間グランプリ受賞報告
３　記念撮影

２　昨シーズンの成績
開催日 大会名 結果

5/31-6/1 ISUMI PRO（千葉県いすみ市） 優勝
7/5-6 TSUJIDO PRO（神奈川県藤沢市） ６位
7/26-27 NIIJIMA PRO（東京都新島村） 優勝
11/8-9 KAMOGAWA PRO（千葉県鴨川市） 優勝

３　山田選手の競技風景＜片膝立ちで波に乗るドロップニースタイル＞



提 供 日 2026/02/05

タイトル 【取材依頼、参加者募集】
地域おこし協力隊が広げる交流の場！
静岡地域おこし博覧会を開催します

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2250

【 取材依頼、 参加者募集】 地域おこ し 協力隊が広げる交流の場！静岡地域おこ し 博覧会を開催し ます

地域おこし協力隊の活動活性化及び隊員同士の交流促進を図り、隊員の任期終了後の定着促進を目的として、「静岡地域おこし
博覧会」を開催します。
本イベントでは、有識者によるゲストトークのほか、県の伴走支援事業（受託者：(株)静岡銀行及びNPO法人ESUNE）に参加した

隊員が、その成果を報告します。
地域おこし協力隊員のほか、自治体職員・地域づくり団体など、地域づくりに携わる方々が交流を深め、地域おこしに関する新

たな協働のきっかけづくりにつなげます。

１　開催日時・会場
　　日　時：令和８年２月17日(火) 13:30～17:00
　　会　場：B-nest７階 コ・クリエーションスペース(静岡市葵区御幸町ペガサート内)

２　出席者
　　　地域おこし協力隊、市町職員、地域づくり団体、地域づくりに興味がある方　等

３　内容
　（1）ゲストトーク「マーケティング思考による地域おこし」

　　　　　　　　　　　　　　　桜井　貴斗氏（株式会社ＨＯＮＥ 代表取締役）
　（2）地域おこし協力隊伴走支援事業（県事業）参加者の成果発表

協力隊員氏名 活動市町 ミッション
芦沢　博稔さん 川根本町 ロケツーリズムに関する活動
梅田　留奈さん 東伊豆町 伊豆稲取駅活用事業
大森　遊音さん 静岡市 草薙駅周辺エリアの価値向上
高橋　建次さん 沼津市 地域産品の商品開発・販路開拓
冨山　瞳さん 藤枝市 観光を通じた藤枝市の活性化
山本　真由美さん 磐田市 中山間地域の農林業
川口　洋海さん 西伊豆町 サステナブルツーリズムの推進

　（3）ゲスト講師・成果発表者によるトークセッション、ブース交流会　ほか

４　参加申込方法
　　メール又はチラシ記載の２次元コードから申込ください。

※Email：marumaru@torinasu.info(事務局…一般社団法人トリナス)

※先着70名（定員になり次第、締め切ります。(申込期限…2/12(木)）

５　取材について
　　　取材を希望される場合は、２月17日(火)正午までに、担当(企画政策課企画班)へ
　　　御連絡ください。

参加者募集告知　・　催事等の当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果等の公表

mailto:marumaru@torinasu.info


提 供 日 2026/02/06

タイトル 第51回衆議院議員総選挙の投票日に当たっての談
話

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　山口

TEL 054-221-2050

　第51回衆議院議員総選挙の投票日を迎えるに当たり、山本　正幸（やまもと　まさゆき）静岡県選挙管理委員会委員長及び大石　隆博（お
おいし　たかひろ）静岡県明るい選挙推進協議会会長の談話を公表します。

　投票日に当たっての談話

　いよいよ、明日２月８日は、衆議院議員総選挙の投票日です。

　このたびの選挙は、私たち国民の代表者を選出することにより、今後の国政を方向付ける極めて重要な選挙であります。

　有権者の皆さまは、既に候補者の政見や政党等の政策について、十分に確認されたことと思います。

　明日の投票日には、必ず投票に参加され、自らの判断により貴重な一票を投じ、有権者としての責任を果たされるよう希望いたします。

　また、明日ご予定がある方は、本日中に期日前投票をお願いいたします。

　　　令和８年２月７日

　  　　　　　　　静岡県選挙管理委員会委員長　　山　本　正　幸
　　　　　　　　　静岡県明るい選挙推進協議会会長　　大　石　隆　博



提 供 日 2026/02/06

タイトル 「第９回静岡県津波防災地域づくり推進連絡会」
を開催します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-3202

「第９回静岡県津波防災地域づくり推進連絡会」を開催します
～県と沿岸21市町が津波防災に関する意見交換を行います～

静岡県では、県内の沿岸各市町と連携し、津波防災地域づくりに関する法律に基づく津波災害警戒区域の指定や推進計画の策定など
による津波防災の取組を進めています。

本連絡会は、これらの進捗状況や課題、解決策の検討状況等の情報共有や連絡調整を目的に開催しており、この連絡会を通じて県内
の沿岸各市町における津波防災地域づくりを推進しています。

１　日時　令和８年２月９日（月）午後２時から午後３時30分まで

２　場所　静岡県庁別館５階危機管理センター（西）
　　　　　（ＷＥＢ及び対面形式の併用）

３　内容　（１）全国の津波防災地域づくりの取組状況
　　　　　　　　
　　　　　　（２）県内の津波防災地域づくりの取組状況

４　推進連絡会の構成
　　（会員）
　　　　県　：交通基盤部：河川砂防局長、建設政策課長、河川企画課長、
　　　　　　　　　　　　　　　 港湾企画課長、道路企画課長、都市計画課長
　　　　　　　　くらし・環境部：建築安全推進課長
　　　　　　　　危機管理部：危機政策課長、危機情報課長
　　　　市町：沿岸21市町の津波防災地域づくり担当課長（危機管理担当課）

　（アドバイザー（敬称略））
氏名 所属・役職

牛山　素行 静岡大学防災総合センター　副センター長・教授
原田　賢治 静岡大学防災総合センター　准教授
福和　伸夫 名古屋大学　名誉教授、あいち・なごや強靭化共創センター長

（オブザーバー）
　　県：各土木事務所企画担当課長、各港湾出先事務所担当課長、
　　　　 各地域局担当課長

５　傍聴
　　本会議は公開で行います。
　　傍聴を希望される方は、当日会場にて午後１時30分から受け付けます。
　　定員は10人程度（先着順）です。

６　取材
　　本会議の取材は自由です。午後１時45分までに受付へお越しください。

７　参考（「静岡県津波防災地域づくり推進連絡会」について）
　　県では、平成28年３月に「静岡県津波防災地域づくり推進連絡会」を設置し、津波防災地域づくりに関する法律に基づく取組につい
て、県と沿岸市町が進捗状況や課題に対する解決策の検討状況等に関する情報共有や連絡調整を行うことで、県内の沿岸市町にお
ける津波防災地域づくりの推進に取り組んでいます。



提 供 日 2026/02/06

タイトル 令和７年度第２回　静岡県建設業審議会を開催し
ます。

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 鈴木

TEL 054-221-2209

令和７年度第２回　静岡県建設業審議会を開催します！

（要旨）
「静岡県建設産業ビジョン」（案）等について御意見をいただくため、静岡県建設業審議会を開催します。

（概要）
１　日時
　　令和８年２月13日（金）午前10時00分から午前11時30分まで
２　会場
　　県庁別館９階特別第二会議室
３　議題
　　静岡県建設産業ビジョン（案）について
４　出席予定委員（敬称略）

区　分 氏　名 役職等

（会長）
田中　博通 東海大学名誉教授

（副会長）
大脇　史恵

静岡大学人文社会科学部准教授

白鳥　三和子
公認会計士
（三和子ＣＰＡ事務所・税理士法人静岡みらい）

　坪川　武史 弁護士（伊藤総合法律事務所）

学識経験者

中澤　博志 静岡理工科大学理工学部教授

宇田川　智子 株式会社アイケア代表取締役

北原　律子 株式会社清和不動産取締役建設工事
の需要者

中川　教子 静岡県消費者団体連盟副会長

石井　源一 （一社）静岡県建設業協会会長

市川　　照 静岡県中小建設業協会副会長

藤山　義修 （一社）静岡県建設コンサルタンツ協会会長
建設業者

三輪　容次郎 （一社）静岡県建設産業団体連合会理事

５　取材について
　　本審議会は公開で行いますので、取材をお願いいたします。
　　取材をしていただける場合は、午前９時50分までに受付をお願いいたします。



提 供 日 2026/02/06

タイトル アニメ監督・万博プロデューサー河森 正治が語る 
「創る喜び」と「プラモデル開発現場」に迫る講
演会を開催します！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班　勝俣

TEL 054-221-2812

アニメ監督・万博プロデューサー河森 正治が語る 「創る喜び」と「プラモデル開発現場」に迫る講演会を開

催します！

１　要　旨
本格的に職業選択を意識する世代である高校生等を対象に、本県の地場産業であるプラモデル等のホビーに関する講演会を開催し
ます。
世界的に活躍するクリエイターとの交流を通して、ものづくりの楽しさ・素晴らしさを知ることで、県内企業への就職を志す産業
人材の育成につなげていきます。

２　講演会概要
名　称 静岡発 いのち輝く未来の創造。新しいビジョンを創り出そう！
開催日 2026年3月7日（土曜日）
時　間 午後1時30分から午後3時30分まで
会　場 グランシップ 2階映像ホール（静岡市駿河区東静岡2-3-1）
対象者 県内高校生等学生　先着70名
参加費 無料
企　画 静岡大学　芳賀正之教授
協　力 静岡模型教材協同組合
内　容 ・講演「河森正治が語る、創る喜び、発想の秘密。わたしらしさ

　で夢を追い、叶える冒険！」
・県内模型メーカー担当者とのトークセッション

３　講師略歴

河森 正治（かわもり しょうじ）

1960年2月20日生まれ。
ビジョンクリエイター、アニメーション監督、メカニックデザイナー
代表作『マクロス』シリーズや『アクエリオン』シリーズ、『新世紀GPXサイバーフォーミュラ』では工学的なリアリティかつ合
体変形に定評のあるメカをデザイン、
2025年大阪・関西万博では、シグネチャーパビリオン「いのちめぐる冒険」のテーマ事業プロデューサーを務めるなど、日本を代
表するトップクリエイターとして世界を舞台に活躍中。アニメツーリズム協会会長も務める。
2026年1月には、自身初のオリジナル長編アニメーション映画『迷宮のしおり』が公開。

４　参加申込

以下に掲載のフォームから申込

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/chiikisangyo/1044754/1064332/1079288.html

５　当日取材等問合せ先

静岡県経済産業部商工業局地域産業課地域産業班　勝俣

TEL：054-221－2812
E-mail：chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/chiikisangyo/1044754/1064332/1079288.html
mailto:chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/06

タイトル アニメ・ゲーム業界関係者が集う「静岡県
Creators MeetUp」都内で初開催！ 

担　　当 経済産業部 商工業局企業立地推進課

連 絡 先 企業立地班

TEL 054-221-2514

１　要旨
　２月12日（木）、アニメ、ゲーム、CGなどのコンテンツ産業を対象とした「静岡県Creators MeetUp」をLiSH Studio1（東京都
港区高輪２-21-１）にて開催します。
　本イベントでは、コンテンツ産業を取り巻く環境が大きく変化する中、地方進出や分散型拠点の設立、IP創出とグローバル展開
といった新たな可能性に焦点を当てます。
　当日は、業界の第一線で活躍する登壇者を招き、業界の最新動向と「コンテンツ産業×地域」の可能性についてパネルディス
カッションを行います。終了後には、新たなビジネスチャンスや連携のきっかけづくりの場となるよう登壇者と参加者の交流会も
予定しています。

２　概　要

区　分 内　容

日　時 令和８年２月12日(木)　午後３時～午後６時

会　場 LiSH Studio1（東京都港区高輪２-２１-１）（高輪ゲートウェイ駅直結）

定　員 30名

 登　壇

【テックチャオ（株）五十嵐平馬 氏】
　2021年に静岡市で設立されたゲーム開発会社。スマートフォン向けゲーム・ア
　プリやWebシステム開発を主軸に、地域に根差した事業展開を行っている。技
　術資産と人材への継続的な投資を強みとし、県内企業のDX支援に加え、自社　
　ゲーム事業の確立にも挑戦している。

 【(株)アカツキ/Akatsuki Ventures 山﨑大世 氏】
　モバイルゲームを中心に、IP創出とグローバル展開を手がけるエンターテイン
　メント企業。『ドラゴンボールZ ドッカンバトル』『ロマンシングサガリ・ユ
　ニバース』などのヒット作を通じて世界中に感情体験を届けてきた。近年は新
　規コンテンツ投資や海外展開にも注力している。

 内  容  午後３時～午後４時　パネルディスカッション、県取組紹介
 午後４時～午後６時　交流会（企業、県、市町などが参加）

 

　参加
 申込み
   

＜ＵＲＬ＞https://peatix.com/event/4799910 　（ ２ 月10 日 まで 募集中 ）

           
　

https://peatix.com/event/4799910


提 供 日 2026/02/06

タイトル 第３回森の力再生事業評価委員会を開催します

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策班

TEL 054-221-2635

１　要旨
　「森林（もり）づくり県民税」を財源とした「森の力再生事業」の効果を検証・評価する「静岡県森の力再生事業評価委員会」
を開催します。
　令和７年度第３回評価委員会は、事業実施から３年目の箇所等について、検証・評価し、次期事業に向けた提言をとりまとめま
す。

２　評価委員会の概要
（１）開催日時：令和８年２月10日（火）午前10時～正午
（２）開催場所：静岡県産業経済会館特別会議室（静岡市葵区追手町44-１）
（３）内　　容：
　　　　議事１　令和４年度整備箇所及び経過観察箇所の下層植生回復等の状況
　　　　議事２　検証・評価結果及び提言（案）
　
（４）その他

３　委員（敬称略）
所属 氏名

常葉大学大学院環境防災研究科教授 浅見　佳世
一般社団法人静岡県環境資源協会事務局長 井上　隆夫
きむら工房代表 木村　美穂
静岡県中小企業団体中央会 倉田　明紀
一般財団法人静岡経済研究所専務理事 恒友　仁
静岡大学農学部准教授 楢本　正明
静岡県弁護士会 原田　健一
静岡県立大学食品栄養科学部助教 増井　昇
静岡県消費者団体連盟 八重樫　隆子
一般社団法人静岡県商工会議所連合会 和久田　惠子

４　委員会の公開
（１）傍聴定員　原則10人以内（多数の場合は抽選）
（２）傍聴手続　
　　　傍聴を希望される方は、当日午前9時55分までに受付で氏名、住所を記入
　　し、事務局の指示に従って入室してください。
　　　傍聴多数の場合は抽選になりますので御了承ください。



提 供 日 2026/02/06

タイトル 令和７年度 第２回静岡県産業成長戦略会議の開催

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先

TEL 054-221-2578

令和７年度第２回静岡県産業成長戦略会議を開催します。

１　日時
　令和８年２月１３日（金）　午後１時３０分～午後３時１５分

２　場所
　県庁別館９階　特別第１会議室

３　出席予定者（敬称略、順不同）

氏名 役職
柴田　久 一般社団法人　静岡県経営者協会　会長

岸田　裕之 一般社団法人　静岡県商工会議所連合会　会長

小栗　勝男 一般社団法人　静岡県ニュービジネス協議会　会長

斉藤　薫 浜松商工会議所　会頭

山﨑　亨 静岡県中小企業団体中央会　会長

長田　繁喜 公益財団法人　浜松地域イノベーション推進機構　理事長

馬瀬　和人 一般財団法人　静岡経済研究所　理事長

有海　隆之 一般財団法人　静岡県銀行協会（八木会長代理）

平井　正大 一般社団法人　全国信用金庫協会（御室顧問代理）

東　博暢 株式会社　日本総合研究所　プリンシパル

小原　嘉元 和多屋別荘　代表取締役

西村　真里子 株式会社　HEART CATCH　代表取締役

　
※県関係の出席者：知事、平木副知事、教育長、関係部局長

４　内容
　産業成長戦略2026について意見交換する。
　
　※産業成長戦略会議
　　本県経済を持続的に発展させていくために、官民が連携して成長戦略を検討す
　る会議。平成27年２月に「産業成長戦略」をとりまとめ、その後、社会経済情勢の
　変化に対応して、毎年度戦略の見直しを行っている。



提 供 日 2026/02/06

タイトル インフルエンザの流行が再度警報レベルとなりま
した！

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 感染症管理センター

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－

～インフルエンザが再度警報レベルとなりました！～
　
　2026年第５週（1/26～2/1）の静岡県内のインフルエンザの定点医療機関当たりの１週間の平均患者数が、 警報 レベル （ 基準値
30 人 ） である43.29 人 となりました。
　今シーズンの流行は、2025年第47週（11/17～11/23）に警報レベルの41.26人となった後、年末年始（2026年第１週（12/29～
1/4））の期間に警報終息基準値の10人未満となったものの、第２週（1/5～11）から増加が続き、再度警報レベルになりました。
　 記録 が 残 る2002 年以降 、 一旦終息 した 後 に 再度警報 レベルとなるのは 初 めてであり、かつ、今シーズンのこれまでの最高値
（2025年第47週の41.26人）を更新しました。
　 インフルエンザ Ｂ 型 の 報告 が 増 えており 、 今後 、 さらに 流行 が 拡大 することも 考 えられます 。 県民 の 皆様 には 、 咳 エチケット
 や 換気 、 手洗 いといった 感染拡大防止対策 に 努 めていただくようお 願 いします 。また、ワクチン接種を希望する方は、お住まい
の市町に御相談されるようお願いします。

週（期間） 2(1/5-1/11) 3(1/12-1/18) 4(1/19-1/25) 5(1/26-2/1)
定点当たり（全報告数） 11.55(1,605) 12.02(1,671) 22.73(3,160) 43.29(6,017)

インフルエンザの定点当たりの報告数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週間の患者数です。
流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルの開始は30、警報レベルの終息は10です。（同時に注意報も終息です。）
昨シーズンの状況：2024年第50週(12/9～12/15)に注意報、2024年第51週(12/16～12/22)に警報となり、2025年第４週(1/20～1/26)まで定点当たり患
者数10以上が継続しました。

　＜県民の皆様へ＞
ワクチンの接種について

インフルエンザによって、高齢者や基礎疾患のある方は、重症化することがあり、乳幼児ではまれにインフルエンザ脳症を起
こすことがあります。ワクチン接種により、死亡や入院の危険が減少するとされています。
今シーズンのインフルエンザワクチンの供給量は、昨シーズンの使用量を超える供給量となります。
 ワクチン 接種 を 接種 を 希望 する 方 は 、 お 住 まいの 市町 に 御確認 の 上 、 お 早 めの 接種 をお 願 いします 。
 定期接種対象者以外 でも 、 特 に 、 基礎疾患 のある 方 や 、 乳幼児 、 以前 インフルエンザにかかってつらかった 方 は 接種 の 御検
 討 をお 願 いします 。
インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同時に接種できます。

「うつらない」・「うつさない」ための取組の徹底
体調が悪い場合は、人が集まるイベントに参加することは控えましょう
人混みでは、 咳 エチケット（咳やくしゃみの際、マスク着用か、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い顔を他の人に向け
ない）を励行しましょう
インフルエンザと診断されたら医師の指示を守って服薬し、外出を控えるとともに、家庭内でも咳エチケットを徹底し、十分
な休養をとりましょう
人が集まる室内では、十分に換気をしましょう
こまめに手洗いをしましょう
医療機関や高齢者施設の受診や訪問時はできる限りマスク着用をお願いします



＜休日・夜間に医療機関をお探しの場合＞

以下のwebサイトや電話相談サービスを御活用ください。

【医療情報ネット（ナビイ）】
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize

　全国の病院・診療所・歯科診療所等の名称・所在地・診療科目等に関する情報が、インターネッ
トを通じて提供されています。休日・夜間当番医の検索もできます。当番医の情報を自動音声によ
る電話案内でも確認できます。

電話 0570-000-692

時間 24時間

【静岡こども救急電話相談（#8000）】（概ね15歳までのこどもの保護者）
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomokyukyu/1024067.html

　夜間・休日のこどもの急な発熱や怪我等で、困った時や周りに相談できる人がいなくて不安な
時、救急病院に受診させるべきか迷った際、専門の相談員（看護師または医師）によるアドバイス
を受けることができます。（明らかに重症の場合は、迷わず119番を御利用ください）

電話

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
　　#8000
ダイヤル回線の固定電話、IP電話から
　　054-201-9910
県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑の一部）の方
　　054-201-9910

時間 24時間

詳細はこちら

【救急安心電話相談窓口（#7119）】（概ね15歳以上の県民、県内滞在者）
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html

　急な病気やけがのときに、「病院に行ったほうがいいのか」、「救急車を利用したほうがいいの
か」、「いま受診できる病院はどこなのか」など判断に迷った際、専門の相談員によるアドバイス
を受けることができます。（明らかに重症の場合は、迷わず119番を御利用ください）

電話

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
　　#7119
ダイヤル回線の固定電話、IP電話から、県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑の一
部）の方
　　054-204-7119

時間 24時間

詳細はこちら

https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomokyukyu/1024067.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html


＜近年のインフルエンザ定点当たり患者数推移＞

＜第5週　県内保健所別発生状況＞

保健所 患者数 定点当たり患者数 地域 定点当たり患者数
賀茂 104 34.67 
熱海 91 15.17 
東部  844 42.20 

御殿場 538 89.67 
富士 746 49.73 

東部 46.46 

静岡市 869 34.76 
中部 894 52.59 

中部 41.98 

西部 759 39.95 
浜松市 1,172 41.86 

西部 41.09 

県全体 6,017 43.29

県HP「感染症情報センター」にグラフ等を掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html


＜インフルエンザや新型コロナウイルス感染症をはじめとする急性呼吸器感染症（ARI)にかかる厚生労働省ホームページ＞
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html

＜今冬の急性呼吸器感染症（ARI）への総合対策の推進について（厚生労働省通知） ＞
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596124.pdf

＜令和７年度 急性呼吸器感染症（ARI）総合対策に関する Q&A （厚生労働省作成）＞
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596138.pdf

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596124.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596138.pdf


提 供 日 2026/02/06

タイトル 【訂正】障害福祉サービス事業所の令和６年度平
均工賃（賃金）月額実績を公表します。

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

※「３　平均工賃（賃金）月額の推移」の一部に誤りがありましたので訂正しました。詳細はPDFファイルを御確認ください（2/6　14時00分）。

　　障害福祉サービス事業所の令和６年度平均工賃(賃金)月額実績

　　を公表します。

　県内の障害福祉サービス事業所における令和６年度の工賃（賃金）月額実績について、各事業所からの報告に基づき、次のとお
り公表します。

(要旨)
・就労継続支援Ｂ型事業所の平均工賃月額は、前年度より1,783円多い23,496円となり、記録の残る平成18年度以降で過去最高と
なった。
・就労継続支援Ａ型事業所の平均賃金月額は、前年度より3,146円多い88,793円となり、10年連続で増加した。

１　調査対象施設
　　県内に所在する就労継続支援Ａ型事業所及び就労継続支援Ｂ型事業所

２　工賃（賃金）の範囲
　　工賃、賃金、給与、手当、賞与、その他名称を問わず、事業者が利用者に支払
う全てのもの

３　平均工賃（賃金）月額の推移

施設種別 項目 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 増減
（R6-R5）

前年度比
（R6/R5）

事業所数 134箇所 147箇所 158箇所 142箇所 ▲16箇所 89.9％
平均賃金月額

(県) 80,692円 81,776円 85,647円 88,793円 ＋3,146円 103.7％
Ａ型

平均賃金月額
(国) 81,645円 83,561円 86,752円

90,962 円
91,451円

 ＋4,210 円
＋4,699円

104.9 ％
105.4%

事業所数 425箇所 447箇所 492箇所 525箇所 ＋33箇所 106.7％
平均工賃月額

(県) 16,468円 16,866円 21,713円 23,496円 ＋1,783円 108.2％Ｂ型
平均工賃月額

(国) 16,507円 17,031円 23,053円
24,515 円
24,141円

 ＋1,462 円
＋1,088円

106.3 ％
104.7%

４　増加要因(事業所からの聞き取り)
　(1) 就労継続支援Ａ型事業所
  ・物価高騰による賃金上昇や最低賃金引上げの影響が大きい。
  （最低賃金：Ｒ５：984円→Ｒ６：1,034円）
　・施設外就労の請負内容を見直し、新たな業務も開始した。
　(2) 就労継続支援Ｂ型事業所
　　・系列会社や地域会社と連携をし、高単価業務の安定受注ができている。
　　・比較的長時間働くことができる方が増え、多様な作業ができる方が増えた。

（参考）
　　Ａ型…雇用契約を結び賃金を受け取りながら利用する。
　　　　　利用者には最低賃金以上が支払われる。
　　Ｂ型…通所して生産活動を行い工賃を受け取りながら利用する。
　　　　　利用者には工賃が支払われる。

〇県平均工賃（賃金）月額の推移



提 供 日 2026/02/06

タイトル 駿河湾フェリー　リニューアル就航記念イベント
を開催！
新しくなった駿河湾フェリーの見どころを、ちび
まる子ちゃんがお伝えします！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 静岡県スポーツ・文化観光部　観光振興課

TEL 054-221-3696

駿河湾フェリー　リニューアル就航記念イベントを開催！
新しくなった駿河湾フェリーの見どころを、ちびまる子ちゃんがお伝えします！

ちびまる子ちゃん、たまちゃん、花輪クンに加え、

静岡県在住のフリーアナウンサー・岡副麻希さんが会場に登場！

駿河湾フェリーや静岡の魅力を発信！

2026年春、清水港と伊豆西海岸の土肥港を結ぶ「駿河湾フェリー」は船内をリニューアルし、再出発します！
また、フェリーの旅をより楽しんでいただけるよう船内では「ミステリークルーズ」をキーワードにしたイベントや、「静岡県

の日本一！？を巡るスタンプラリー」を開催。土肥港には電動トゥクトゥクも登場！
今回、駿河湾の旅を盛り上げるのは、静岡市清水区（旧清水市）の国民的キャラクター「ちびまる子ちゃん」とその仲間たち！
上記を記念して、2月16日（月）にリニューアル就航記念イベントを開催します！

会場では、ちびまる子ちゃん、たまちゃん、花輪クンが登場し、ちびまる子ちゃんワールド満載の新しくなった船内を紹介しま
す！また、テレビなどさまざまなメディアで活躍中の静岡県在住のフリーアナウンサー・岡副麻希さんも登場し、静岡で暮らす中
で感じる静岡の魅力などについて語っていただきます。

出席者：静岡県スポーツ・文化観光部長　都築直哉
 一般社団法人ふじさん駿河湾フェリー理事長　山本東

　　　　スペシャルゲスト　岡副麻希氏（フリーアナウンサー、静岡県在住）
　   　ちびまる子ちゃん、たまちゃん、花輪クン

１　「駿河湾フェリー　リニューアル就航　記念イベント」概要

 名称 駿河湾フェリー　リニューアル就航　記念イベント
 日時 令和８年２月16日（月）14時から14時30分（予定）
 場所 都道府県会館101会議室（住所：東京都千代田区平河町２-６-３）
 

 概要

・オープニング映像放映
・駿河湾フェリーリニューアル　概要説明（静岡県）
  リニューアル後の船内の様子の紹介、「ミステリークルーズ」（ＡＲ謎解きゲーム、
  謎解き冊子）、「静岡県の日本一！？を巡るスタンプラリー」、土肥港電動トゥク
トゥ
  ク、2026年春、おすすめ観光情報の紹介
・スペシャルゲスト「ちびまる子ちゃん」とお友達の登場
・トークセッション（静岡県・駿河湾フェリー・スペシャルゲスト）
・フォトセッション（静岡県・駿河湾フェリー・スペシャルゲスト）

２　取材申込

取材いただける場合は、 ２  月13 日 （  金 ） 17 時 までに 、 下記 フォームもしくは 駿河湾 フェリーリニューアル 就航記念 イベント 広
 報事務局宛 にメール・FAX にてお申し込みください。

≪報道関係者様からのお問い合わせ先≫
 駿河湾フェリーリニューアル就航記念イベント　広報事務局（共同ピーアール内）
（電話）平沢：090-7739-5427　三野：080-4649-7711　今水：070-6456-5236
（メール）223ferry-pr@kyodo-pr.co.jp
（取材申込フォーム）https://forms.gle/Fn2B4xEQPYTFqgNe7
≪イベントに関するお問い合わせ先≫
 静岡県観光振興課：（電話）０５４－２２１－３６９６

３　取材に当たっての留意事項
　(１)会場では県担当者の指示等に従ってください。
　(２)ちびまる子ちゃん、たまちゃん、花輪クンへの質疑応答はできませんので、あらかじめ御容赦ください。
 （３)取材当日は、以下の場所で事前受付を行ってください。

＜取材当日の受付＞

 日時 ２月16日（月）13時45分まで

 場所

都道府県会館　101大会議室
〒102-0093東京都千代田区平河町2-6-3　
※「マスコミ用受付」を用意します
※取材場所は先着順になります。
※会場準備の都合上、受付開始時間が前後する可能性があります。

■岡副 麻希さんプロフィール

1992年7月29日生まれ、大阪府出身、現在は静岡県在住。早稲田大学文化構想学部文芸ジャーナリズム論系を卒業後、フジテレビ
「めざましテレビ」シリーズでスポーツキャスターやお天気キャスターを務め、平日帯・週末帯の双方で情報番組の前線を担って

mailto:223ferry-pr@kyodo-pr.co.jp
https://forms.gle/Fn2B4xEQPYTFqgNe7


きた。テレビ東京、朝日放送、BS各局、ラジオなど出演媒体は多岐にわたる。学生時代からスポーツ分野に親しみ、フィンスイミ
ング日本選手権1500m優勝の実績を持つほか、水泳・水球でも高い競技経験を有する。ピアノ歴15年の音楽的素養や各種資格も活
かし、知性と身体性を併せ持つキャスター・タレントとして幅広い層から支持を集めている。

４　その他

　２月18日（水）に、リニューアルした駿河湾フェリーの内覧会を開催します。内覧会終了後、土肥港で電動トゥクトゥクの試
乗会を行います。是非、取材をお願いします。

　　問い合わせ先：静岡県観光振興課　山下（電話：054-221-3696）

フェリー内覧会 　令和８年２月18日（水）駿河湾フェリー第２便
（清水港11時20分発⇒土肥港12時50分着）

電動トゥクトゥク試乗会 　令和８年２月18日（水）13時10分から16時00分（予定）
　集合場所：土肥港フェリーターミナル

　　
※復路もフェリーを利用する場合、土肥港発第3便（土肥港16時30分発→清水港18時着）に御乗船ください。



提 供 日 2026/02/06

タイトル Ｊアラートの全国一斉情報伝達試験（第４回）の
結果

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施しました

１　要旨
　　本日(２月６日)、全国瞬時警報システム（Jアラート）の今年度４回目の全国一斉情報伝達試験を実施しました。
　　試験では、県及び県内全35市町が試験情報を受信し、市町は防災行政無線等により住民へ情報伝達を実施しました。
　　
２　実施日時
　　令和８年２月６日(金)午前11時00分

３　結果
　　以下のとおり受信確認及び住民への情報伝達を行った。
　(1)　県及び市町における受信確認
　　　 県及び県内35市町は、内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報を正常に受信したことを確認した。
　　　 
　(2)　住民への情報伝達

県内35市町は、下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達を行った。試験情報をJアラートと連動する防災行政無線の屋外ス
ピーカー等で情報伝達したところ、牧之原市及び森町において一部不具合が生じた。

○牧之原市
（ア）不具合の事象
　　館内放送による音声が発信されなかった。
（イ）対応
　　現在、原因について調査中
○森町
（ア）不具合の事象
　　防災行政無線による音声が発信されなかった。
（イ）対応
　　無線機器が作動しなかった原因が、無線機器で別の作業を行っていたこ
　とによるため、訓練の作業日時を含め機器の管理を徹底する。

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又は

そのほかの無線
(屋外スピーカー、戸別受信機等)

県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム
（屋内受信機）

静岡市、熱海市、伊東市

ケーブルテレビ網を活用した
情報伝達システム

（屋内受信機）
伊東市

登録制メール配信

沼津市、三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、御殿場市、袋井市、下田市、
湖西市、伊豆市、御前崎市、伊豆の国市、
河津町、南伊豆町、西伊豆町、函南町、
小山町、吉田町

SNS（LINE)

沼津市、三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、湖西市、伊豆市、御前崎市、
伊豆の国市、南伊豆町、西伊豆町、函南町、
清水町、吉田町

SNS（Facebook） 伊東市、伊豆市
SNS（X（旧Twitter）） 伊東市、伊豆市、御前崎市

テレビ・プッシュシステムによる情報伝達 伊東市
防災アプリの活用 沼津市、富士市、御前崎市

館内放送 三島市、牧之原市、函南町

ホームページ 伊東市、磐田市、掛川市、下田市、御前崎市、
伊豆の国市、松崎町

防災ラジオ 熱海市、河津町、函南町、吉田町



提 供 日 2026/02/06

タイトル 【参加者募集・要申込】「シリコンバレー・ビジ
ネスウェブセミナー」の開催

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3254

【参加者募集・要申込】
シリコンバレー・ビジネスウェブセミナーの開催

１　要　旨

　シリコンバレーの最新ビジネス情報をお届けする「シリコンバレー・ビジネスウェブセミナー」を開催します。現地の最新ト
レンドの紹介や、米国とのビジネスを成功に導くヒントについて、講演・対談が行われます。
　シリコンバレーを中心に、米国とのビジネスを御検討の企業の皆様におかれましては、是非、御参加ください（要事前申込）。

２　セミナー概要

 日　時  令和８年２月18日（水）10:00～11:00

 主　催  米日カウンシルガバナーズ・サークル実行委員会

 テーマ  日本企業米国進出の光と影
 ～日本企業米国進出の成否を決めるのは何か？～

 講　師  ・松谷 有徳 オーバシーズインベスターズ株式会社（OIC）取締役会長 
 ・天野 雅晴 グローバルビジョン・グループ代表 

 開催方法  オンライン（Zoomウェビナー形式）

 内　容  講演（30分）、パネルディスカッション（20分）、質疑応答（10分）

 参加費  無料

３　申込方法
以下のURLより、お申し込みください。
https://www.seminar-web.com/siliconv2026/form/　

４　申込期限
２月17日（火）

【講師略歴】
＜松谷 有徳 氏＞
・前県立広島大学経営管理研究科客員教授。1996年カリフォルニア大学バークレー
　校を卒業し、帰国後OICを創業。日本企業の国際事業展開と経営管理を遂行
・16年間の米国・欧州での経験で、人脈と上場基準での経営管理手法を蓄積
・SONYグループ米国子会社代表として、米国で経営・新規事業開発を推進
＜天野 雅晴 氏＞
・カリフォルニア州立大学工学修士。シリコンバレーの米国企業に技術者として８
　年間の勤務後、1990年現地法人Global Vision Technology, Inc.を設立
・同社ミシガン、オハイオ、テキサス拠点に加え、関連会社を含めた世界８拠点を
　連携させ、日本企業と若手人材のグローバル化支援活動を展開

https://www.seminar-web.com/siliconv2026/form/


提 供 日 2026/02/06

タイトル 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指
数（令和７年11月分）

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2298





詳しくは「統計センターしずおか」(http://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/15-010/index.html)を御覧ください。

http://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/15-010/index.html


提 供 日 2026/02/07

タイトル 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙における期日
前投票の中間状況（第2回：令和8年2月6日終了時
点）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

　仕事や旅行などで投票日当日に投票できない場合には、期日前投票を行うことができます。
　静岡県選挙管理委員会では、今回の第51回衆議院議員総選挙においても多くの有権者に期日前投票の利用を広く呼び掛けているところです。

1月28日（水）から始まった期日前投票の中間状況（第2回）について、県内各市区町の状況を取りまとめましたので、資料提供します。

（概要）
１　報告基準日
　　令和8年2月6日（金）終了時点

２　衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の中間状況
（公示日後10日、選挙期日2日前現在）

選挙人名簿登録者数
（人）　Ａ

期日前投票者数
（人）　Ｂ

期日前投票率
（％）　Ｂ/Ａ

（8.1.26現在）
2,961,965

（8.2.6現在）
553,743 18.70

※選挙人名簿登録者数には、在外選挙人名簿登録者数を含む。
※期日前投票者数には、在外選挙人で日本国内において期日前投票をした者を含む。

＜参考＞令和6年10月27日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の中間状況（公示日後10日、選挙期日2日前現在）
選挙人名簿登録者数

（人）　Ａ
期日前投票者数

（人）　Ｂ
期日前投票率

（％）　Ｂ/Ａ
（6.10.14現在）

2,991,501
（6.10.25現在）

468,901 15.67
※選挙人名簿登録者数には、在外選挙人名簿登録者数を含む。
※期日前投票者数には、在外選挙人で日本国内において期日前投票をした者を含む。

３　今後の期日前投票の発表予定
調査時点 時点 発表日

最終結果：2月7日（土）終了時点 選挙期日1日前 2月8日（日）



（参考）期日前投票の概要
    
１  期日前投票の対象者

投票日当日に仕事や用務があるなど、一定の事由に該当すると見込まれる者

２  期日前投票期間
令和8年1月28日（水）から2月7日（土）まで

３  期日前投票時間
午前8時30分から午後8時まで
※各市区町の定めるところにより、投票期間や投票時間が異なる場合があります。

４  期日前投票所
県内134箇所
※各市区町に1箇所以上設置されます。

５  期日前投票の手続（流れ）
（１）受付
　　　受付で宣誓書の用紙を受け取り、宣誓書に記載されている期日前投票の事由のいずれかに該当する旨の宣誓をし、受付に提出します（印鑑不
要）。
（２）投票用紙の交付

選挙人名簿との対照の後、投票用紙を受け取ります。
（３）投票

投票記載台において投票用紙に投票の記載をし、投票箱に投函します。

６  その他
名簿登録地以外の市区町村に滞在していたり、病院、老人ホームなどに入院・入所中で、期日前投票ができない方は、不在者投票ができます。



提 供 日 2026/02/08

タイトル 第51回衆議院小選挙区選出議員選挙における期日
前投票の最終結果（令和8年2月7日終了時点） 

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

　　仕事や旅行などで投票日当日に投票できない場合には、期日前投票を行うことができます。
　　静岡県選挙管理委員会では、今回の第51回衆議院議員総選挙においても、多くの有権者に期日前投票の利用を広く呼び掛けていたところです。
　　1月28日（水）から始まった期日前投票の最終結果について、県内各市区町の状況を取りまとめましたので、資料提供します。

１　報告基準日
　　令和8年2月7日（土）終了時点

２　衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の最終結果 （ ※ 期日前投票者数 を 訂正 ：2 月9 日午前2 時25 分 ）
　　（公示日後11日、選挙期日1日前現在）

選挙人名簿登録者数
（人）　Ａ

期日前投票者数
（人）　Ｂ

期日前投票率
（％）　Ｂ/Ａ

（8.1.26現在）
2,961,965

（8.2.7現在）
688,421

↓

688,398

23.24

 ※ 投票率 は 訂正 なし

※選挙人名簿登録者数には、在外選挙人名簿登録者数を含む。
※期日前投票者数には、在外選挙人で日本国内において期日前投票をした者を含む。

＜参考＞
令和6年10月27日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙における期日前投票の最終結果
（公示日後11日、選挙期日1日前現在）

選挙人名簿登録者数
（人）　Ａ

期日前投票者数
（人）　Ｂ

期日前投票率
（％）　Ｂ/Ａ

（6.10.14現在）
2,991,501

（6.10.26現在）
581,805 19.45

※選挙人名簿登録者数には、在外選挙人名簿登録者数を含む。
※期日前投票者数には、在外選挙人で日本国内において期日前投票をした者を含む。



提 供 日 2026/02/09

タイトル 【当日取材希望】最新の研究成果を紹介！トルコ
ギキョウ技術研修会の開催

担　　当 静岡県 農林技術研究所　大村

連 絡 先 花き生産技術科

TEL 0538-36-1555

  最新の研究成果を紹介します！

～トルコギキョウ技術研修会の開催～　　

本県の主要な花き品目の一つであるトルコギキョウの安定生産のため、生産者を対象に、病害や高温対策に関する研
究所の新たな成果を紹介する研修会を開催します。種苗会社によるおすすめ品種の紹介もあります。

１ 日　時　令和８年２月12日(木)午後１時30分から４時30分まで
　　　　　
２ 主　催　静岡県農林技術研究所

３ 場　所　静岡県立農林環境専門職大学４階A416視聴覚室
（〒438-0803磐田市富丘678-1）

４ 参加者　静岡県内トルコギキョウ生産者、JA静岡経済連、県　約50人
                                                         
５ 内　容

(１)品種説明会　13:35～15:15
　  参加種苗会社：株式会社サカタのタネ、タキイ種苗株式会社
　　　　　　　　　　　 住化農業資材株式会社、カネコ種苗株式会社

　(２)研究所成果発表会　15:25～16:25
　　・低濃度エタノールを用いた土壌還元消毒について
　　・施設花き(バラ・ガーベラ)における高温対策について

６　取材のポイント
　　・研修会終了後に、研究所職員が取材対応いたします。

過去の研修会の様子

土壌病害対策技術開発の様子



提 供 日 2026/02/09

タイトル 浜名特別支援学校高等部生徒が合同販売会・
清掃活動を行います！

担　　当 教育委員会 浜名特別支援学校

連 絡 先 副校長　山本　恭子

TEL 053-594-5658

浜名特別支援学校高等部生徒が合同販売会・清掃活動
を行います！

浜名特別支援学校高等部生徒が地域の方々への作業製品の販売や公共施設の清掃活動を行います。販売を担当する４つの班は作
業学習で制作した作品を販売するほか、今回初めての試みで、会場であるイオンタウンのデジタル広告を使って作業販売の宣伝も
行います。サービス班は、新居図書館にて、窓拭きなどの清掃作業を行います。
この活動は、作業学習で製作した製品を地域の方々に販売したり、清掃活動をしたりすることを通して、充実感を得たり、働く

意義について考えたりする場とすることを目的としています。

１　日　時
令和８年２月13日（金）10:30～11:30　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　会　場　
　　イオンタウン湖西新居（湖西市新居町新居250－11）作業品販売

湖西市立新居図書館（湖西市新居町新居250－５）清掃活動

３　内  容
　　地域に出ての作業製品の販売と清掃作業

班　名 活　動 内　容

木工芸班 ミニぼうき、カトラリーケース、ペン立て等

陶芸班 皿、茶碗、コップ、花瓶、置物

農耕班 野菜（ブロッコリー、じゃがいも等）花の苗（パンジー、きんせんか等）

環境整班

販売

桜のチップ

サービス班 清掃 新居図書館の窓拭きなど

４  参加者
　　生　徒：43人（高等部１～３年生）
　　教　員：23人

５  問合せ先　
　　静岡県立浜名特別支援学校
　　担　当：副校長　山本　恭子　
　　電　話：053－594－5658　　　

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2026/02/09

タイトル 令和７年度高等学校文化連盟特別表彰式の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　霧生尚央

TEL 054-221-3146

令和７年度高等学校文化連盟特別表彰式の開催

令和７年度文化部活動の各種大会において全国大会１位から３位に相当する成果を挙げた個人、団体等を表彰します。

１　日　時
　　令和８年２月13日（金）午後２時から３時まで

２　会　場
    静岡県総合研修所もくせい会館　１階　富士ホール
   （静岡市葵区鷹匠３－６－１）電話054-245-1595

３　次　第
　(1) 開会の辞
  (2) 式辞
  (3) 来賓祝辞
  (4) 表彰状授与
　(5) 受賞者代表あいさつ 
　(6) 閉式の辞

４　主　催
　　静岡県高等学校文化連盟

５　受賞者
【団体の部】４団体

学校名 部活動名 受賞名 主催
浜松聖星高等学校 吹奏楽部 第73回全日本吹奏楽コン

クール　金賞
全日本吹奏楽連盟
朝日新聞社

浜松市立高等学校 マンドリン部 令和７年度全国高等学校
ギター・マンドリン音楽コン
クール　文部科学大臣賞

全日本高等学校ギ
ター・マンドリン音楽
振興会

浜松修学舎高等学校 吹奏楽部 第38回全日本マーチングコ
ンテスト　銅賞

一般社団法人全日
本吹奏楽連盟

沼津市立沼津高等学校
　　　

バトン部 第53回バトントワーリング全
国大会　金賞

一般社団法人日本
バトン協会

【個人の部】９人
学校名・生徒名 受賞名 主催

浜松学芸高等学校
３年　加藤さん

令和６年度第36回読書感想画中央コン
クール　高等学校の部　
文部科学大臣賞

全国学校図書館協
議会　毎日新聞社
実施都道府県学校
図書館協議会

浜松学芸高等学校
３年　柳田さん

第49回全国高等学校総合文化祭
放送部門　朗読部門　優秀賞

文化庁、全国高等
学校文化連盟

浜松市立高等学校
３年　須山さん

第72回NHK杯全国高等学校放送コンテ
スト　朗読部門　優秀賞

全国放送教育研究
連盟・NHK

浜松工業高等学校
３年　平野さん

第49回全国高等学校総合文化祭
囲碁部門　男子個人の部　３位

文化庁、全国高等
学校文化連盟、

静岡高等学校
１年　浅原さん

第20回全国高等学校ARDF競技大会　
クラシック144MHz帯競技部門　女子個
人の部　優勝

全国高等学校アマ
チュア無線連盟

科学技術高等学校
２年　森島さん

第20回全国高等学校ARDF競技大会　
スプリント　女子個人の部　優勝

全国高等学校アマ
チュア無線連盟

科学技術高等学校
２年　中司さん

2025全日本ARDF競技大会
クラシック競技144MHz帯　W19クラス　
第１位

一般社団法人　日
本アマチュア無線
連盟

科学技術高等学校
３年　杉原さん

第20回全国高等学校全ARDF競技大会
スプリント　男子個人の部　第２位
2025全日本ARDF競技大会
クラシック競技144MHz帯　M19クラス　
第２位

全国高等学校アマ
チュア無線連盟
一般社団法人　日
本アマチュア無線
連盟

清水南高等学校
河原崎さん

第68回全国学芸サイエンスコンクール　
サイエンスジャンル高校生の部
金賞・文部科学大臣賞

旺文社

６　連絡先
　　静岡県高等学校文化連盟事務局
　　054-254-7375（担当　杉本理枝）

静岡県教育委員会　



提 供 日 2026/02/09

タイトル 「めいすいくんと学ぼう！選挙クイズチャレン
ジ」を開催します！

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　中澤

TEL 054-221-2058

しずチカ　イベントスペースにおいて
「めいすいくんと学ぼう！選挙クイズチャレンジ」を開催します！

　静岡県選挙管理委員会と静岡県明るい選挙推進協議会が任命した「若者選挙パート
ナー」の企画により、しずチカイベントスペースにおいて、選挙に関するクイズを出
題するイベントを実施します。

＜開催概要＞
１　日　時　令和８年２月15日（日）10:00～15:00

２　場　所　しずチカ　イベントスペース
　　　　　（静岡市葵区黒金町49-1　ＪＲ静岡駅北口地下広場）　

３　参加者　若者選挙パートナー９名

４　実施内容　
　・若者選挙パートナーが、活動を周知するための街頭啓発（ポケットティシュの配
布）を行います。
　・ 通行人 の 方 にクイズへの参加を呼びかけ、参加者にはめいすいくんのメモ帳を配
布します。
　・当日はイベントの様子を若者選挙パートナーのSNSにて発信します。
　　※「めいすいくん」は、明るい選挙のイメージキャラクターです。詳細は添付資料をご覧ください
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2026/02/09

タイトル 【取材依頼】－最新の研究成果が目白押し－
茶業研究センター研究成果発表会を開催します

担　　当 経済産業部 農林技術研究所茶業研究センター新商

品開発科

連 絡 先 研究統括官

TEL 0548-27-2880

－最新の研究成果が目白押し－

茶業研究センター研究成果発表会を開催します

茶のスマート農業技術や県内外の品種をはじめ、有機栽培に向けた施肥、防除技術やドリンク飲料向けの荒茶品質など、茶に
関する最新技術等を紹介します。

１　日時

　令和８年２月27日（金）午後１時から４時15分まで

　（午後０時より同会場で品種茶の試飲を行います）

２　場所

　静岡県茶業研究センター１F　カンファレンスホール他（菊川市倉沢1706-11）

　本会場定員：先着150名　※オンライン配信も行います。

３　発表内容

(1) 市販のセンサやスマホ等を利用した茶生育推定技術
(2) 「しずゆたか、つゆひかり」の初期生育特性とその他品種について
(3) 茶の被覆技術について
(4) Crush処理工程を組み込んで製造した、ドリンク原料向け荒茶の特性
(5) 各種有機質資材の窒素肥効発現特性と施肥設計試算シートの活用方法
(6) チャ鱗翅目害虫の発生状況およびその特徴
(7) フレーバーティーの作り方とChaOIファクトリーの活用について

４　対象　　茶業関係者、関係機関等

５　申込み　Googleフォームまたは電話により参加登録

６　参加費　無料

７　その他

　会場には駐車場がありますが、できるだけ乗り合わせてお越しください。

８　問合せ

　静岡県農林技術研究所茶業研究センター（Tel：0548-27-2880）



提 供 日 2026/02/09

タイトル 今年度最後の開催！県立工科短期大学校令和７年
度オープンキャンパス

担　　当 経済産業部 工科短期大学校学務課

連 絡 先

TEL 054-345-2032､055-925-1073

＼今年度最後の開催！／
静岡県立工科短期大学校

令和７年度オープンキャンパスを開催します！
　
　本校は、「現場に立って、自ら考え、行動できる人材を育成」を基本理念と
し、高度なものづくり人材を育成しています。
　オープンキャンパスでは、各キャンパスの施設見学や授業の体験ができます。
　次回は、下記のとおり実施を予定しています。

１　開催会場・日時
【静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）】令和８年３月14日（土）10時～
【沼津キャンパス（沼津市大岡4044-24）】令和８年３月18日（水）10時～
　　※所要時間：２時間程度

２　対象者
　　本校の見学を希望される方、進学検討をされている方及びその保護者

３　内容
　　学校紹介、キャンパスツアー、授業内容紹介・実演、入試案内、進路や進学に
　関しての個別相談

４　申込方法
　　パソコン・スマートフォンから本校Ｗｅｂサイトにアクセスし申し込み
　　申込ページ　https://scot.ac.jp/opencampus/

５　問合せ先
　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）
　　沼津キャンパス教務課（055-925-1073）

【参考】静岡県立工科短期大学校の概要
　グローバル化や科学技術の進展による大きな変化に対応できる人材を育成するため、清水技術専門校・沼津技術専門校の教育内
容を高度化し、令和３年４月に新たに開校しました。
　静岡キャンパス（３学科）：機械・制御技術科、電気技術科、建築設備科
　沼津キャンパス（３学科）：機械・生産技術科、電子情報技術科、情報技術科

https://scot.ac.jp/opencampus/


提 供 日 2026/02/09

タイトル 山火事予防街頭キャンペーンを実施します
～２月１日から３月31日は山火事予防運動期間～

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林整備課

連 絡 先 森林経営班

TEL 054-221-2717

　　　　　　
　　　　　　山火事予防街頭キャンペーンを実施します
　　　　 ～２月１日から３月31日は山火事予防運動期間～

多くの県民の皆様に頻発する山火事の危険性を知っていただき、山火事予防の重要性をお伝えするため、２月
１日から実施している「静岡県山火事予防運動」にあわせ、街頭キャンペーンを実施します。

１　実施日時
　　令和８年２月16日（月）午前８時20分からおおむね１時間程度

２　実施内容
　（1）時間　午前８時20分から午前９時30分まで
　　　　　　（啓発物品がなくなり次第終了します。）

　（2）場所　JR静岡駅　改札口前コンコース

　（3）内容　山火事予防を周知する啓発物品を配布し、山火事予防を
　　　　　　 通行者に呼び掛けます。
             当日は「ふじっぴー」も参加します！

３　取材対応
　　　当日取材希望の場合は 事前 にJR東海静岡広報室と
　　森林整備課（054-221-2717）までご連絡ください。

※　「静岡県山火事予防運動」とは
　広く県民に山火事予防意識の啓発を図るとともに、予防対策を強化し、森林の保全と地域の安全に資するこ
とを目的に、例年２月～３月までを運動期間とし、特に３月１日から３月７日までを重点活動期間としている
もの。
　チラシ配布やのぼりによる啓発推進等を実施。



提 供 日 2026/02/09

タイトル 豊川水系の取水制限（第５報：強化）

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 農業用水：農地計画課、工業用水：水道企画課

TEL 054-221-3727､054-221-2170

＜危機管理情報＞

豊川用水節水対策協議会(会長：独立行政法人水資源機構豊川用水総合管理所長)は、令和８年２月９日（月）に協議会を開催し、
豊川水系の節水対策を次のとおり決定しました。

２月10日(火)午前９時から、次の取水制限率により第５段階の取水制限を開始する。
農業用水：40％（静岡県湖西市・愛知県）
工業用水：40％（静岡県湖西市・愛知県）
上水道：20％（愛知県）
 (参考) 第４段階の取水制限率（農業用水30％、工業用水30％、上水道17％）

１　今回の取水制限による影響と対応

 県内 における 節水対策対象市町 の 範囲
工業用水１市　湖西市（給水事業所：24事業所）
農業用水１市　湖西市（受益面積：539ha）

 工業用水
・給水区域の一部では水が出にくくなる可能性があります。
・各事業所に対し、これまで以上の節水に努めるよう依頼します。

 農業用水
・畑に設置されている給水栓の一部では、水が出にくくなる可能性がありますが、農業用水の管理を担う土地改良区が、取水制限
に対応した配水管理や各農家への節水対応の呼びかけを行うことにより、キャベツの栽培等の水需要へ対応します。

２　今後の対応
まとまった降雨が見込まれない場合には、河川流況や宇連ダム等の貯留の状況を総合的に判断した上で、さらなる節水対策の強化
を協議していきます。

【参考】
宇連ダムの貯水状況（各日０時時点）

貯水量（千m3） 貯水率（％） 平年比（％）有効貯水量
（千m3） 1月27日　⇒　２月９日 1月27日　⇒　２月９日 1月27日　⇒　２月９日
28,420   2,023　⇒　1,326  7.1　⇒　4.7 11.9　⇒　8.3 

宇連ダム地点降水量（ダム管理者データ）
降水量 平年降水量 平年比

 ９月 349mm 286mm 122％
10月 132mm 213mm  62％
11月   27mm 108mm  25％
12月   45mm   70mm  64％
 １月     1mm   58mm    2％

豊川用水節水対策協議会構成団体

団体名 備考
愛知県農林基盤局
愛知県企業庁
静岡県経済産業部 （担当）農地局農地計画課
静岡県企業局 （担当）水道企画課
豊川総合用水土地改良区
牟呂用水土地改良区
松原用水土地改良区
湖西用水土地改良区
独立行政法人水資源機構中部支社 事務局

（会長）豊川用水総合管理所長



提 供 日 2026/02/09

タイトル 静岡県の地場産業を知るイベント「バイク×プラ
モで体感する世界ブランド 」を開催します！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班　勝俣

TEL 054-221-2812

１　要　旨
本格的に職業選択を意識する世代である高校生を対象に、本県の地場産業であるオートバイとプラモデルに触れることができるイ
ベントを開催します。
世界的なオートバイメーカーであるヤマハ発動機の社員による会社紹介や展示施設見学、実車解説のほか、タミヤ製オートバイプ
ラモデルの製作体験を実施します。
ものづくりの楽しさ・素晴らしさを知ることで、県内企業への就職を志す産業人材の育成につなげていきます。

２　講演会概要
名　称 バイク×プラモで体感する世界ブランド 

-本物に触れる、夢が加速する- 
開催日 2026年3月14日（土曜日）
時　間 午後1時00分から午後4時50分まで
会　場 ヤマハ発動機本社 コミュニケーションプラザ

（磐田市新貝2500番地）
対象者 県内高校生　先着24名
参加費 無料
企　画 静岡大学　芳賀正之教授
協　力 ヤマハ発動機株式会社

株式会社タミヤ
静岡模型教材協同組合

内　容 ・ヤマハ発動機社員による会社紹介、施設見学、オートバイ実車解説
・タミヤ製オートバイプラモデルの製作体験

３　参加申込

以下に掲載のフォームから申込

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/chiikisangyo/1044754/1064332/1079285.html

４　当日取材等問合せ先

静岡県経済産業部商工業局地域産業課地域産業班　勝俣

TEL：054-221－2812
E-mail：chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/chiikisangyo/1044754/1064332/1079285.html
mailto:chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/09

タイトル しず恋(こい)プロジェクト2026　しずおかハッ
ピーコネクト　～若手社会人の出会いを応援～

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 健康福祉部こども政策課

TEL 054-221-2608

しず恋(こい)プロジェクト2026 

しずおかハッピーコネクト
～　若手社会人の出会いを応援　～

　県と市町が運営する公的な結婚支援拠点「しずおかマリッジ」では、明治安田生命保険相互会社と連携し、結婚を希望する若手
社会人の出会いを応援する「しず恋（こい）プロジェクトを展開しています。
　このたび、非会員の若手社会人（男女）を対象とした大型交流イベント「しずおかハッピーコネクト」を初開催します。
　スペシャルゲストの結婚までの体験談が聞けて、参加者同士に交流していただける気軽なイベントです。（マッチングはありま
せん）
　
１　開催概要

イベント名 しず恋（こい）プロジェクト2026　
しずおかハッピーコネクト

日時 2026年３月15日（日）　午後１時～午後３時
会場 グランディエールブケトーカイ　シンフォニー

（静岡市葵区紺屋町17-1　葵タワー４階）
内容等

（予定）
12：15～　参加者受付／グループ分け
13：00　　オープニングトーク
13：10　　スペシャルトーク
　　　　　　　スペシャルゲスト　橋本マナミ（俳優・タレント）
13：25　　交流タイム
15：00　　エンディング

募集対象 独身の若手社会人（20～39歳）200名程度（男女各100名）
※しずおかマリッジ非会員

参加費用 1,500円
申込み方法 参加申込みフォームから申込み（応募多数の場合は抽選）

https://happypro.me/party_info/detail/7035

（※申込み期限：令和8年３月６日（金））

２　イベントのポイント
　・若手社会人の交流イベント(マッチングなし)を初開催！
　・著名なゲストによる結婚の体験談が聞ける！
　・交流タイムでは協賛企業からの素敵なプレゼントが当たるイベントあり！

３　しずおかマリッジ概要（※令和８年１月31日時点）
・県と３５市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が結婚を希望する方を
　支援するサービス
・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした
　婚活イベント等を県内各地で開催

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
8,498件 2,871件 464件 108件

https://happypro.me/party_info/detail/7035


提 供 日 2026/02/09

タイトル 特別養護老人ホームの入居希望者の状況

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 施設整備班

TEL 054-221-3253

１　要旨
　　  令和７年４月１日時点で、特別養護老人ホームへの要介護３以上の入居希望者の実
      人数は4,279人、前回調査比256人減であった。要介護度１～５の入居希望者の実人
      数は令和２年度から５年連続で減少している。

２　概要
  （１）入居希望者の実人数　　
     令和７年４月１日時点の入居希望(申込)者から重複申込者や死亡者等を除いた実人
  数（要介護３以上）は4,279人、前回調査比256人減であった。　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

年月日
要介護

５
要介護

４
要介護

３
３以上
計

要介護
２

要介護
１

全希望
者

R7.4.1 614 1,505 2,160 4,279 121 87 4,487

R6.4.1 632 1,532 2,371 4,535 160 91 4,786

※特別養護老人ホームへの入居は原則として要介護３以上の方に限定されている。
ただし、要介護１又は２の方であっても、一定の事情があれば特例的に入居可能である。

   （２）入居希望者の実人数のうち在宅で6か月以内の入居を希望する方
　　調査時点で在宅にあり、６か月以内に入居を希望する方（要介護３以上）は1,441人、
  前回調査比204人減であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

年月日 要介護５ 要介護４ 要介護３ ３以上計 要介護２ 要介護１ 全希望
者

R7.4.1 150 467 824 1,441 41 31 1,513

R6.4.1 177 499 969 1,645 44 25 1,714

   （３）（２）のうち入居の必要性が高いと判断される方
     静岡県指定介護老人福祉施設優先入所指針により、入居の必要性が高いと判断され
   る方（要介護３以上）は628人、前回調査比37人減であった。　　　　                    　（単位：人）

年月日 要介護５ 要介護４ 要介護３ 計 要介護２ 要介護１
全希望

者
R7.4.1 137 246 245 628 0 1 629

R6.4.1 156 245 264 665 2 0 667

  ※入居の必要性が高い：一人暮らし、介護者が要介護・病気療養中等

３　今後の方針
在宅での生活が困難な方の入居ニーズに対応するため、今後のサービス見込み量を

      踏まえつつ、施設の長寿命化を支援していく。
在宅サービスの一層の充実を図り、地域包括ケアシステムを推進していく。
ヤングケアラーへの配慮を進めるため、静岡県指定介護老人福祉施設優先入所指針

      の見直しを行う。（現在パブリックコメント実施中）



提 供 日 2026/02/09

タイトル パラアスリートが富士特別支援学校 富士東分校を
訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

     県ゆかりのパラアスリート山口光男選手が富士特別支援学校 富士東分校を訪問

                      講演や陸上競技体験を通じて生徒と交流します

１　概　要

　　県では、静岡県ゆかりのパラリンピアンを静岡県パラスポーツ応援隊に任命し、学校や、民間企業・市町が実施する

　パラスポーツ関連のイベント等へ派遣することで、パラスポーツの普及啓発や障害への理解を深める取組みを行ってい

　ます。

　　今回、リオパラリンピック出場の山口光男選手（陸上走り幅跳び・富士市在住）が、静岡県立富士特別支援学校 富士

　東分校を訪問し、講演や、陸上競技指導を通じて生徒と交流します。

２　内　容

項　目 内　容

日　　時 令和８年２月13日（金）13:10～14:00

場　　所 静岡県立富士特別支援学校富士東分校（富士市今泉2921）

講　　師

山口　光男　選手
・富士市在住
・主な戦績

リオ2016パラリンピック　陸上男子走り幅跳び（T20・知的）10位　

※静岡県パラスポーツ応援隊として派遣

参 加 者 全校生徒　31名

内　容
・講演（自己紹介・生徒からの質問コーナー）　
・陸上競技指導（走り方、跳び方等）　　　　　　　
・記念撮影
　　　　　　　　　　　　

３　取材について

　　取材いただける場合には、別紙：取材申込書を2月12日(木)正午までにメールまたはFAXにて、以下申請先まで送付

　願います。

　　取材申請先：（公財）静岡県障害者スポーツ協会　担当：中野

　　　　　　　　　TEL　：054-221-0062　FAX　：054-651-2600

                  メール：s-spokyo@za.tnc.ne.jp

　　静岡県パラスポーツ応援隊に関する問合せは下記県担当まで御連絡ください。

　　担当︓⽣涯・パラスポーツ班　牧野（054-221-3375）

mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp


提 供 日 2026/02/09

タイトル チームパラスポしずおか交流会2026を開催しま
す！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

チームパラ スポしずおか交流会2 0 2 6 を 開催します！

～連携で広がるパラ スポーツの未来～

１　概要

　県では、官民が連携して本県のパラスポーツの推進及び普及啓発に取り組むことを目的として、「ふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアム」を

立ち上げ活動しています。

このたび、コンソーシアムの交流会を下記のとおり開催します。本交流会では、地域の企業・団体が連携して実施したパラスポ―ツイベントの事例

紹介や会員交流のほか、デフリンピックの開催報告も行います。

２　日程・内容

項　目 内　容

日　　時 令和８年2月19日（木）14:00～16:00
場　　所 グランシップ　６階　交流ホール　（静岡市駿河区東静岡２ー３ー１）

内　　容

第１部　会員による事例紹介、デフリンピック大会報告
　・企業×パラスポーツ競技団体によって広がる地域貢献の形
　　－大会スポンサーを通じた共創事例ー
　　登壇者　 NPO法人静岡FIDサッカー連盟
　　　　　　  　静岡県車椅子バスケットボールクラブ
　　　　　　  　日本生命保険相互会社

　・地域密着企業の連携によるパラスポーツへの新たな関わり
　　－商店街イベントで生まれた共創事例ー
　　登壇者　 清水クロス
　　　　　　  　株式会社静岡銀行　清水中央エリア
　　　　　　  　三井住友海上火災保険株式会社

　・デフリンピック大会報告
　　登壇者　 東京2025デフリンピック自転車競技 男子個人ロードレース 　銅メダル　藤本 六三志 選手
　　　　　　 　 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団デフリンピック準備運営本部

第２部　参加者による交流会、会員団体によるブース出展

3 　取材について

　取材いただける場合には、別紙取材申込書を2月18日（水）までにメールにて県スポーツ振興課あて送付願います。（スポーツ振興課：

sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

イベント内容に関するお問合せ等については、下記担当までご連絡ください。

＜担当＞静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ振興課　　名倉

　　　　　　　 電話：054-221-3284 　

当日連絡先：080-1580-8162（公用携帯）　

参考：ふじのく にパラスポーツ推進コンソーシアム（愛称：チームパラスポしずおか）と は

パラスポーツの推進を通じて、障害の有無に関係なく誰もが個性を発揮し、いきいきと健康に暮らせる共生社会の実現を目指して令和５年８月

に設立された官民連携の共同事業体。

※コンソーシアムの詳細については、以下のホームページをご覧ください。

　https://para-shizuoka.jp/

（←左記QRコードからもアクセスできます）

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
https://para-shizuoka.jp/


提 供 日 2026/02/09

タイトル 早瀨憲太郎選手が講演！デフリンピック
特別授業を実施します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

早瀨憲太郎選手が講演！ デフリンピック特別授業を 実施します！

１　概要

　昨年11月に日本初開催されたデフリンピックを機に高まった機運を大会終了後も継続し、デフスポーツや手話言語、障害への理解促進を図るた

め、自転車競技出場選手や県ゆかりの選手を講師に迎えた特別授業を実施します。（全６校実施予定）

２　特別授業開催日程

項　目 内　容
⽇　　時 令和８年2⽉18⽇（⽔）13:45〜14:35

場　　所 藤枝市⽴⻘島中学校　体育館
（藤枝市⻘葉町1-7-1）

講　　師

早瀨　憲太郎　選⼿
・所属︓学習塾・早瀨道場
・デフリンピック出場競技︓⾃転⾞（ロード）
・主な戦績︓

2016 第４回デフ・ツールド・台湾 個人総合２位、チーム総合２位
2017 第23回夏季デフリンピック 1000mスプリント　６位
東京2025デフリンピック　⾃転⾞・ロード競技出場

参 加 者 １年⽣273名、2年⽣245名　計518名

内　　容 ・講演（⾃己紹介・競技紹介・東京大会報告・耳が聞こえない世界・共⽣社会）
・質問コーナー、写真撮影

　※今後実施を予定している残り2校についても随時記者提供いたします。

3 　取材について

　取材いただける場合には、別紙取材申込書を2月16日（月）までにメールにて県スポーツ振興課あて送付願います。（スポーツ振興課：

sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

（参考１）　これまでの特別授業の様子

　　　 　
　1/28　早瀨久美選手授業　　　　　　　1/29 村岡翼輝選手授業

（参考２） デフリンピック特別授業日程一覧（終了分も 含む）
授業⽇ 授業時間 講師 学校名 対象者 ⽣徒数

１⽉28⽇(⽔) 13:00〜14:15 早瀨久美選⼿ ⻑泉町⽴⻑泉⼩学校 ４年⽣ 166

１⽉29⽇(⽊) 13:35〜14:20 村岡翼輝選⼿ 富⼠宮市⽴⿊⽥⼩学校 ５年⽣ 77

２⽉６⽇(⾦) 13:25〜14:10 佐藤正樹選⼿ 川根本町⽴三ツ星学園 ５・６年⽣ 44

２⽉18⽇(⽔) 13:45〜14:35 早瀨憲太郎選⼿ 藤枝市⽴⻘島中学校 １・２年⽣ 518

２⽉26⽇(⽊) 14:25〜15:10 髙橋遥佳選⼿ 湖⻄市⽴東⼩学校 ４〜６年⽣ 71

２⽉27⽇(⾦) 13:30〜14:20 髙橋遥佳選⼿ 菊川市⽴岳洋中学校 １年⽣ 134

合計 1,010

moushikomisyo.pdfmoushikomisyo.pdf

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/09

タイトル アジア・アジアパラ競技大会　静岡県を含む６都
府県限定でチケット先行販売が行われます！ 

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

2026年に開催される愛知・名古屋アジア競技大会・アジアパラ競技大会のチケット先行販売が、2月26日（木）より静岡県を含む6都府県限定で開
始されます。
これにより、地域の皆さまには一般販売に先駆けて安心して観戦チケットを確保いただけます。
スポーツの祭典を間近で体感し、地域の一体感を盛り上げる絶好の機会です。
ぜひ、ご家族や友人と共に未来のスターたちの熱戦を応援しましょう！

○先行販売の概要

区　分 内容

対象者 開催地域住民　※愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、東京都、大阪府に住む人

販売期間 2026年２月26日（木）午後５時から2026年３月９日（月）午後11時59分まで

販売チケット
チケット種類

○開会式・閉会式、競技観戦のすべてが対象

チケットの種類 内容

一般チケット 一般向けチケット（誰でも購入可）

子供料金チケット
15歳未満（開閉会式または競技開催日時点）の人が対
象の割引チケット　※最下位席種のみ対象

障害者料金チケット
障害者手帳を保有する人が対象の割引チケット
※最下位席種のみ対象

車いすチケット
車いすの人およびその同伴者(１名)が一緒に観戦
できるチケット　※同伴者１名の料金が無料

ホスピタリティパッ
ケージ

特別な体験やギフト付きのプラン、専用ルーム等で食事
を楽しみながら観戦できるプラン

購入方法

○購入方法：大会公式チケットインフォメーションから購入

※先行販売のチケットは先着順

その他

○オリジナルデザインの紙チケット購入が可能（先行販売限定）

今後の予定 ○2026年３月に先行販売（第二次）、2026年６月頃に一般販売を開始予定
※いずれも対象者の限定なく販売

○リンク
詳細は、大会公式ホームページからご確認ください。

＜アジア競技大会＞
https://www.aichi-nagoya2026.org/news/detail/1120
＜アジアパラ競技大会＞
https://www.asianparagames-2026.org/news/detail/227

https://www.aichi-nagoya2026.org/news/detail/1120
https://www.asianparagames-2026.org/news/detail/227


提 供 日 2026/02/09

タイトル 産業廃棄物処理業許可の取消し

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 産業廃棄物班

TEL 054-221-2423

産業廃棄物処理業者に対し産業廃棄物収集運搬業許可の取消処分を行いました。

１　処分を受けた者
所在地　静岡県島田市阪本1192番地
名　称　株式会社三成

２　処分内容
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）第14条の３の２第１項第４号に基づき、産業廃棄物収集

運搬業許可を取り消す。

３　処分年月日
　　令和８年２月５日

４　処分理由
　　株式会社三成は、令和８年１月14日に静岡地方裁判所において破産手続開始の決定を受けた。
　　これにより、同社は、法第14条第５項第２号イに規定する欠格要件に該当するに至ったため。



提 供 日 2026/02/09

タイトル 新設住宅着工統計 令和７年計及び令和７年12月の
主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計　令和７年計
令和７年12月の主な動向

１.令和７年計
＜総戸数＞

令和７年計の新設住宅着工戸数は、18,070戸（対前年比4.1％減）。前年と比較して、貸家で増加したが、持家・給与住宅・分譲住宅で減少
したため、全体で減少となった。

（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年戸数 対前年増減比
持家 8,173 8,698 △6.0％

民間資金 7,199 7,743 △7.0％
公的資金 974 955 2.0％
うち機構融資 ※１ 105 119 △11.8％

貸家 6,398 6,157 3.9％
民間資金 5,413 5,412 0.0％
公的資金 985 745 32.2％

給与住宅 ※２ 130 367 △64.6％
分譲住宅 3,369 3,623 △7.0％
うちマンション 572 990 △42.2％

合計 18,070 18,845 △4.1％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年戸数 対前年増減比
東部 5,293 5,616 △5.8％
中部 5,742 5,734 0.1％
西部 7,035 7,495 △6.1％
合計 18,070 18,845 △4.1％

＜直近６ヶ年間の推移＞
R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年

年計着工戸数 20,397 21,271 19,776 19,415 18,845 18,070
対前年増減比 △8.1% 4.3% △7.0% △1.8% △2.9% △4.1%

＜資金別＞
区分 戸数 前年戸数 対前年増減比
民間資金 15,754 16,369 △3.8％
公的資金 2,316 2,476 △6.5％
うち機構融資 199 242 △17.8％

合計 18,070 18,845 △4.1％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年戸数 対前年増減比
在来工法 10,950 12,392 △11.6％
プレハブ工法 3,699 3,301 12.1％
枠組壁工法 3,421 3,152 8.5％
合計 18,070 18,845 △4.1％

＜構造別＞
区分 戸数 前年戸数 対前年増減比
木造 12,482 12,082 3.3％
非木造 5,588 6,763 △17.4％
合計 18,070 18,845 △4.1％

＜参考＞
戸数 前年戸数 対前年増減比

全国 740,667 792,195 △6.5％

２.令和７年12月
＜総戸数＞

令和７年12月の新設住宅着工戸数は、1,456戸（対前年同月比39.1％増）。前年同月と比較して、持家・貸家・分譲住宅で増加したため、全
体で増加となった。

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 755 645 17.1％



民間資金 663 580 14.3％
公的資金 92 65 41.5％
うち機構融資 ※１ 6 9 △33.3％

貸家 393 155 153.5％
民間資金 303 92 229.3％
公的資金 90 63 42.9％

給与住宅 ※２ 8 8 0.0％
分譲住宅 300 239 25.5％
うちマンション 15 40 △62.5％

合計 1,456 1,047 39.1％

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 429 393 9.2％
中部 480 313 53.4％
西部 547 341 60.4％
合計 1,456 1,047 39.1％

＜直近６ヶ月間の推移＞
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

前年着工戸数 1,638 1,656 1,359 2,046 1,396 1,047
直近着工戸数 1,662 1,605 1,403 1,766 1,327 1,456

対前年同月増減比 1.5％ △3.1％ 3.2％ △13.7％ △4.9％ 39.1％

＜資金別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,250 897 39.4％
公的資金 206 150 37.3％
うち機構融資 11 15 △26.7％

合計 1,456 1,047 39.1％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 866 713 21.5％
プレハブ工法 356 187 90.4％
枠組壁工法 234 147 59.2％
合計 1,456 1,047 39.1％

＜構造別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 1,057 818 29.2％
非木造 399 229 74.2％
合計 1,456 1,047 39.1％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 62,118 62,957 △1.3％
表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2026/02/09

タイトル 【取材依頼】静岡県最大規模の移住相談会「静岡
まるごと移住フェア」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2250

【 取材依頼】 静岡県最大規模の移住相談会「 静岡まるごと 移住フ ェ ア」 を開催し ます！

静岡県は、豊かな自然環境や温暖な気候、東京圏からの近接性など、様々な魅力が評価され、本県への移住者数、移住相談件数ともに年々増
加しております。
　本県への移住に関心のある方、ライフスタイルを変えたい方などに向けて、県内自治体、団体や企業が一堂に会する大規模相談会「静岡ま
るごと移住フェア」を開催し、新しい暮らし方の提案や、仕事、住まい選びの相談など、本県への移住をまるごとサポートします。

１　開催日時
　　　令和８年２月14日(土) 10:30～16:30

２　開催方法
　　　東京交通会館12階ダイヤモンドホール（東京都千代田区有楽町2－10－1）

３　主催等
　　　静岡県、ふじのくにに住みかえる推進本部
　　　（共催：公益社団法人ふるさと回帰・移住交流推進機構）

４　出展者
　　　約60団体（静岡県、市町、仕事・暮らし・住まいに関する団体・企業等）

５　内容
　　・出展者との対面による個別相談　　・移住セミナー
　　・体験＆ワークショップ　　・キッズスペ－スもご用意しています！
　　・静岡の名物が抽選で当たる抽選会
　　・事前申込いただいた方には静岡茶ティーバッグをプレゼント！
　　※詳細は、別添チラシ又はホームページからご確認ください。

６　特設WebサイトURL・二次元コード
　　https://marugotoiju.pref.shizuoka.jp　

※取材希望の場合は、人数、代表者名、訪問予定時間を事前に上記連絡先まで御連絡ください。

（当日連絡先（公用携帯）：090-6805-1420）

参加者募集告知　・　催事等の当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果等の公表

https://marugotoiju.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2026/02/09

タイトル 本県の「日印友好交流促進全国知事ネットワー
ク」への参加

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309

本県の「日印友好交流促進全国知事ネットワーク」への参加

　このたび、インドとの交流に取り組む都道府県の横断的な連携の推進を目的とした「日印友好交流促進全国知事ネットワーク」が発足し、

本県も参加することになりました。

　2 月16 日（月）に開催される発足イベント（オープニングセッション）には平木副知事が出席しますので、ぜひ御取材ください。

１　日印友好交流促進全国知事ネットワークの概要

目　的 インドとの交流に取り組む都道府県が横のつながりを深め、各々が持つ
知見の共有や事業での連携を進める。

参加県
（2 /9 時点）

岩手県、宮城県、新潟県、富山県、山梨県、長野県、静岡県、愛知県、
鳥取県、香川県
※新潟以外の９県が共同発起人。事務局は山梨県。

発足日 令和８年２月16 日（月）（予定）

２　オープニングセッショ ン概要

日 　時　　　2 0 2 6 （令和８）年２月16 日（月）　午後５時から午後７時3 0 分まで

場　 所　　　駐日インド共和国大使館（東京都千代田区九段南２-２-11）

内　 容　　　第１部　知事ネットワークオープニングセッション

（予　 定）　　　・参加県の知事、副知事によるシンポジウムあり

　　　　　　　　　（平木副知事が登壇し、本県とグジャラート州との交流等を紹介）

 　第２部　日印美酒美食フェス（立食形式）

参加者 　・各県代表

　・駐日インド大使館関係者、関係省庁関係者

　・各県企業関係者、在京インド企業関係者　ほか

・ 会場 への 入場 には 、 事前登録 が 必要 です 。取材いただける場合は、２月13 日（金）正午までに
　下記担当あてご連絡ください。
・会場に駐車スペースはございません。

担当 地域外交戦略班　川島

連絡先 0 5 4 -2 2 1-2 3 0 9



提 供 日 2026/02/10

タイトル 静岡県立静岡南部特別支援学校の閉校

担　　当 教育委員会 特別支援教育課

連 絡 先 特別支援教育課

TEL 054-221-2942

静岡県立静岡南部特別支援学校の閉校

１　概要

　　静岡南部特別支援学校は、静岡済生会療育センター令和に入所する児童生徒が通学する学校ですが、今後、隣接する静岡済生

会療育センター令和の入所者の減少に伴い、同校の児童生徒数も減少する想定であり、学習集団や教職員配置の確保という観点

から学校運営が困難となる見込みであるため、令和９年３月末に閉校します。

　 県議会２月定例会に静岡県立学校設置条例の一部を改正する条例として提出し、県議会の議決をもって正式に決定します。

２　学校の概要

対象とする障害 肢体不自由

設　置　場　所 静岡市駿河区曲金５丁目3-30（静岡済生会総合病院隣）

設　置　学　部 小学部・中学部

令和７年児童生
徒数

５人　（令和元年:20人、令和３年:16人、令和５年:８
人）

建 物 建 築 年 1985年（築40年）
　　

３　学校の沿革

昭和55年４月 静岡県立静岡南部養護学校が設立

昭和60年12月 新校舎に移転

平成20年４月 静岡県立静岡南部特別支援学校に名称を変更
　　

４　今後の対応

　　閉校後、児童生徒は中央特別支援学校に通学します。

                                                                                          静岡県教育委員会



提 供 日 2026/02/10

タイトル 令和９年４月開校予定の県立特別支援学校の校名
案

担　　当 教育委員会 特別支援教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2942

令和９年４月開校予定の県立特別支援学校の校名案について
　
　令和９年４月開校予定の中東遠・浜松地区新特別支援学校の校名案について、一般公募の上、以下のとおり決定しました。

　　県議会２月定例会に静岡県立学校設置条例の一部を改正する条例として提出し、県議会の議決をもって校名が正式に決定します。

１　中東遠・浜松地区新特別支援学校

校名案 静岡県立磐田特別支援学校

理　由

所在地である「磐田」とすることで、児童生徒や地域    
の方々からも、県内外の方々からも分かりやすく、親近
感がもてる。また、袋井、掛川、藤枝等、県内の特別支
援学校名と併記したとき一体感がある。地域の発展とと
もに歩み、地域に根ざした学校になるようにという願い
が込められている。

応募期間 令和７年９月26日～令和７年10月30日
応　募
件数等

応募数 116件

設置目的
中東遠・浜松地区の知的特別支援学校の狭隘化解 
消と通学負担の軽減

設置場所
磐田市加茂1026
（磐田市立豊田北部小学校旧敷地）

設置学部 小学部、中学部、高等部

学　校
概　要

対　　象 知的障害（単一・重複）、肢体不自由（重複）

静岡県教育委員会



提 供 日 2026/02/10

タイトル 【変更】静岡県議会令和８年２月定例会の開会日
における常任委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

※総務委員会の審査事項追加（２月16日(月)14時　変更）

　静岡県議会令和８年２月定例会の開会日、本会議休憩中に常任委員会を下記のとおり開催します。
　なお、今回の常任委員会は付託議案の審査のみを行い、所管事務調査は実施しません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

委員会名 日    時 場    所 審査事項・順序

総    務 　２月17日（火）　 
　本会議休憩中

第１委員会室 企画部関係
財務部関係

危機管理くらし環境          　〃 第２委員会室
１　くらし・環境部関係
２　危機管理部関係

厚　　生 〃 第５委員会室
健康福祉部関係
がんセンター局関係

産　　業 〃 第７委員会室
経済産業部関係
企業局関係

建　　設 〃 第４委員会室 交通基盤部関係

文教警察 〃 第６委員会室 教育委員会関係

＊委員会は審査等が終了次第、散会となります。
　なお、委員会室はすべて本館４階にあります。



提 供 日 2026/02/10

タイトル 静岡県議会令和８年２月定例会議事日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

　令和８年２月10日(火)の議会運営委員会において、令和８年２月定例会の会期、議事日程及び
質問者が次のとおり決定されました。

１　会　　期 令和８年２月17日から３月16日まで　28日間
２　開議時刻 午前10時30分（ただし、２月17日は午後１時30分）
３　日　　程

月　日 曜 議　　　　　　　　　　　事 備　　　考

２月17日 火

開　会
本会議　　１　会議録署名議員の指名
　　　　　２　諸般の報告
　　　　　３　会期の決定
　　　　　４　知事提出議案（第１号～第92号）の審議
　　　　　５　知事提出議案（第52号、第62号、第65号、第67号、
　　　　　　　第70号、第72号、第74号及び第76号）の審議（質疑）
常任委員会
本会議
　　　　　１　知事提出議案（第52号、第62号、第65号、第67号、
　　　　　　　第70号、第72号、第74号及び第76号）の審議
　　　　　　　（上程、常任委員長報告、質疑、討論、採決）

議会運営委員会

18日 水 　　休　　　会 　
19日 木 　　休　　　会 　
20日 金 　　休　　　会 　
21日 土 　　休　　　会 　
22日 日 　　休　　　会 　
23日 月 　　休　　　会 　

24日 火
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：藤曲敬宏(自改)、沢田智文(ふ県）

議会運営委員会

25日 水 本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：早川育子(公明)、塚本大(無所属)、河原﨑全(自改）

議会運営委員会

26日 木
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：天野多美子(自改)、鈴木唯記子(ふ県)、大石健司（自改）

議会運営委員会

27日 金
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：江間治人(自改)、宮沢正美(自改)
　　　　　山田新(ふ県)、勝俣昇(自改)

議会運営委員会

28日 土 　　休　　　会 　
３月１日 日 　　休　　　会 　

２日 月
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：杉本好重(自改)、落合愼悟(自改)
　　　　　伊藤和子(ふ県)、鳥澤由克(自改)

議会運営委員会

３日 火
本会議（質疑及び一般質問）
　質問者：伊丹雅治(自改)、盛月寿美(公明)
　　　　　小長井由雄(ふ県)、鈴木利幸(自改)

議会運営委員会

４日 水 　　休　　　会 　
５日 木 常任委員会 　
６日 金 常任委員会 　
７日 土 　　休　　　会 　
８日 日 　　休　　　会 　
９日 月 常任委員会 　
10日 火 常任委員会 　
11日 水 　　休　　　会 　
12日 木 　　休　　　会 　
13日 金 　　休　　　会 議会運営委員会
14日 土 　　休　　　会 　
15日 日 　　休　　　会 　

16日 月

本会議　　知事提出議案（第１号～第51号、第53号～第61号、
　　　　　第63号、第64号、第66号、第68号、第69号、第71号、
　　　　　第73号、第75号及び第77号～第92号）の審議
　　　　 （上程、常任委員長報告、質疑、討論、採決）
閉　会

議会運営委員会

 知事提出議案 　第１号～第92号
 報　　　　告 　第１号～第10号



提 供 日 2026/02/10

タイトル 静岡県議会全員協議会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

  県議会では、２月定例会開会日の午前中に全員協議会を開催し、知事提出予定議案等について関係部局長から説明を受けます。

■　日　　時　令和８年２月17日（火）　午前10時30分から

■　場　　所　静岡県庁本館　県議会議場

■　出席予定者

　　  県議会議員
　　 
　　  企画部長
　　  デジタル戦略部長
　　  総務部長
　　　財務部長
　　　危機管理部長兼危機管理監代理
　　  くらし・環境部長
　　  スポーツ・文化観光部長
　　  健康福祉部長
　　  経済産業部長
　　  交通基盤部長
　　  企業局長
　　  がんセンター局長
　　  教育長
　　  警察本部長
　 　 （順番は説明順）

■　内　容　知事提出予定議案等の説明

■　その他
　　・公開で行います。
　　・当日は、午後１時30分に県議会２月定例会を開会します。



提 供 日 2026/02/10

タイトル 患者さん向け小冊子“学びの広場シリーズ”
『がん患者さんへの運動のススメ』初版を発行

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

患者さん向け小冊子“学びの広場シリーズ”
『がん患者さんへの運動のススメ』初版を発行

  静岡がんセンターは、がんと向き合う患者・家族に対し、最新の情報を提供するための取り組みの一つとして、医師・看護師・
薬剤師・各種技師等の多職種による小冊子“学びの広場シリーズ”を作成し、院内のあすなろ図書館（患者図書館）やよろず相談
（がん相談支援センター）などに置くとともに、全国のがん診療連携拠点病院等のがん相談支援センターを有する472施設へ配布
しています。今回、24種類目となる『がん患者さんへの運動のススメ』の初版を発行しました。

がんの診断や治療は一定の体力を要します。手術や薬物療法、放射線治療などで合併症や副作用が生じると、体を動かす機会が
減ってしまい、食欲も低下するため、筋力・体力の低下とともに体が衰弱しやすい状態になります。さらに、がん細胞は無秩序な
分裂の繰り返しと増殖が行われる際に多くのエネルギーが消費され、がん細胞から分泌されるサイトカインという物質により筋肉
や脂肪が分解されて痩せてしまう“悪液質”が起きやすくなります。がんの治療中は体調が一定ではなく、上がったり下がったり
することもありますが、近年の研究では運動を継続的に行うことで、治療による副作用症状の軽減や免疫機能の向上、がんの種類
によっては、再発・転移のリスクの軽減といった効果が示されており、がん患者さんは運動することのメリットが大きいといえま
す。

運動は、体力低下による治療中断を予防でき、睡眠や生活の質を維持し、気持ちの落ち込みや不安の軽減にもつながります。本冊
子には、その時々での治療段階にあった適切な運動方法や運動量、安全に運動を行うポイントや筋肉量を増やすトレーニング、そ
して「食べる力を維持する」ための運動などが盛り込まれています。是非、運動の効果を知っていただき、積極的に体を動かすよ
う意識していただけるような１冊になれば幸いです。

【冊子の概要】

冊子名
学びの広場シリーズ　診療編５『がん患者さんへの運
動のススメ』
（A5判　カラー　全44ページ）

発行 静岡県立静岡がんセンター（2026年１月発行）

監修 静岡県立静岡がんセンター　総長　上坂克彦
　　リハビリテーション科　部長　伏屋洋志

作成
静岡県立静岡がんセンター
　作業療法士、理学療法士、歯科口腔外科医師、管理
栄養士、看護師　など

ホームページ
ダウンロードサイト

https://www.scchr.jp/book/manabi1/exercise.html
https://www.scchr.jp/cms/wp-content/uploads/2026/01/exercise.pdf

https://www.scchr.jp/book/manabi1/exercise.html
https://www.scchr.jp/cms/wp-content/uploads/2026/01/exercise.pdf


※本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡県立静岡がんセンター　マネジメントセンター　医療広報担当
TEL 055(989)5222　



提 供 日 2026/02/10

タイトル 【建設業×福祉】障害のある人達が麻機遊水地の
堤防除草に挑戦します！（取材依頼）

担　　当 交通基盤部 静岡土木事務所総務課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-286-9308

静岡土木事務所では、全国的にも珍しい「建福連携」（※１）に挑戦しました。

静岡市にある麻機遊水地の堤防除草業務を、従来の建設業者に加え、新たに優先調達（※２）により障害のある人の自立や就労
を支援する団体と契約し、障害のある人の就労機会拡大と社会インフラの計画的な維持管理の両立を目指す画期的な試みです。

１　取材概要

区　分 内　　容 備　考

日　　時

令和８年２月17日（火）10:00～14:00

２月18日（水）10:00～14:00

２月19日（木）10:00～14:00

※雨天中止

場　　所 麻機遊水地第３工区（静岡市葵区野丈）

取材内容

就労継続支援Ｂ型事業所「nanairo」の皆さんによる麻
機遊水地の堤防除草作業（除草、集草など）の様子

※作業風景の撮影だけでなく、作業している方、事業所
職員の方へのインタビューも可能です。

申込方法
取材希望日２日前（土日を除く）の14時までに、問合せ
先に御連絡ください。

問合せ先

静岡土木事務所　総務課建設業班　担当　原田

電　話：054-221-9308（直通）

メール：shizudo-soumu@pref.shizuoka.lg.jp

２　参　考

※１「建福連携」とは？

　　　・建設業と福祉が連携し、建設分野においても障害のある人の就労や活躍を応援していく取組です。

※２「優先調達」とは？

・国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律（障害者優先調達推進法）に基づき、国や地方公
共団体などが物品やサービスを調達する際、障害者就労施設等から優先的・積極的に購入することです。

mailto:shizudo-soumu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/10

タイトル 第４回遠州灘海浜公園（篠原地区）利活用推進協
議会

担　　当 交通基盤部 都市局公園緑地課

連 絡 先 公園緑地班

TEL 054-221-3626

第４回遠州灘海浜公園（篠原地区）利活用推進協議会を以下のとおり開催します。

１　日時：令和８年２月13日（金）　午後１時30分から午後２時30分まで（予定）

２　会場：静岡県庁別館９階特別第二会議室

３　協議会構成員

　　　別紙のとおり

４　次第

　　１　開会

　　２　挨拶

　　３　議事

　　　　・これまでの経緯

　　　　・今後の進め方　　　等

　　４　閉会

５　一般傍聴

　　・会議室での一般傍聴は不可とします。

　　・会議の様子は、YouTubeの「ふじのくにメディアチャンネル」で配信します。

　　・今回の利活用推進協議会で使用する資料は、２月13日（金）午前10時に、

　　　静岡県交通基盤部公園緑地課のホームページにアップロードします。

６　報道機関

　　・参加を希望される社は、事前に別紙「参加申込書」を、２月12日（木）

　　　午後５時までに交通基盤部都市局公園緑地課まで提出してください。

　　・会議終了後、事務局（静岡県公園緑地課、浜松市企画課）が取材に

　　　対応します。



提 供 日 2026/02/10

タイトル 無電柱化事業における包括委託方式に関する協定
の締結式を開催します。

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3359

 無電柱化事業 における 包括委託方式 に 関 する 協定締結式 の 開催
 ～ 電線管理者 の 既存 ストックを 活用 した 事業 のスピードアップ ～

　県と通信会社及び電力会社は、無電柱化事業のスピードアップを図るため、設計から施工までを通信会社や電力会社が一体的に
実施する包括委託方式に関する協定を締結します。
　本協定の締結にあたり、NTT西日本株式会社、NTTインフラネット株式会社、中部電力パワーグリッド株式会社、株式会社トーエ
ネック及び県の５者で締結式を行います。

１　協定締結式
（1）日　時：令和８年２月18日（水）午前10時から午前10時15分（予定）
（2）場　所：静岡県庁別館７階第２会議室
（3）出席者：静岡県交通基盤部長　
　　（予定） NTT西日本株式会社　静岡支店長　
　　　　　　 NTTインフラネット株式会社　東海事業部長　
　　　　　　 中部電力パワーグリッド株式会社　静岡支社長　
　　　　　　 株式会社トーエネック　静岡支店長　
（4）内　容：協定書の手交、写真撮影ほか

２　協定の主な内容

区分 通信会社と道路管理者 電力会社と道路管理者

締結者

・NTT西日本株式会社

・NTTインフラネット株式会社

・静岡県

・中部電力パワーグリッド株式会社

・株式会社トーエネック

・静岡県

内容
NTTや中部電力の既存ストック（電線管理者が設置した管路及びマン
ホール）が活用可能な区間において、無電柱化事業を包括委託する際
に必要な資産の譲渡、施行区分及び費用負担区分等を定める。

３　取材について
　　　取材を希望される方は、令和８年２月16日（月）までに別添「取材申込書」に記載の上、下記問合せメールに御提出くださ
い。

　　　 　  　　 　　　  　　  　　  　　   　　　  　 　　  　  　　  　 　  　　  　　 　　 　　  　　   　　  　 
　 　 　　　  　　 　  　　 　　　　≪問合せ先≫

静岡県交通基盤部道路局道路企画課　疋田、大畑
電話番号：054-221-3359　 　   　　　　　　  
メール：douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp 　 

mailto:douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/10

タイトル プレゼン・展示、講演等による家具・木工産業の
連携促進イベント「Shizuoka-Products Forum  
2026」を開催！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2515

１　要　　旨
　・家具を中心とした本県地場産業の販路開拓や新製品開発、後継者確保の促進の
　　ため、業界関係者から一般の方々まで、多くの皆様にお楽しみいただける
　　イベント「Shizuoka-Products Forum 2026」を開催します!!

２　開催期間・会場
　・令和８年２月20日(金)～22日(日)
　　※開場時間　20日(金)：16:00～19:00　21日(土)、22日(日):9:30～17:00
　・グランシップ９階・10階（静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）

３　開催内容（詳細は下記URLの公式ホームページ等を御覧ください。）
（１）プレゼン・展示（10階・1001会議室　21日、22日のみ）
　・新製品開発や販路開拓、後継者確保に向け、静岡県内で家具・木工産業等に
　　関わるプレイヤーがブースを構え、フォーラムでの活動・研究成果や、新たな
　　アイディア、新製品、業界の魅力についてプレゼン・展示を実施します。

（２）講演・パネルディスカッション（９階　910会議室）
　・日本を代表するインテリアショップ「AREA」を展開する（株）NODA Holdings
　　の野田豪氏による講演や、家具業界が厳しい状況に置かれる中でも事業を拡大
　　してきた国内家具メーカー代表２名によるパネルディスカッション、海外展開
　　・異業種連携の専門家である静岡県よろず支援拠点の中小企業診断士による
　　講演を日替わりで実施します。

（３）ワークショップ（10階・1003会議室　21日、22日のみ）　
　・大人から子供まで楽しめる、ウッドチェアづくり（受付終了）やかんな削り
　　体験を日替わりで実施します。
　・その他、木片に似顔絵などを描けるレーザー彫刻体験や、好きな家具を選んで
　　コーディネートした部屋の３Dプリント体験も実施します。

（４）交流会（１階レストラン・bakery&cafe GALLEY 21日のみ・有料）
　・パネルディスカッションパネラーを交えた立食形式の交流会を開催します。

４　その他
　・交流会を除き参加無料ですが、講演や交流会は事前申込が必要です。
　　事前申込は下記URLの事前申込サイトより行ってください。

○Shizuoka-Products Forum 2026公式ホームページURL及びQRコード
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/chiikisangyo/1078797.html

○事前申込サイトURL（ふじのくに電子申請サービス）及びQRコード
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/profile/userLogin_initDisplay?nextURL=CqTLFdO4voandR8QPP6Uh97dRrdLP0zYtUINsU
zZVMswsDRUI3FhflTkADnObOkI5gCKYSkp19o5%0D%0ARp8zIhNVF3PbOkwjEb6VRH2G9naoX3s%3DgnCREZJHr0U%3D%0D%0A.FwhMkmoxhAZov%2FW
v31sOWy3BLQ3LZN8OCqCrF60YyoU%3D

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/chiikisangyo/1078797.html
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/profile/userLogin_initDisplay?nextURL=CqTLFdO4voandR8QPP6Uh97dRrdLP0zYtUINsU


提 供 日 2026/02/10

タイトル 第14回静岡県ものづくり競技大会の開催結果～県
下No.1若手技能者決定！～

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 技能振興班

TEL 054-221-2823

第第1144回回静静岡岡県県ももののづづくくりり競競技技大大会会のの開開催催結結果果
～～県県下下NNoo..11若若手手技技能能者者決決定定！！～～

　1月９日（金）及び１月31日（土）に開催した第14回静岡県ものづくり競技大会（主催　静岡県ものづくり競技大会実行委員会（静岡県、静岡県教育委

員会、静岡県工業高等学校長会、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部））に、総合の部47人、高校生の部99人の合計146人が参加し、

熱戦を繰り広げ、全15部門の入賞者が決定しました。

※配管部門は１月９日（金）に実施、その他の部門は１月31日（土）に実施

　入賞者は若年者ものづくり競技大会（総合の部）と高校生ものづくりコンテスト東海大会（高校生の部）の県代表選手候補となります。

○若年者ものづくり競技大会：令和８年８月１日（土）～２日（日）　開催地：富山県

○高校生ものづくりコンテスト：令和８年８月　開催地：東海地区４県

各部門優勝者

（総合の部）

部門 順位 名前 学校名

機械製図CAD 1 村田　一太 浜松職業能力開発短期大学校

電子回路組立て 1 岩元　洸太朗 工科短期大学校沼津キャンパス

ITネットワークシステム管理 1 近藤　克海 工科短期大学校沼津キャンパス

配管 1 鈴木　皓裕 工科短期大学校静岡キャンパス

1 佐藤　凜一 工科短期大学校沼津キャンパス
旋盤 ※同点１位

1 青野　咲也 工科短期大学校静岡キャンパス

フライス盤 1 清水　優季 工科短期大学校沼津キャンパス

電気工事 1 幸田　実樹 掛川工業高校

建築大工 1 小田　渉 小笠高等職業訓練校

（高校生の部）
部門 順位 名前 学校名

旋盤 1 青柳　礼武 浜松城北工業高校

溶接 1 赤池　澪音 吉原工業高校

シーケンス制御 1 小長井　祐喜 浜松工業高校

電子回路組立て 1 家田　凌羽 浜松工業高校

木材加工 1 岡田　優汰 科学技術高校

化学分析 1 笠井　七寧 科学技術高校

大平　史也

小谷　友多測量　※３人１組の団体競技 1

仲谷　翔

浜松工業高校

入賞者情報は「第14回静岡県ものづくり競技大会」ホームページで御確認下さい。
 https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/nouryokukaihatsu/1003256/1041806/1072418.html



提 供 日 2026/02/10

タイトル 静岡ウェルネスプロジェクトアドバイザリーボー
ド会議の初開催～県民幸福度日本一へ！テクノロ
ジーと共創が拓く未来の食と健康の創出～

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

静岡ウェルネスプロジェクトアドバイザリーボード会議を初開催します
～県民幸福度日本一へ！テクノロジーと共創が拓く未来の食と健康の創出～
　
　県では、令和７年４月から食品・ウェルネス産業の振興や健康寿命の延伸を目指す「静岡ウェルネスプロジェクト」を立ち上げ、県民幸福度
日本一の実現に取り組んでいます。
　本プロジェクトの進捗評価、事業推進に関する意見交換等を行うに当たり、以下のとおりアドバイザリーボード会議を開催します。

１　日　時
　　令和８年２月17日（火）　15時15分から17時00分まで

２　場　所
　　静岡県庁別館９階　特別第二会議室（静岡市葵区追手町９－６）

３　出席者
　　静岡ウェルネスプロジェクト顧問及びアドバイザー、
　　経済産業部　理事　ほか

４　内　容
　・プロジェクトの進捗、今年度の取組実績の報告
　・次年度の事業内容の説明
　・意見交換

５　取材・傍聴
　　取材等を希望される場合には、事前に事務局に御連絡の上、開始時刻までに会場にお越しください。

６　事務局（問合せ先）
　　経済産業部産業革新局　新産業集積課　新産業集積第２班
　　電話番号：054-221-2985　Mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

７　参　考
〇 静岡ウェルネスプロジェクトアドバイザリーボードの概要

項　目 内　容
目　的 食品・ウェルネス産業の振興や健康寿命の延伸等を推進する「静岡ウェ

ルネスプロジェクト」の施策の展開に当たり、当該分野に精通する外部有
識者に対し、幅広い視点、経験及び専門的見地から助言、提案等を求
めるもの

設　立 令和７年４月10日
構　成 顧問１名、アドバイザー11名（食品・ウェルネス産業の振興、健康寿命の

延伸等に精通する研究者、産業界、金融機関等で構成）
座　長 池野文昭　スタンフォード大学　循環器科　主任研究員

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/10

タイトル 令和７年度第３回公立大学法人静岡社会健康医学
大学院大学評価委員会を開催します。

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2336

令和７年度第３回公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会を開催します。

　公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学（静岡社会健康医学大学院大学）の業務実績に関する評価等について審議するため、
令和７年度第３回公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会を開催します。

１　日時：令和８年２月12日（木）　午後１時30分～午後３時00分

２　場所：グランディエールブケトーカイ24Ｆコスモス　

　　　　（住所：静岡市葵区紺屋町17－1）

３　内容

　【説明事項】

　・第１期中期目標期間終了時の検討等に向けたスケジュール

　【審議事項】

　・第１期中期目標期間終了時の検討

　・第２期中期目標策定方針及び第２期中期計画認可方針（案）

４　傍　聴
（１）傍聴定員
　　５名

（２）傍聴手続
　　委員会の傍聴を希望される場合は、当日の午後１時から午後１時20分までに、グランディエールブケトーカイ２４Ｆコスモス
までお越しください。
　　申し込みは先着順に受け付け、定員になり次第締め切ります。
　

５　委員一覧（敬称略・50音順）

氏　名 役　職

石巻　幹子 ・公認会計士

岩井　一宏 ・京都大学プロボスト・理事・副学長
・京都大学大学院医学研究科　細胞機能制御学　教授

小西　郁生 ・京都大学名誉教授
・国立病院機構京都医療センター名誉院長

中西　勝則
・（株）しずおかフィナンシャルグループ会長
・（公財）静岡県産業振興財団理事長

　松本　志保子 ・（公社）静岡県看護協会会長



会 見 日 2026/02/10

インフルエンザの流行が再度警報レベルと
なりました！

－危機管理情報－

～インフルエンザが再度警報レベルとなりました！～
　
　2026年第５週（1/26～2/1）の静岡県内のインフルエンザの定点医療機関当たりの１週間の平均患者数が、 警報 レベル （ 基準値
30 人 ） である43.29 人 となりました。
　今シーズンの流行は、2025年第47週（11/17～11/23）に警報レベルの41.26人となった後、年末年始（2026年第１週（12/29～
1/4））の期間に警報終息基準値の10人未満となったものの、第２週（1/5～11）から増加が続き、再度警報レベルになりました。
　 記録 が 残 る2002 年以降 、 一旦終息 した 後 に 再度警報 レベルとなるのは 初 めてであり、かつ、今シーズンのこれまでの最高値
（2025年第47週の41.26人）を更新しました。
　 インフルエンザ Ｂ 型 の 報告 が 増 えており 、 今後 、 さらに 流行 が 拡大 することも 考 えられます 。 県民 の 皆様 には 、 咳 エチケット
 や 換気 、 手洗 いといった 感染拡大防止対策 に 努 めていただくようお 願 いします 。また、ワクチン接種を希望する方は、お住まい
の市町に御相談されるようお願いします。

週（期間） 2(1/5-1/11) 3(1/12-1/18) 4(1/19-1/25) 5(1/26-2/1)
定点当たり（全報告数） 11.55(1,605) 12.02(1,671) 22.73(3,160) 43.29(6,017)

インフルエンザの定点当たりの報告数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週間の患者数です。
流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルの開始は30、警報レベルの終息は10です。（同時に注意報も終息です。）
昨シーズンの状況：2024年第50週(12/9～12/15)に注意報、2024年第51週(12/16～12/22)に警報となり、2025年第４週(1/20～1/26)まで定点当たり患
者数10以上が継続しました。

　＜県民の皆様へ＞
ワクチンの接種について

インフルエンザによって、高齢者や基礎疾患のある方は、重症化することがあり、乳幼児ではまれにインフルエンザ脳症を起
こすことがあります。ワクチン接種により、死亡や入院の危険が減少するとされています。
今シーズンのインフルエンザワクチンの供給量は、昨シーズンの使用量を超える供給量となります。
 ワクチン 接種 を 接種 を 希望 する 方 は 、 お 住 まいの 市町 に 御確認 の 上 、 お 早 めの 接種 をお 願 いします 。
 定期接種対象者以外 でも 、 特 に 、 基礎疾患 のある 方 や 、 乳幼児 、 以前 インフルエンザにかかってつらかった 方 は 接種 の 御検
 討 をお 願 いします 。
インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同時に接種できます。

「うつらない」・「うつさない」ための取組の徹底
体調が悪い場合は、人が集まるイベントに参加することは控えましょう
人混みでは、 咳 エチケット（咳やくしゃみの際、マスク着用か、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い顔を他の人に向け
ない）を励行しましょう
インフルエンザと診断されたら医師の指示を守って服薬し、外出を控えるとともに、家庭内でも咳エチケットを徹底し、十分
な休養をとりましょう
人が集まる室内では、十分に換気をしましょう
こまめに手洗いをしましょう
医療機関や高齢者施設の受診や訪問時はできる限りマスク着用をお願いします



＜休日・夜間に医療機関をお探しの場合＞

以下のwebサイトや電話相談サービスを御活用ください。

【医療情報ネット（ナビイ）】
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize

　全国の病院・診療所・歯科診療所等の名称・所在地・診療科目等に関する情報が、インターネッ
トを通じて提供されています。休日・夜間当番医の検索もできます。当番医の情報を自動音声によ
る電話案内でも確認できます。

電話 0570-000-692

時間 24時間

【静岡こども救急電話相談（#8000）】（概ね15歳までのこどもの保護者）
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomokyukyu/1024067.html

　夜間・休日のこどもの急な発熱や怪我等で、困った時や周りに相談できる人がいなくて不安な
時、救急病院に受診させるべきか迷った際、専門の相談員（看護師または医師）によるアドバイス
を受けることができます。（明らかに重症の場合は、迷わず119番を御利用ください）

電話

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
　　#8000
ダイヤル回線の固定電話、IP電話から
　　054-201-9910
県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑の一部）の方
　　054-201-9910

時間 24時間

詳細はこちら

【救急安心電話相談窓口（#7119）】（概ね15歳以上の県民、県内滞在者）
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html

　急な病気やけがのときに、「病院に行ったほうがいいのか」、「救急車を利用したほうがいいの
か」、「いま受診できる病院はどこなのか」など判断に迷った際、専門の相談員によるアドバイス
を受けることができます。（明らかに重症の場合は、迷わず119番を御利用ください）

電話

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
　　#7119
ダイヤル回線の固定電話、IP電話から、県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑の一
部）の方
　　054-204-7119

時間 24時間

詳細はこちら

https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomokyukyu/1024067.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1064942.html


＜近年のインフルエンザ定点当たり患者数推移＞

＜第5週　県内保健所別発生状況＞

保健所 患者数 定点当たり患者数 地域 定点当たり患者数
賀茂 104 34.67 
熱海 91 15.17 
東部  844 42.20 

御殿場 538 89.67 
富士 746 49.73 

東部 46.46 

静岡市 869 34.76 
中部 894 52.59 

中部 41.98 

西部 759 39.95 
浜松市 1,172 41.86 

西部 41.09 

県全体 6,017 43.29

県HP「感染症情報センター」にグラフ等を掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html


＜インフルエンザや新型コロナウイルス感染症をはじめとする急性呼吸器感染症（ARI)にかかる厚生労働省ホームページ＞
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html

＜今冬の急性呼吸器感染症（ARI）への総合対策の推進について（厚生労働省通知） ＞
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596124.pdf

＜令和７年度 急性呼吸器感染症（ARI）総合対策に関する Q&A （厚生労働省作成）＞
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596138.pdf

担当 ： 健康福祉部 医療局感染症対策課

連絡先 ： 感染症管理センター　TEL 055-928-7220

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596124.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001596138.pdf


会 見 日 2026/02/10

障害福祉サービス事業所の県平均工賃月額
の状況及び福産品一人一品運動「ウィン
ターフェア」の開催

障害福祉サービス事業所の令和６年度県平均⼯賃⽉額
及び福産品一人一品運動「ウィンターフェア」

（要　旨）　
　県では、障害福祉サービス事業所で働く障害のある人の工賃アップに計画的に取り組んでおり、令和６年度の障害福祉サービス
事業所における県平均工賃月額は、前年度より1,783円多い、23,496円となりました。
　更なる工賃アップのため、「福産品」の継続的な購入を呼び掛ける一人一品運動に取り組んでおり、この一環として、福産品一
人一品運動「ウィンターフェア」を開催します。
　
１　平均工賃月額の推移

施設
種別

項目 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 増減
（R6-R5）

前年度比
（R6/R5）

事業所数 425箇所 447箇所 492箇所 525箇所 ＋33箇所 106.7％
平均工賃月額(県) 16,468円 16,866円 21,713円 23,496円 ＋1,783円 108.2％

就労継続支
援

Ｂ型
事業所

平均工賃月額(国) 16,507円 17,031円 23,053円 24,141円 ＋1,088円 104.7％

２　福産品一人一品運動「ウィンターフェア」
 (1) 日　時　令和８年２月19日(木)・20日(金)各日午前11時から午後２時30分まで
 (2) 会　場　県庁西館４階第１会議室Ａ・Ｂ・Ｃ
 (3) 内　容
　ア 福産品の展示販売（２日間で計47事業所・団体等が出展）
　　 主に菓子、パン、野菜、雑貨、裁縫品等を販売します。
　イ 近隣特別支援学校・特別支援学級の活動紹介
　　 近隣特別支援学校等の生徒が製作した作品の展示及び販売を行います。
 (4) 開会式
　ア 日　時　令和８年２月19日(木) 午前11時から11時15分まで
　イ 内　容　・知事挨拶
　　　　　　 ・出展事業所代表挨拶
 (5) その他
　　 複数の事業所で共通の製品を製造・販売する共同生産体制の構築に向けたモデ
　 ル事業で製作した試作品（焼き菓子）の試食・アンケートを実施。
     一般の方も来場・購入ができますので、ぜひお越しください。

※福産品とは？
　静岡県内の障害福祉サービス事業所で働く障害のある人が作る製品の愛称。作る人も買う人もともに「しあわせ」になるように
との思いが込められています。

担当 ： 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連絡先 ： 就労・施設班　TEL 054-221-2328



提 供 日 2026/02/10

タイトル 県内最高齢者のご逝去

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

 県内最高齢者 のご 逝去 について

（要　旨）
　県内最高齢者である、水野　清隆（みずの　きよたか）さんが令和８年２月８日
（日）に逝去されました。

１　水野　清隆さんについて

　【生年月日】　大正３年３月14日（111歳　男性）

　【住　　所】　磐田市

　【死亡年月日】令和８年２月８日（日）

　【死亡理由】　老衰
　
　　・令和７年11月９日に、それまで県内最高齢者であった、森谷　よし（もりや
　　　　よし　112歳　女性）さん（伊豆市）がお亡くなりになって以来、県内最
　　　高齢者であった。

　・また、令和６年８月21日以来、国内男性最高齢者であった。

　　　※取材については、磐田市高齢者支援課(0538-37-4869)にて対応する。

２　新たな県内最高齢者について
　　新たな県内最高齢者は以下のとおりで、氏名等の公表については御家族の了解
　を得ている。取材については、御家族の意向で御遠慮いただきたいとのこと。　
　
　【氏　　名】　大石　たま（おおいし　たま）さん
　
　【生年月日】　大正３年７月26日（111歳）

　【住　　所】　県中部地域
　
　
　（参考）県内男性最高齢者について

　【氏　　名】　小澤　俊郎（おざわ　としろう）さん
　
　【生年月日】　大正５年10月１日（109歳）

　【住　　所】　菊川市
　　
　　※取材については、菊川市長寿介護課（0537-37-1254）で対応する。



提 供 日 2026/02/10

タイトル ＜駿河湾フェリー＞「ちびまる子ちゃん」の装飾
で彩られ、リニューアルした船内のお披露目と、
土肥港に登場した電動トゥクトゥクを体験するプ
レス向け内覧会を開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 静岡県スポーツ・文化観光部　観光振興課

TEL 054-221-3696

＜駿河湾フ ェ リ ー＞
「 ち びまる 子ち ゃ ん」 の装飾で彩ら れ、 リ ニュ ーアルし た船内のお披露目と 、
　 土肥港に登場し た電動ト ゥ ク ト ゥ ク を 体験するプレ ス向け内覧会を 開催！

2026年春、清水港と伊豆西海岸の土肥港を結ぶ「駿河湾フェリー」は船内をリニューアルし、再出発します！
第一弾としてスタートする静岡市清水区（旧清水市）の国民的キャラクター「ちびまる子ちゃん」の船内装飾や船内アニメ、アナウンスな

どのお披露目に加え、電動トゥクトゥクで土肥を巡るプレス向け内覧会を開催します。
駿河湾フェリーで体験する「ちびまる子ちゃん」の世界を、ご体感ください。

１ 　 概要
　

名称 ＜駿河湾フェリー＞プレス向け内覧会

日時

令和８年２月18日（水）～11時00分　清水港乗り場にて事前受付
　　　　　　　　　　　　11時20分　駿河湾フェリー清水港発第２便乗船
　　　　　　　　　　　　13時00分　電動トゥクトゥク試乗会
　　　　　　　　　　　　15時30分　終了（予定）
　　　　　　　　　　　　16時30分　駿河湾フェリー土肥港発第３便乗船
　　　　　　　　　　　　18時00分　清水港着

場所 駿河湾フェリー船内/土肥港/土肥金山

２ 　 取材申込

取材いただける場合は、２月17日（火）17時までに下記窓口へお申し込みください。

 
      静岡県観光振興課（担当 山下）：（電話）０５４－２２１－３６９６
　　　　　　　　                    （メール）kankou3@pref.shizuoka.lg.jp　　　　　　

３ 　 取材に当たっ ての留意事項

　(１)当日は県担当者の指示等に従ってください。
　(２)取材当日は、以下の場所で事前受付を行ってください。

日時 ２月18日（水）11時00分まで

場所

駿河湾フェリー 清水港乗り場
〒424-0823　静岡市清水区島崎町149番地　
※「マスコミ用受付」を用意します
※取材場所は先着順になります。
※会場準備の都合上、受付開始時間が前後する可能
　性があります。

mailto:kankou3@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/10

タイトル 静岡インバウンドガイド研修　専門研修を開催し
ます

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

静岡インバウンドガイド研修　専門研修を開催します

　海外富裕層旅行者の受入拡大と周遊促進を図るため、訪日旅行における満足度の向上に必要となる「質の高いガイド」を育成する研修を開
催します。
　インバウンド旅行者の通訳ガイドとして活躍を目指す参加者が、高付加価値旅行者向けのツアー体験や商品づくりについて学び、実践的な
ガイド技術を習得します。

１　開催概要

区分 スルーガイドコース アドベンチャーガイドコース

日程 ２月14日(土)～15日(日)、28日(土) ２月19日(木)～20日(金)、28日(土)

場所 静岡市由比、富士宮市周辺 富士宮市周辺

内容
県内の複数の観光サイトを魅力的な
ストーリーでつなぐ滞在型ツアー企
画実施、プレゼンテーション試験

県内の観光サイトでの自然アクティ
ビティ等の体験の企画実施、プレゼ
ンテーション試験

参加者
基礎研修を修了した方のうち、就業意欲がある方がスルーガイドコース
またはアドベンチャーガイドコースのいずれかを選択して参加

講師
(一社)エコロジック
　富士山麓地域で、インバウンドを専門とした個人向け自然体験ツアーを
　企画し、富裕層を含む世界中の旅行者からガイドとして高い評価を得る

２　行　　程

種別 日程 内容

２月14日（土）
・富士駅発
・Ukiyo-eツアー体験（静岡市由比周辺）
・宿泊（Mt. Fuji Satoyama Vacation）スルー

ガイド

２月15日（日） ・Ukiyo-eツアー体験（富士宮市周辺）
・ワークショップ（1泊２日の商品づくり）

２月19日（木）
・Mt. Fuji Satoyama Vacation発
・E-BIKEツアー体験（富士宮市周辺）
・宿泊（Mt. Fuji Satoyama Vacation）

アドベ
ン
チャー
ガイド

２月20日（金）
・ワークショップ
（1泊２日の商品づくり、プロモーション手法）

共通 ２月28日（土） ・プレゼンテーション試験

※行程の詳細および取材を希望される場合は、以下の問い合わせ先までお問い合わせください。

３　問い合せ先
　・公益社団法人静岡県観光協会
　　　電話：054-204-0066／E-mail：tsj@shizuoka-tourism.or.jp

mailto:tsj@shizuoka-tourism.or.jp


提 供 日 2026/02/10

タイトル 「観光の力で文化財を活かす研修会」を湖西市で
開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化財課

連 絡 先 文化財活用班

TEL 054-221-3156

「観光の力で文化財を活かす研修会」を湖西市で開催！

　地域の文化財を「見に行く」対象から「稼ぐ観光資源」へ発展させるため、文化財・観光などの分野を超えた官民の関係者を対象に、研修会
を開催します。

１　開催概要
（１）日　時　令和８年２月13日（金）午後２時～午後４時50分
（２）会　場　新居地域センター２階大会議室（湖西市新居町浜名519－1）
（３）参加者　県西部を中心とした文化財・観光等の官民関係者　約40名
（４）内　容　・講話「遠州の文化財を活かした観光の取組」
　　　　　　　　　 　公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー
　　　　　　　　　　 事業部長兼企画課長　伊藤 典明 氏

　　　　　　　・グループワーク「地元において今後期待できる文化財の観光活用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　～グループで文化財の体験コンテンツ作成～

２　問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化財課　054-221-3156 



提 供 日 2026/02/10

タイトル ながさきピース文化祭「全国子供大正琴コンクー
ル」
文部科学大臣賞受賞グループが副知事を表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

ながさきピース文化祭「全国子供大正琴コンクール」
文部科学大臣賞受賞グループが副知事を表敬訪問

１　要旨

　　第40回国民文化祭ながさきピース文化祭2025「全国子供大正琴コンクール」アンサンブル部門Ｂ(平均年齢が12歳超）において、

最優秀賞である文部科学大臣賞を受賞したグループが平木副知事を表敬訪問し、受賞の喜びを伝えるとともに、演奏を披露します。

２　概要

日　　時 令和８年２月13日（金）　午後５時00分～５時15分

会　　場 県庁東館５階　特別会議室

訪 問 者

「大正琴アンサンブルことふれんど　ジュニアアンサンブル」
若林　慧磨（わかばやし　えま）　さん       （高校２年生）
芹澤　郁奈（せりざわ　あやな）　さん       （中学２年生）
白鳥　心華（しらとり　このは）　さん        （中学１年生）
星野　朱璃（ほしの　あかり）　さん          （小学６年生）
若林　杏奈（わかばやし　あんな）　さん    （小学６年生）　

内　　容

・来訪者紹介　　　　
・受賞報告
・演奏披露
　演奏曲「ラッキードラゴン～第五福竜丸の記憶～」より　（約４分）
・記念写真撮影

【「全国子供大正琴コンクール」概要】

公益社団法人大正琴協会が、次世代の育成を図るために2009年から「全国子供大正琴コンクール」を開催。大正琴の音楽文化を一

層発展させるため、2017年からは同協会が運営を任される国民文化祭「大正琴の祭典」と一体化して開催されている。事前提出され

た演奏映像による一次選考会を経て、成績上位者の中から決定された出演者が集う最終選考会において、最優秀者には文部科学大臣

賞が授与される。



会 見 日 2026/02/10

しずGo！で春のお出かけ

しずGo！で春のお出かけ

（要　旨）
・この春、県内ではプロスポーツや文化体験など魅力的なイベントが盛り沢山となっています。
・こうした中、昨年10月から開始した定額制サービスで県内のイベントをまるごと楽しめる「しずGo！」では、初回お試しとして月額980円

（税込1,078円）で毎月最大４回のイベントに参加できるキャンペーンを３月末まで実施しています。是非、しずGo！のサービスを御利
用いただき、県内各地のイベントに参加してみてはいかがでしょうか？

（概　要）
１　しずGo！初回お試しキャンペーンの概要

項　目 内　容
名　称 しずＧｏ！（サイトURL：https://www.shizu-go.com）

実施時期 令和８年２月６日（金）～３月31日（火）

内　容 ・ 初回月額利用料金980 円 （ 税込1,078 円 ） に 割引
・最大４回のイベントに参加可能

登録
コンテンツ

（50種）
※R8.2/10

時点
詳細は公式

サイトをご覧く
ださい

ジャンル コンテンツ
スポーツ

（７）
ベルテックス静岡、東レアローズ、静岡ブルーレヴス
ブレス浜松　等

美術
（11）

県立美術館、富士山世界遺産センター、浜名湖オルゴール
ミュージアム、浜松まつり会館、久能山東照宮博物館、
掛川市ステンドグラス美術館　等

音楽
（11）

富士山静岡交響楽団、ペーテル・ヤブロンスキー（浜松アク
ト）、チェロ・カルテット（グランシップ）、
クラリネット＆ピアノコンサート（月見の里）等

エンタメ等
（21）

浜名湖パルパル、掛川城、寄席、あらたまの湯、
用宗みなと温泉、ぬくもりの森　等

しずGo！公式サイト
担当 ： スポーツ・文化観光部 企画経理課

連絡先 ： 企画経理班　TEL 054-221-3342

https://www.shizu-go.com


提 供 日 2026/02/10

タイトル リニア準備工事(ヤード用地造成等)に係る
自然環境保全協定を締結します

担　　当 くらし・環境部 環境局、自然保護課

連 絡 先 環境局、自然保護課

TEL 054-221ｰ2421､054ｰ221ｰ2545

　　リニア準備工事(ヤード用地造成等)に係る自然環境保全協定を締結します

１　概要
    昨年８月にＪＲ東海から依頼があったリニア中央新幹線工事のヤード用地造成等について、必要な自然環境保全措置と関係法
令の手続きが確認できたことから、県とＪＲ東海との間で、２月13日付けで準備工事に係る「自然環境保全協定」を締結しま
す。

　　当日は、県中央新幹線対策本部長の平木副知事からＪＲ東海水野副社長へ協定書を手交します。

２　日時・場所
　　日時：令和８年２月13日（金）　11：00～
　　場所：県庁東館５階　特別会議室

３　出席者
　　静岡県　平木 省　副知事
    東海旅客鉄道株式会社　水野 孝則　代表取締役副社長

４　取材等
　・開始時間までに上記２の場所にお越しください。
　・協定書手交後、そのまま囲み取材（水野副社長及び副知事）を行います。
　・一般来庁者の安全確保の観点から、庁舎内のパブリックスペース及び庁舎周辺（公道等含む）での取材・撮影は、厳にお控

えいただきますようお願いいたします。

５　お問合せ
静岡県くらし・環境部 
　　　環境局　054－221－2421（取材等に関すること）

　　　自然保護課　054－221－2545（自然環境保全協定に関すること）



提 供 日 2026/02/10

タイトル 静岡県地球温暖化防止県民会議を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

静岡県地球温暖化防止県民会議を開催します

「第４次静岡県地球温暖化対策実行計画」（令和４年３月策定）に掲げる2030年度温室効果ガス排出削減目標46.6％（2013年度比）の達成
に向けて、県民会議を開催します。計画の進捗評価の報告と中間見直しの方針の審議を行います。

１　日　時　令和８年2月16日（月） 午後２時から３時45分まで（終了は予定）

２　会　場　県庁別館９階特別第１会議室（Web会議システムと併用）

３　出席者
　　静岡県地球温暖化防止県民会議委員　　　　　　　　　（敬称略）
　　会長　水谷　洋一　（静岡大学グローバル共創科学部　教授）
　　委員　板倉　美奈子（静岡大学グローバル共創科学部　教授）
　　　　　縣　茂樹（静岡県くらし・環境部長）
　　　　　ほか、産業部門、業務部門、行政等の団体、企業　

４　議　題
　(1)第4次静岡県地球温暖化対策実行計画の進捗評価
　(2)静岡県地球温暖化対策実行計画の中間見直し

５　会議の公開
　(1)傍聴定員　５人
　(2)傍聴手続　傍聴受付は午後１時45分から先着順に行い、定員になり次第終了します。希望者は当日会場へお越しください。
　(3)報道関係　傍聴席とは別で席を用意してありますので、当日開始時間（午後２時）までに会場にお越しください。

【参考】静岡県地球温暖化防止県民会議(平成18年12月設置)
・県の地球温暖化対策実行計画を効果的に推進するため、県民・事業者・行政等の各主体がそれぞれの役割を認識するとともに相互に連

携し、取組を進める。
・産業部門、業務部門、家庭部門、行政等の団体、企業及び学識経験者により構成（33団体、学識経験者２人）



提 供 日 2026/02/12

タイトル かつて静岡にこんな出版文化が！「あそび」
展開催

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 企画班

TEL 054-262-1246

かつて静岡にこんな出版文化があった
今年もやります　幼児指導絵本「あそび」展

　幼児指導絵本「あそび」は、昭和20年代から50年代にかけて静岡市内を中心に編集・発行されていた絵雑誌です。武井武雄、い

わさきちひろ、堀文子、馬場のぼる、長新太ら多数の有名作家が執筆した芸術性、物語性の高い内容で、ワークの要素も取り入れ

るなど、幼児の心の糧となることを追求した先進的なものでした。

静岡県立中央図書館では、元静岡大学客員教授平野雅彦氏に御協力いただき、平野氏の長年の研究成果をもとにしたコレクショ

ンを毎年展示しています。

今年も以下のとおり開催しますので、静岡の出版人の熱意によって支えられていたこの絵雑誌を多くの方々に御覧いただきたい

と思います。

期間　令和８年２月17日（火）から３月15日（日）まで　９時から17時まで

　　　（２月27日（金）、３月２日（月）は休館）

会場　静岡県立中央図書館　３階展示室

　　　（静岡市駿河区谷田53－１）

３月１日（日）10時から15時まで、「あそび」のふろく作りを体験するワークショップも開催します。事前申込不要・参加無料

です。

静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2026/02/12

タイトル 県議会特別委員会の報告書の議長への提出（取材
案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

令和７年度に設置された２つの特別委員会の調査が終了したため、知事への提言等を取りまとめた報告書を各特別委員会の委員長から議長へ提出し
ます。（取材案内）

１　特別委員会名等
委員会名 調査事項

富士山保全・適正活用推進特別委員会 富士山の保全・活用とオーバーツーリズム対策に関する事項
ＳＮＳ適正利用対策特別委員会 ＳＮＳの適正利用対策に関する事項

２　日　時
　　令和８年２月１７日（火）午前９時５０分から

３　場　所
　　県議会議長室（県庁本館３階）

４　出席者
　・正副議長
　・富士山保全・適正活用推進特別委員会
　　委員長　良知　淳行　副委員長　勝俣　昇、四本　康久
　・ＳＮＳ適正利用対策特別委員会
　　委員長　佐地　茂人　副委員長　杉本　好重、大石　健司
　
※取材を御希望される社は、当日、直接、議長室にお越しください。



提 供 日 2026/02/12

タイトル 静岡がん会議2025　第１部「がん医療の均てん
化・集約化の諸課題」第２部「地域活力の向上を
目指す医療田園都市構想」

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

　 　
静岡がん会議2025

第１部「がん医療の均てん化・集約化の諸課題」
第２部「地域活力の向上を目指す医療田園都市構想」

静岡がん会議では、静岡がんセンターとファルマバレープロジェクトが車の両輪として推進するさまざまな課題やその未来像に
ついて議論してきました。
今年度は、第１部にて国の進める2040年を見据えたがん医療提供体制について、さまざまな立場の識者の方から意見、提言をい

ただきます。続く第２部では、「地域活力の向上を目指す医療田園都市構想」とし、県の進める医療田園都市構想の進捗状況を報
告するとともに、県の目指す、豊かで幸福度日本一に貢献し、地域活力のさらなる向上に繋がる好事例の紹介をしていただきま
す。

【静岡がん会議２０２５開催概要】
１　 日　　　時　  2026年3月7日（土）午前10時30分～午後４時50分
２　 方　　　法　  静岡がんセンター研究所　しおさいホール
　　　　　　　　　(静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地)
３　 主　　　催　  静岡県立静岡がんセンター、静岡県健康福祉部、静岡県経済産業部

　公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機構ファルマバレーセンター
４　 テ　ー　マ　  第１部「がん医療の均てん化・集約化の諸課題」
　　　　　　　　　 第２部「地域活力の向上を目指す医療田園都市構想」
５　 プログラム　  別紙「静岡がん会議2025プログラム」
６　 参加対象者　  一般県民、医療・保健・福祉関係者、議会関係者、行政関係者、企業、研究者及び金融機関等
７　 定　　　員　  170名程度(先着順)
８　 参　加　費    無料
９　 お申込み　 　 事前申込制　申込期限：２月20日(金)

  ・申込方法　下記のいずれかの方法でお申し込みください。
(1) 静岡がんセンターホームページ（https://www.scchr.jp/）

　　　　　　　　(2) FAX番号：055-989-5713
　　　　　　　　(3) チラシ記載の二次元コード

10  お問い合せ
【静岡がん会議2025事務局】

静岡県立静岡がんセンター 疾病管理センター
〒411-8777　静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地
TEL 055-989-5222（内線2118）/FAX　055-989-5713
E-mail：gansogo@scchr.jp

静岡がん会議2025プログラム

https://www.scchr.jp/
mailto:gansogo@scchr.jp


演題・演者は変更になる場合がございます

※本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡県立静岡がんセンター　マネジメントセンター　医療広報担当
TEL 055(989)5222　



提 供 日 2026/02/12

タイトル R8.3.10(火)開催「どぼフェス」参加者募集

担　　当 交通基盤部 建設経済局技術調査課

連 絡 先 静岡県建設技術監理センター

TEL 054-268-5003

どぼフ ェ ス（ 静岡どぼく ら ぶフ ェ スティ バル）  開催

     ～ 共に創ろ う  土木（ LOVE） の未来 ～　 参加者募集！

 令和8年度に10周年を迎える「 静岡どぼく ら ぶ」 の記念イ ベント と し て「 どぼフ ェ ス」 を開催し ます。

 こ れまで、 産・ 学・ 官が連携し 土木の魅力を伝える広報やイ ベント 開催等に力を入れてきた「 静岡どぼく ら ぶ」 を“共創のプ

ラ ッ ト フ ォ ーム”に広げ、 担い手不足など建設業界が抱える諸課題の改善に向け 共 に 挑戦 する 場と し て活用し ていきます。

日 

時

令和8年3月10日(火) 10時から 16時30分（ 9時30分から 受付）

会 

場

静岡市東部勤労者福祉セン タ ー「 清水テルサ」 1Fテルサホール

対 

象

企業（ CPD/CPDS付与） 、 行政、 学生、 一般（ どなたでも 参加可）

定 

員

370名（ 先着順）

参加

費

無料

内 

容

10:00  開会

10:00～ 発表： 産官共創の取組（ ４ 事例）

11:30～ 告知： 新イ ンフ ラ ビジョ ン、 新建設産業ビジョ ン

13:00～ 講演： ON SITE X 現場発の共創、 土木を 憧れの職業No.1へ

14:55～ 討論： パネルディ スカ ッ ショ ン「 皆で考える 未来へ紡ぐ “土木LOVE”の輪」

16:10  閉会

※ 詳細はチラ シやプログラ ム、 または下記ホームページを ご覧く ださ い。

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/chiikishinko/kyoudouhiroba/1079521.html

申込

み

下記URLまたはチラ シ裏面QRより お申込みく ださ い。 （ 令和8年3月5日〆）

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_ detail?tempSeq= 19133  

問合

せ

建設技術監理センタ ー (tel) 054-268-5003  (メ ール)  g ijyutsu-center@ pref.shizuoka.lg .jp

主 

催

静岡どぼく ら ぶ事務局／静岡県交通基盤部 建設政策局・ 建設経済局

協 

力

遠州どぼく ら ぶ／藤枝どぼく ら ぶ／(一社)静岡県建設業協会／(一社)静岡県建設コ ンサルタ ンツ 協会／(一社)静岡県測量設計業協会／

(一社)静岡県地質調査業協会

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/chiikishinko/kyoudouhiroba/1079521.html
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=19133??
mailto:gijyutsu-center@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/12

タイトル 全国各地のご当地いちごが集結！横浜赤レンガ倉
庫でイベント開催

担　　当 経済産業部 農業局農産振興課

連 絡 先 野菜振興班

TEL 054-221-3299

全国のいちご品種を食べ比べできるイベントに静岡県も「きらぴ香」「紅ほっぺ」で参加

　全国のいちご生産量の７割を占めるいちご主産県10県が連携し、令和７年11月に「全国いちご会議」が発足しました。この「全
国いちご会議」が、「全国のいちご産地が届ける、旬の贈り物」をキャッチコピーとして、イチ・ゴにかけて１月15日～３月15日
を消費拡大月間に設定。バラエティに富んだ各県の魅力的ないちごのPRイベントを開催しています。
　静岡県は、JA静岡経済連と協力して下記メインPRイベントに出展し、本県オリジナル品種「きらぴ香」「紅ほっぺ」を提供しま
す。

＜メインPRイベントの概要＞
全国いちご会議とYokohama　Strawberry　Festival2026との連携
○期間　令和８年2月21日（土）～23日（月・祝）
○場所　横浜赤レンガ倉庫　イベント広場
　　　（神奈川県横浜市中区新港1-1）
○内容　Yokohama　Strawberry　Festival　2026へのブース出展
　　　　　主産県いちごの試食、販売、食べ比べ　等
　　　　　静岡県は、上記３日間に「きらぴ香」「紅ほっぺ」を提供

　　　　　※主産県　＝　いちご出荷量の全国上位10県（宮城県、茨城県、栃木県、千葉県、静岡県、愛知県、福岡県、佐賀県、
長崎県、熊本県）

（Yokohama　Strawberry　Festival2026）
https://www.yokohama-akarenga.jp/strawberryfes/
（「全国いちご会議」コラボイベント）
https://my.ebook5.net/yokohama-akarenga-event/zenkoku-ichigokaigi/

（参考）＜関連イベント＞
主産県連携いちごメニューフェア
○期間　令和８年１月23日（金）～２月15日（日）
○場所　サンシャインシティ　てんぼうCAFE他
　　　（東京都豊島区東池袋3-1　サンシャインシティ　サンシャイン60ビル・60F）
○内容　５県のいちごを使ったメニューフェア
　　　　静岡県は、２月４日（水）～２月15日（日）に「きらぴ香」を提供

（主産県連携いちごメニューフェア）
https://sunshinecity.jp/file/official/tochigi_strawberry/

https://www.yokohama-akarenga.jp/strawberryfes/
https://my.ebook5.net/yokohama-akarenga-event/zenkoku-ichigokaigi/
https://sunshinecity.jp/file/official/tochigi_strawberry/


提 供 日 2026/02/12

タイトル 【取材依頼】伊東市でリノベーションスクール開
催　～商店街再生に向け、空き店舗を活用した事
業案を若者たちが考える３日間～

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 経済産業部　商工業局地域産業課

TEL 054-221-3344

【取材依頼】
２月13日（金）～15日（日）

伊東市で「リノベーションスクール」が開催されます!
～商店街再生に向け、若者たちが

空き店舗を活用した事業案を考える３日間～

１　要旨
　県では、リノベーションまちづくりの全県展開に向けて、市町が開講するリノベーションスクールへの支援制度（補助金）の運用を今年度から
開始いたしました。
　このたび、本制度を活用した初めてのリノベーションスクールが、伊東市で、２月13日（金）から３日間開講されます。
　つきましては、趣旨を御理解いただき、取材いただけますと幸いです。

２　開催概要
　　イベント名：リノベーションスクール
　　  日　 時  ：令和８年２月13日（金）午前１0時30分～午後７時15分
　　　　　　　　　　 　　　　　　14日（土）午前９時～午後10時
　　　　　　　　　　　 　　　　　15日（日）午前９時～午後５時45分
　　  会 　場  ：えんビル２階（伊東市松川町1-22）
　　  参加者  ：16人（市内在住の若手経営者、移住者、伊東市出身の大学生など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平均年齢36歳

日 程 内　　容

２月13日（金） オープニングレクチャー
対象案件見学、まち取材
ユニットワーク（事業の方向性を決定）

２月14日（土） ショートプレゼン、ブラッシュアップ
先進事例レクチャー
対象案件見学、まち取材
ユニットワーク（事業計画の組立て、検討）

２月15日（日） ユニットワーク（プレゼンテーション内容を検討）
公開プレゼンテーション
講師からの総評

３　リノベーションスクールとは
　実在する空き店舗（伊東駅周辺の空き店舗２件）を題材に、遊休不動産とその周辺エリアを再生しエリアの価値の向上を目指す事業計画を
３日間かけて作成し、最終日に題材物件のオーナーにプレゼンテーションを行い、事業化を目指す「短期集中実践型スクール」です。

４　リノベーションスクールの目的
（１）地域経済の活性化のきっかけ作り
　　 対象物件が複数の新規ビジネスや雇用が創出される拠点となる
（２）人材の発掘

　エリアを意識した事業家やまちづくり会社など、地域を担う新しい人材が発掘される

　【参考】リノベーションまちづくりとは
　空き店舗などを再生して、雇用創出やエリア価値の向上などを図り、社会課題を解決していく取組。商店街や地区など、一定エリアで複数
の再生を実施し、まち全体のリノベーションを目指す。

　

５　問合せ先
　　経済産業部地域産業課商業まちづくり班
　　電話：054-221-3344



提 供 日 2026/02/12

タイトル 静岡県雇用対策審議会の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局産業人材課

連 絡 先 雇用対策班

TEL 054-221-2825

 静岡県雇用対策審議会 を 開催 します
　　　本県の雇用情勢等や雇用対策に関する令和８年度主要施策について審議を行います

１　日時
　令和８年２月19日（木）10:00～11:30

２　場所
　県庁別館９階　特別第１会議室（オンライン併用）

３　出席者
　・静岡県雇用対策審議会委員
　・経済産業部長ほか

４　議事（報告事項）
(1) 本県の雇用情勢等について
(2) 雇用対策に関する令和７年度取組状況
(3) 雇用対策に関する令和８年度主要施策

５　取材について
　　本会議は公開で行いますので、取材をお願いいたします。
　　取材をしていただける場合は、9:50までに受付をお願いいたします。

※静岡県雇用対策審議会
　学識経験者・労働者代表者・事業主代表者の各５人ずつ計15人と、特別委員１人
（静岡労働局職業安定部長）で構成され、雇用及び就業の促進、職業能力開発計画
その他職業能力の開発、その他雇用対策に関する重要事項を調査審議し、建議しま
す。



提 供 日 2026/02/12

タイトル ファン拡大とブランド定着を目指す第二弾！
２月も「ヤオコー」で「頂」フェア開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

ファン拡大とブランド定着を目指す第二弾！
２月も「ヤオコー」で「頂」フェア開催

 

（１月フェア開催時の久喜吉羽店の様子）

（要　旨）
・県は、多彩で高品質な県産農林水産物から厳選、認定した「頂（しずおか食セレクション）」を対象に、首都圏において県産品のブランド
力向上と販路拡大に取り組んでいます。
・１月に開催し大好評だった「頂フェア」を、ＪＡ静岡経済連と連携し、首都圏量販店「ヤオコー」の旗艦店において、２月も開催します。

（概　要）
１「頂フェア」の開催概要

区　分 内　容
開催日 令和８年２月１４日（土）、１５日（日）

店　舗
ヤオコー旗艦店１０店舗：埼玉県（蕨錦町店、和光丸山台店、川越南古谷
店、川越的場店、久喜吉羽店）千葉県（南流山店、新浦安店）東京都（青梅
今寺店、東大和店）神奈川県（小田原ダイナシティ店）

販売品目
頂（しずおか食セレクション）を中心に販売。ミニトマト、大玉トマト、レ
タス、芽キャベツ、新玉ねぎ、葉ねぎ、セルリー、いちご等
※販売品目は予告なく変更となる可能性があります。

「頂」のＰＲ
・富士山オブジェの展示等、売り場の総合演出
・頂ボード、ポスター、レシピカード、販促員を店舗に設置
・購入者景品として頂マークが入ったクリアファイルを配布

２　参考（（株）ヤオコーの概要）
事業内容 スーパーマーケット事業

創業・会社設立 明治２３年・昭和３２年７月
店舗数＜連結＞ ２４１店舗（令和７年９月末時点）



提 供 日 2026/02/12

タイトル 「ファルマバレープロジェクト第５次戦略計画」
(案)への県民意見を募集します

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第１班

TEL 054-221-2985

「 フ ァ ルマバレ ープロ ジェ ク ト 第５ 次戦略計画」 （ 案） への県民意見を 募集
　
県は、平成14年の静岡がんセンター開設を契機に、「世界一の健康長寿県の形成」を基本理念としてファルマバレープロジェク

トに取り組んでいます。
　今年度で終了する第４次戦略計画までに培った知見に、世界から新しい技術や叡智を集めて、高付加価値な医療健康産業を集積
し、住民の暮らしをより豊かにすることを通じて、「幸福度日本一の超高齢社会の理想郷」を目指す第５次戦略計画(案)を取りま
とめましたので、県民の皆様から広く御意見を募集します。

１　意見募集期間
　　令和８年２月12日（木）から令和８年３月２日（月）まで

２　閲覧方法
（１）インターネットで閲覧（静岡県ホームページ）
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/index.html
　　（「ホーム」→「県政情報」→「行政改革・情報公開」→　「静岡県の情報公開」→「県民意見提出手続」）

３　意見の提出方法と提出先
　　以下のいずれかの方法により、静岡県経済産業部新産業集積課あて意見書（様式自由）をお送りください。なお、いただいた
御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には、氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

（１）持参又は郵送の場合
　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　　静岡県経済産業部産業革新局新産業集積課（県庁東館９階）
（２）ファクシミリの場合
　　　054-221-2698
（３）電子メールの場合
　　　trc@pref.shizuoka.lg.jp
　　　※件名は「パブリックコメント意見(ファルマバレー)」としてください。

４　留意事項
　・御持参くださる場合、平日の午前８時30分から午後５時15分までの間にお持ち込みください。土・日、祝日は受け付けており

ませんので御注意ください。
　・いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で県のホームページにおいてお示しします。個別の回

答はいたしませんので、御了承ください。
　・御意見をお寄せいただいた方の氏名、住所等は公表いたしません。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/index.html
mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/12

タイトル 現場が変わる！自動車産業×生成AI等活用最前線
～設計・開発・製造で活用できる実証事業成果発
表会の開催～

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

現場が変わる！自動車産業×生成AI等活用最前線
～設計・開発・製造で活用できる実証事業成果発表会の開催～

　静岡県では、生成AI等のデジタル技術を次世代自動車の設計・開発・製造の現場で実証し、活用モデルを広く普及させることを
目的に、実証事業を実施しています。
　このたび、この実証成果を共有する発表会を開催します。実証に取り組んだ企業による具体的な成果報告や、AIテック企業によ
る製造業における生成AIの活用事例など、生成AIの活用にあたり、実践的なヒントを得られるプログラムとなっておりますので、
ぜひご参加ください。

【概要】

日　時  令和８年２月25日（水）13時30分～16時00分（受付 13時開始）

場　所  アクトシティ浜松 コングレスセンター 41会議室（浜松市中央区板屋町111-1）

対　象  県内自動車関連中小企業 等（どなたでも参加可能）　定員:100名

参加費  無料

内　容  １．成果発表
 　「設計・検図補助、承認業務　AIサポートシステム構築」
     株式会社スズキ部品製造
　 「潜在空間を活用した3D形状の生成技術」
     ヤマハモーターエンジニアリング株式会社

 ２．事例紹介
   ・製造業向け生成AI等活用事例紹介
     AIONA株式会社、アイクリスタル株式会社、
　　 株式会社アストライアーソフトウエア、Airion株式会社（五十音順）

 （詳細）
  https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1025848.html

申込み  ふじのくに電子申請システムからお申し込みください（２／２４〆）
  https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=19267

問合せ先  静岡県経済産業部産業革新局新産業集積課
 TEL：054-221-2985　E-mail:trc@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1025848.html
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=19267
mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/12

タイトル 令和７年度第２回静岡県へき地医療支援計画推進
会議の開催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2350

県では、計画に基づく広域的なへき地医療支援事業に関する検討、協議を行うため、静岡県へき地医療支援計画推進会議を設置しており、
本年度第２回の会議を開催します。本会議では、三重県医療保健部へき地医療総括監をお招きし、鳥羽市における先進事例について、御
紹介いただきます。

１　開催日時
　　 令和８年２月16日（月）　午後３時から（１時間程度を予定）

２　場所
　　 県庁西館３階健康福祉部第１会議室（Web併用）
　　 ※傍聴を希望される場合は、地域医療課までお問合せください。

３　議題等
　・第９次静岡県保健医療計画等について　など
　・先進事例の紹介
　　鳥羽市における医療MaaSの取組について（仮題）
　　講師：三重県医療保健部へき地医療総括監
　　　　　  鳥羽市立神島診療所長　　　　　　　　　　小泉　圭吾　先生

※医療MaaS（Mobility as a Service）とは、通信機器など必要な機材を搭載した車両が地域を訪問し、患者の自宅付近で、オンライン診療や
オンライン健康相談などが受けられるサービスです。 

４　協議会の構成
　　 会長　小野　宏志（一般社団法人静岡県医師会　理事）
　　 委員　医療関係者、行政関係者等16名



提 供 日 2026/02/12

タイトル 企画展｢第６回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真
コンテスト入賞作品展｣を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県富士山世界遺産セン

ター企画総務課

連 絡 先 静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

TEL 0544-21-3776

企画展「第６回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真コンテスト
入賞作品展」を開催します！

１　要旨
　静岡県富士山世界遺産センター、公益社団法人静岡県観光協会及びNHK静岡放送局では、世界文化遺産である「富士山」の保全と世界
的観光スポット「富士山」の魅力発信及び静岡県の観光振興への寄与を目的として、静岡県から見た絶景「富士山」と全国各地に広がる秀景
「ふるさと富士（見立て富士）」の２部門からなる「第６回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真コンテスト」を実施しました。
　このたび、静岡県富士山世界遺産センターにて「第６回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真コンテスト入賞作品展」として、応募作品1,026点
の中から、各部門のグランプリをはじめ入賞作品75点を展示いたします。

２　企画展概要

会期
令和８年２月21日（土）～令和８年３月22日（日）
9:00～17:00　※最終入場は閉館30分前まで
開催中の休館日：令和８年３月17日（火）

会場 静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室(静岡県富士宮市宮町5-12)

観覧料
常設展観覧料で御覧いただけます。
※常設展観覧料：一般300円、団体(有料観覧者20名以上)200円、
　　　　　　　　15歳未満・70歳以上・学生・障がい者等 無料(要証明書)

展示作品

部門 絶景しずおか富士山部門 秀景ふるさと富士部門

対象 県内で撮影した富士山 全国のふるさと富士(見立て富士)

入賞 ・グランプリ
・ＮＨＫ静岡放送局長賞
・静岡県観光協会長賞
・入選
・佳作

１点
１点
１点
７点

40点

・グランプリ
・静岡県富士山世界遺産
センター館長賞
・入選
・佳作

１点

１点
８点

15点

３　入賞作品発表
　令和８年２月13日（金）に公益財団法人静岡県観光協会HPハローナビしずおか「第６回　絶景・秀景　富士山世界遺産写真コンテスト」の特
設ページにて発表します。

　（特設ページURL　https://hellonavi.jp/fujisan-photo/index.html）

４　審査委員
　委員長：沼田早苗（写真家）、委員：織作峰子（写真家）、西田省三（写真家）

■静岡県富士山世界遺産センター公式ＨＰ（https://mtfuji-whc.jp）

https://hellonavi.jp/fujisan-photo/index.html
https://mtfuji-whc.jp


提 供 日 2026/02/12

タイトル 富士山の日はミュージアムで楽しもう！ふじのく
に地球環境史ミュージアム「富士山の日イベン
ト」を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史

ミュージアム企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

富士山の日はミュージアムで楽しもう！
ふじのくに地球環境史ミュージアム

「富士山の日イベント」を開催します！

　ふじのくに地球環境史ミュージアムでは、静岡県が制定する【２月２３日・富士山の日】にあわせ、楽しいイベント満載の「富
士山の日イベント」を開催します。イベントは全て予約不要・料金無料のほか、当日は観覧料も無料です。いつもとは違った雰囲
気のふじミューで、楽しい一日を過ごしてみませんか？ふじミュー初公開の限定展示もお楽しみいただけます。

【イベント】
●折り紙で作る立体富士山
●富士山とサクラのペンダント
●実物ドングリ図鑑を作ろう
●ドキドキ！石の名探偵たいけん
●とんぼの達人
●３Ｄオナモミダーツ

【限定展示】
●ピグミーシロナガスクジラ骨格標本
　2024年まで東海大学海洋科学博物館で展示されていた全身骨格標本が、ふじミューにやってきました。富士山の日限定で特別公
開します。この機会に、ぜひご覧ください。午後５時30分からの夜間公開ではホネ博士のガイド付きでお楽しみいただけます。

【日時・時間・会場・内容・参加費】

項目 イベント 限定展示

日にち 令和８年２月23日（月・祝）

時間
午前10時から正午まで
午後１時から午後３時まで

午前10時から午後３時まで
午後５時30分から午後６時まで

会場
ふじのくに地球環境史ミュージアム
２階　講堂

ふじのくに地球環境史ミュージアム
旧体育館

参加費 無料（イベントは一部材料費がかかるものがあります。）

●イベント詳細については、以下のリンクをご確認ください。
＜「富士山の日イベント」詳細ページ＞
　https://www.fujimu100.jp/event/13897/

【企画展（同時開催）】
●企画展「サクラ×さくら－山・里・海を彩る「和」の魅惑－」を開催中です。「富士山の日イベント」とあわせて、是非ご観覧
ください。
＜企画展「サクラ×さくら」特設ページ＞
　https://www.fujimu100.jp/sakura/

https://www.fujimu100.jp/event/13897/
https://www.fujimu100.jp/sakura/


提 供 日 2026/02/12

タイトル 文化財３Ｄセミナーを静岡市で開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化財課

連 絡 先 文化財活用班

TEL 054-221-3156

文化財３Ｄセミナーを静岡市で開催！

　県では、３次元データ（３Ｄ）による県内文化財の新たな魅力を発信するとともに、アーカイブ化を進めるための人材の育成に取り組んでいま
す。

このたび、県内の文化財関係者や学生を対象として、文化財とデジタル技術の専門家を招いた文化財３Ｄセミナーを開催します。

１　開催概要
項目 内　容

日　時 令和８年２月17日（火）、18日（水）　両日とも午前10時～午後４時
会　場 ・静岡市歴史博物館講座室（静岡市葵区追手町４－16）

・駿府城跡発掘調査現場（駿府城公園内）
参加者 県内の文化財担当者、学生等　16名
講　師 野口 　淳　公立小松大学次世代考古学研究センター特任准教授

高田 祐一　独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所主任研究員
内　容 ・３Ｄ計測と計測用写真撮影に関するレクチャー

・石垣等のフィールドにおける３Ｄ計測の実習

２　取材受付
時間によってセミナーを実施している場所が異なりますので、取材を希望される場合は、２月16日（月）17時00分までに下記問合せ先まで御

連絡ください。
なお、以下の行程を予定しています。

17日（火）：午前は講座室でのレクチャー、午後はフィールドでの実習が中心
18日（水）：午前はフィールドでの実習、午後は講座室でのレクチャーが中心

３　問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化財課　054-221-3156 



提 供 日 2026/02/12

タイトル ふじのくに芸術祭 春の祭典～2025年芸術祭の授賞
式と2026年芸術祭の開幕イベントを行います～

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

ふじのくに芸術祭 春の祭典　

～2025年芸術祭の授賞式と2026年芸術祭の開幕イベントを行います～

ふじのくに芸術祭（静岡県芸術祭）は、半世紀以上の歴史をもつ県内最大の総合芸術祭です。今年度、ふじのくに芸術祭
2025は、県内各地で美術・書道・写真・障害のある人による作品展覧会や文芸・合唱・演劇コンクール、舞踊公演等を開催してき
ました。

春の祭典では、県民公募の最高位である「静岡県芸術祭賞」の各部門の受賞者をはじめとした2025年の全受賞者を称える授賞
式、2026年芸術祭の開会宣言、記念演奏などを行います。一般の方も御観覧いただけます（事前申込不要）。

１　日　時　令和８年２月22日（日） 午後２時から午後３時45分まで

２　会　場　グランシップ中ホール・大地（静岡市駿河区東静岡二丁目３－１）

３　主催等　主催：静岡県、静岡県教育委員会、静岡県文化協会
　　　　　　共催：公益財団法人静岡県文化財団
４　内　容

(1) オープニング演奏（インサラータ・ヴォカーレ）
ふじのくに芸術祭2024合唱コンクールの芸術祭賞受賞団体の演奏により、式典の開幕を盛り上げます。

(2) ふじのくに芸術祭2025授賞式
各部門（美術、文学、音楽・舞台芸術、障害者文化芸術）の最高位にあたる静岡県芸術祭賞と後援者賞（県内報道機関等

16社）等の賞状授与を行います。

(3) 第66回静岡県芸術祭開会宣言
2026年芸術祭の開会宣言を行います。

(4) 記念演奏（静岡室内楽協会）
静岡室内楽協会が2026年芸術祭の開幕を祝う記念演奏を行います。

 ※ 会場 ロビーでは 、 芸術祭賞 ・ 後援者賞受賞作品 を 展示 します 。

５　出席者　受賞者及び県内で文化芸術活動に携わる関係者　約200人

　　　　　　一般観覧者（事前申込不要）

６　問合先　静岡県スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班
　　　　　　TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827



提 供 日 2026/02/12

タイトル 令和７年度「文化と多分野との連携による地域活
性化」第２回課題検討会の開催「アートプロジェ
クト視察（三島満願芸術祭）」（取材案内）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 政策調整班　深澤

TEL 054-221-3340

　

　静岡県行政経営研究会「文化芸術と多分野との連携による地域活性化」
　第２回課題検討会「アートプロジェクト視察（三島満願芸術祭）」を
　開催します（取材案内）

１．概要

　県はアーツカウンシルしずおかと連携し、地域の活性化に寄与することを目的に、住民主体の創造的な活動である「アートプロジェクト」を促
進しています。
　比較的新しい概念である「アートプロジェクト」の浸透を図るためには、先進事例の視察が効果的であることから、「三島満願芸術祭」の視察
研修を実施します。

２．日時

　令和８年２月13日（金）11：30-16：30　

３．集合場所

　三島商工会議所　4階会議室B（静岡県三島市一番町2-29）

４．参加者

県内各市町の文化行政担当課職員、企画課職員、アーティスト等　約30名

５．タイムテーブル

　11：30　オープニング・実行委員長山森氏からの説明
　
　12：30　交流ランチ
　
　13：15　三島満願芸術祭視察
　
　15：00  アートプロジェクトグループワーク
　　　　　　・三島満願芸術祭の視察を踏まえ「関係人口の拡大」につながっている工夫
　　　　　　 やポイントを明らかにする
　　　　　　・指定された予算内で新たなアイディアを構想する
　
　16：15　意見交換
　
　16：30　終了
　　
　　※行政経営研究会とは…県全体の行政運営の効率化や最適化を目指して、県と県内の市町

　　　　　　　　　　　　　　 及び県内の市町間の連携を促進することや、県と市町が共通して
　　　　　　　　　　　　　　 抱える行政課題の解決に向けた研究や検討を行うもの



提 供 日 2026/02/12

タイトル 令和８年度「子ども芸術大学」の講座を企画・実
施する団体を募集します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 政策調整班

TEL 054-221-2252

令和８年度「子ども 芸術大学」の講座を 企画・実施する団体を 募集しま
す！

「子ども芸術大学」は、県内の小・中学生を対象に、様々な分野で活躍するアーティスト等が講師となって、音楽・美術・演劇・ダンス・文学・伝統芸能など
の文化芸術に親しむ体験型の講座です。

多様なアイディアを生かした講座を展開するため、令和８（2026）年度に講座を企画・実施する文化団体等を募集します。採用された講座の実施に当
たっては、子ども芸術大学のパンフレットやホームページに掲載するほか、経費の一部を実行委員会が負担します。

【公募の概要】
１　募集する講座

音楽・美術・演劇・ダンス・文学・伝統芸能などの文化芸術分野において、小・中学生自らが創作などに取り組む体験型講座

２　応募資格
静岡県内に主な拠点を置く文化団体、文化施設運営者、市町等 （法人格の有無は問わない。）

３　応募方法
以下メールアドレス宛に、応募書類をメールにて提出。（郵送、持参も受付可）

 　〔提出先〕ふじのくに子ども芸術大学実行委員会事務局（静岡県文化政策課内)
   E-mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp

４　スケジュール
〇応募受付：令和8（2026）年2月10日（火）～３月４日（水）必着
〇書類選考：令和8（2026）年３月上旬
〇プレゼンテーション：令和8（2026）年３月16日（月）予定
○実施講座の決定：令和8（2026）年３月下旬　　

※採択は、子ども芸術大学に係る静岡県予算の成立及びふじのくに子ども芸術大学実行委員会による令和8(2026)年度予算の承認を条件とする。
〇講座の実施：令和8（2026）年７月～11月

５　その他
〇実施に当たっては、ふじのくに子ども芸術大学実行委員会が経費の一部を負担

（上限25万円）
〇募集要項は次のホームページに掲載

◆子ども芸術大学　https://www.fkac.jp/

◆静岡県ホームページ　https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/1050548/index.html
（テーマから探す ＞ 観光・スポーツ・交流 ＞ 文化・芸術 ＞ ふじのくに子ども芸術大学）

【問合せ先】ふじのくに子ども芸術大学実行委員会事務局（静岡県文化政策課内）
E-mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp
TEL：054-221-2252（土日祝日を除く）

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.fkac.jp/
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/1050548/index.html
mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2026/02/12

タイトル スタートアップ等の技術をスポーツチームに活用
し観戦価値向上を図る実証を実施！静岡県はス
ポーツの成長産業化を目指しています！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

スタートアップ等の技術をスポーツチームに活用し観戦価値向上を図る実証を実施！

静岡県はスポーツの成長産業化を目指しています！

静岡県では、スポーツの成長産業化を実現するため、スタートアップ等が持つ技術をプロスポーツチームに活用することで、観戦価値の
向上を図り、ファン拡大を目指す実証事業を実施しています。

このたび、本県が事業者として採択をした株式会社GATARIが、東レアローズ静岡と連携し、２月14日（土）から、限定グッズを販売しま
す。

新たな観戦体験が、スポーツ観戦をさらに豊かにします。今までとは違う視点で、大好きな試合を楽しみましょう。

１　実証について

区分 内容

企画内容 アプリを通じてアクリルスタンドから推し選手の声が届く！
～東レアローズ静岡の選手の限定アクリルスタンドの販売～

販売日 令和８年２月14日（土）から

価格 1,600円（税込）

販売場所 ホームアリーナのグッズブース、ECサイト

（１）限定グッズの販売
・専用アプリからアクリルスタンドを読み取ると、アプリを通じて選手の声を聴く
ことができる

・選手の声は、朝・昼・夜、それぞれの時間帯に沿ったメッセージに変化
（例；朝→「おはよう」、夜→「おやすみ」etc）
・選手のプライベートなエピソードを交えたメッセージも提供企画詳細

（２）限定グッズを活用した特別企画の開催
・専用アプリを通じて、選手へ想いを伝える「ハートマーク」を送ることが可能
・その機能を活かして、「ハートマーク」を多く集めた上位３名の選手の限定ボイ
スを、3月14日（土）以降のホームゲーム全４試合の会場限定で配信

（参考）実証事業について

・スタートアップ等が持つ技術をスポーツチームの実証フィールドで検証

・新たな観戦価値の提供を通じたファン獲得や収益性向上を目指す

○事業イメージ

○事業の流れ
(1)技術を有するスタートアップ等の公募
(2)スポーツチームの選定
(3)実証事業の実施



提 供 日 2026/02/12

タイトル 令和７年度第２回静岡県スポーツ推進審議会の開
催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

令和７年度第２回静岡県スポーツ推進審議会の開催
１　要　旨

　　本県のスポーツ施策における最上位計画となる、県スポーツ推進計画の策定に向けた検討を行うため、以下のとおりスポーツ推進審議
会を開催します。
　　今回は次期スポーツ推進計画（最終案）について審議を行います。
　　なお、次期スポーツ推進計画は３月末に公表予定です。

２　概　要

項　目 内　　　　　容

開　催
日　時 令和８年２月19日(木)　10時00分～11時30分

会　場 県庁別館９階　特別第二会議室

出　席
予定者

委員２０名（委員長：髙橋　和子氏）

議　事 第４期静岡県スポーツ推進計画（最終案）

備　考

＜静岡県スポーツ推進審議会＞
知事の諮問に応じて、スポーツの推進に関する事項について調査審議する。
委員は、学識経験のある者、関係行政機関の職員からなる。

＜過去の活動状況＞
令和元 年度　女性のスポーツ参画について
令和２年度　　コロナ禍におけるスポーツの在り方
令和３年度　　次期「静岡県スポーツ推進計画」の策定について
令和４年度 　 スポーツ推進計画の目標達成に向けて
令和５年度 　 静岡県スポーツ推進計画の進捗状況確認
令和６年度　  静岡県スポーツ推進計画の進捗に係る審議・新規計画の策定
令和７年度　  次期「静岡県スポーツ推進計画」の策定について



提 供 日 2026/02/12

タイトル 第181回ふじのくに防災学講座を開催します

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7101

　　　　　　　　　　　　第181回ふじのくに防災学講座
        災害ケースマネジメント -被災者支援の混乱を止めるために-

　静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。第181回の講座を下記のとおり開催しま
す。
　なお、今回の講座は、『内閣府・令和7年度 官民連携による被災者支援体制構築事業・モデル事業』の一環での開催となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時
　 令和８年２月21日（土）午前10時30分から正午まで

２　場　所
 　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５-９-１）

３　 テーマ
　 災害ケースマネジメント-被災者支援の混乱を止めるために-

４　講　師
 　大阪公立大学　大学院　文学研究科　人間行動学専攻　地理学教室　　菅野 拓 准教授

５　講演概要　　 
　 およそ100年にわたって日本の避難所の様子は根本的に変わっていません。このことに代表されるように災害のたびに被災者支援が混乱
してしまいます。災害大国であり防災先進国でもある日本において、なぜ被災者支援が混乱し続けるのか。この問題に迫り、抜本的な解決策
として政府も取り組みを進めている災害ケースマネジメントの実施や平時からの準備について解説し、これからの防災のあり方について考えま
す。

６　その他
　・対　 象　   どなたでも
　・受講料　   無料
　・開催方法  会場受講およびZoom配信
　　
　【注意】　
　講師はリモートでの講演となりますので、会場では講演の様子を配信するという形式になります。

7　問合せ先
　　静岡県地震防災センター
　　　電話：０５４-２５１-７１００
　　　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp
　　
　　　詳細は静岡県地震防災センターＨＰをご覧ください。
　　　ＨＰはこちら↓
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1079198 .html

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1079198.html

